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【あとがき】




電子書籍１巻購入大感謝特典『フィオナの風邪』


















　曰いわく『真の騎き士しは、泣いている女の子がいたら何がなんでも助けてやるものだ』

　曰く『真の騎士は、強大な敵にも臆おくすることなく立ち向かっていくものだ』

　曰く『真の騎士は、ここぞという時に隠かくされた力を発揮出来るものだ』

　曰く『真の騎士は、他人よりラッキースケベに遭そう遇ぐうしやすいものだ』

　曰く『真の騎士は……』




「将来は騎士のように立派な……ううん、そのものずばり、騎士になれるように！」

　と、ハロワでもどこでも紹しよう介かいしてくれない職業を母に切望され、

「これからはグローバルな時代！　騎士なら異世界で大だい活かつ躍やく間ま違ちがいないぞ！」

　と、グローバルの意味を明後日あさつての方向に間違い過ぎた父に認められ、俺はこの世に生を受けて間もなく、『キラキラネーム』の称しよう号ごうを得た。そんな俺の名前は、堀ほり井い騎士ナイト。

　……この名前によって引き起こされた災難と不幸は、もはや数え切れない。







　春の穏おだやかな空気を引き裂さく少女の悲鳴に、新入生だった俺は迷わず駆かけ付けた。

　冬とう眠みん明けの毒どく蛇へびが一人の女子生徒を狙ねらっていた。俺は臆することなく室内へ踏ふみ込み、毒蛇の首を摑つかんで投げ捨てる！　……これでこの地に再び平和が訪おとずれた。

　俺は振ふり返る。背後で震ふるえる少女へと。そして俺は見た。そして気が付いた。

　俺を取り囲む色とりどりのランジェリー。……を、身に付けた女子生徒たちの鬼おにのような形相を。そこは、女子更こう衣い室だった。

　その次に発せられた四文字の言葉は見事なまでにシンクロしていた。

「「「ヘンタイッ！」」」

　直後、隠された力を発揮して物もの凄すごい速度で逃にげ出したことは、言うまでもない。







　学年主任にたっぷり絞しぼられたその日の夜。俺は、誰だれもいない路地裏を当て所どもなく歩いていた。春の夜はまだ寒い。部屋着のスウェットにサンダルという格好ではなおさらだ。近所のデパートで買った安物のパーカーは、吹いてくる風すら防いでくれない。……寒い。身も心も寒すぎる……もう、学校行きたくない。

　名前のせいか、両親に施ほどこされた英才教育の賜たま物ものか、俺は『それっぽい場面に出くわすとついテンションが上がってしまう』体質になってしまった。

「待たせたな！」「俺の力を見せてやるぜ！」「ここは任せて先に行け！」

　……自覚はあるのだ。だから両親とは違ちがう普ふ通つうの人間になれるよう、あらゆる『普通』を調べ上げ、『普通』を徹てつ底てい的に極きわめた。「俺は普通だ！」と胸を張って言えるほどに。

　にも拘かかわらず、高校入学早々またやらかしてしまった……

　明日あしたからどんな顔をして学校に行けばいいんだ……もう、いっそのこと……

「誰も俺のことを知らない、遠い世界に行きたい……」

　そんなグチを漏もらした直後、流星が夜空を駆けていった。

　──その時。

　近くに建っていた電柱と、その隣となりの民家の壁かべとのわずかな隙すき間まが淡あわい鈍にび色いろに輝かがやき出した。音もなく、不気味に空間が歪ゆがんでいく……と、突とつ如じよその光の中から植物の蔓つるのような物体が出現し、凄すさまじい勢いで俺に向かって伸のびてきた。瞬またたく間に俺の腕うでへと絡からみ付いた謎なぞの蔓は、信じられないような牽けん引いん力を発揮する。反射的に足を踏ん張るが、そんな抵てい抗こうも虚むなしく、俺の体は怪あやしく揺ゆらめく鈍色の光の中へと引きずり込まれていった。

　目の前が光で埋うめ尽つくされ何も見えなくなり、前後上下の感覚すらなくなる。──が、その直後、俺の体は強きよう烈れつな浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれ、気が付けば上空へと放ほうり出されていた。

　俺は今、空を飛んでいる。正確には落下している。

　遠くに海が見えた気がした。大きな町が見えた気がした。深い森が、広い平野が、高く峰みねを連ねる山々が見えた気がした。けれど、そんなもんを意識している暇ひまはなかった。

　落ちたら死ぬ。

　遥はるか下方、草の生おい茂しげる畑と土だけの畑に囲まれた古ぼけた建物が目に入る。

　その草の生い茂る畑の中に、見たこともないような奇き妙みような植物の姿があった。直径三メートルはある、一見キャベツを想像させる植物。その中央には鋭するどく尖とがった牙きばが無数に生えており、闇やみ夜よの中で不気味に月光を反射させていた。

　俺の腕に絡み付く蔓はそいつから伸びているものだった。

　俺はその蔓を引っ張り、叩たたき、嚙かみ付いて、何とか振り解ほどくことに成功した。恐おそろしい植物の蔓を遠くへ投げ捨て、少しでもその牙から逃のがれようと体を捻ひねる。

　直後、全身に衝しよう撃げきと強烈な痛みが走る。

　平屋の屋根に激げき突とつした俺は、激しい音と共に地面へと落ちていった。途と中ちゆうで屋根や梁はりや、その下に置かれていた木製の棚たなを破は壊かいしながら。

　乾かわいた木の音と、棚に置かれていたのだろう陶とう器きやガラスの割れる音が鼓こ膜まくを殴おう打だする。

　全身を切り裂さかれ、引き千切られるような痛みが駆け抜ぬける。打ち付けた箇か所しよの骨はいとも容易たやすく砕くだけていった。

　鈍にぶい音がして腹部に酷ひどい痛みが走る。破損した木製の棚が、俺の腹を貫かん通つうしていた。

「…………ごぼっ」

　感覚が消えていく。もうすぐ、死ぬ……そう確信する。

　脱だつ力りよくするに任せて、視線が部屋の中を撫なでていく。

　屋根の崩ほう落らくで埃ほこりが舞まい上がっている。とても古い感じのする、薄うす暗ぐらい室内。

　その中で揺らめく頼たよりない明かりが、入り口に立つ一人の少女を浮うかび上がらせていた。

　驚おどろいたように大きく見開かれた少女の瞳ひとみは俺の顔に固定されていて、視線がぶつかる。

　とても綺き麗れいな少女だった。凛りんとしていて、どこか儚はかなげで。赤みがかった瞳が印象的だった。彼女はとても幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを纏まとっていて……こんな状じよう況きようだからだろうか……まるで天使に見えた。

「…………た…………すけ………………て……」

　無意識に、そんな言葉を口にしていた。無む茶ちやなことだと知りつつも……

　すると、少女は困こん惑わくしていた表情を柔やわらかい微び笑しようの形に変化させた。

「私の薬を、信じてみる？」

　鈴すずを鳴らしたような声が耳に届き、俺は首しゆ肯こうする。少女の瞳がまた柔らかく弧こを描えがく。

　その瞳がとても綺麗で……意図せず、言葉が零こぼれ落ちる。

「き、み…………名、前……は？」
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　こんな状況なのに。それどころではないと、分かっているのに。

　ただ知りたかったのだ。彼女の名前を……

「私は、フィオナ」

　……どんな字を書くのだろう。まさか、ひらがなで「ふぃおな」だろうか？

　あぁ……彼女もまたキラキラネームを付けられた被ひ害がい者しやなのだ。気の毒に。

　初対面のこの美少女に対し、俺は妙みような親近感を覚えていた。なんとなく、仲良くなれそうな気がする。

　そんなことを思ったところで、俺の意識は完全に途と切ぎれた……
















　目が覚めると、そこは見知らぬ薄暗い部屋の中だった。

「気が付いたかしら？」

　眠ねむりに落ちる前に聞いた、鈴を転がすような声が聞こえる。視線を向けると、カンテラの薄うすぼんやりとした明かりの中に、あの時の美しい少女──フィオナがいた。

　清潔感のある白衣を身に纏まとい、ベッド脇わきの椅い子すに腰こしをかけて俺を見ていた。

　体を起こすと、固いベッドが軋きしみを上げる。着慣れないごわついた感かん触しよくに視線を向けると、見覚えのない質素な服を着せられていた。

「気分はどう？」

「あぁ……悪くない」

　言いながら、視線を巡めぐらせる。薄暗く、ほとんど物がない。壁も床ゆかも薄うす汚よごれていて、相当くたびれている。窓にガラスは嵌はめられておらず、木の板が打ち付けられていた。

　どこか、おかしい。うまく言えないが…………そう、まるで日本じゃないような。

　例えば、蛍けい光こう灯とうがないとか、家電が見当たらないとか、家具のデザインなんかもどこか異国を感じさせる。

　違い和わ感かんの正体を摑みあぐねていると、目の前にコップが差し出された。

「水を飲むと落ち着くわよ」

　言われるままにコップを受け取る。微かすかに触ふれたフィオナの指先は冷たかった。

「とりあえず、よかったわね。生きていて」

　フィオナが優やさしい笑えみを向けてくれる。思わず心臓が跳はねた。

　カンテラの中の火はゆらゆらと揺れて、端たん整せいなフィオナの顔を神秘的に照らしている。

「どうしたの？　どこか痛むところでもあるのかしら？」

「えっ、いや、大だい丈じよう夫ぶ！」

　思わず見み惚とれてしまった自分を恥はずかしく思い、俺はコップの中身を一気に飲み干した。

　コップを返し、呼吸を整える。気持ちを落ち着ける。……なぜ、俺はここにいる？

　俺は、流れ星を見た直後、電柱と壁の隙間から現れた謎の蔓に引き摺ずられて光の中へ飲み込まれた。気が付いたら上空で、その後真下にあった建物に激突して……腹を、折れた木もく片へんが貫通して………………ゾクッと、全身の毛が逆立つ。

　慌あわてて腹を触さわってみるが、痛みも違和感もなく、傷きず跡あとすら残っていなかった。

　…………夢、だったのか？

「少し、見て欲しいものがあるの」

　ベッド脇のテーブルから何かを手に取りながらフィオナが言う。薄暗くてよく見えなかったが、一いつ瞬しゆんキラッと光ったような気がした。

「手を貸してくれるかしら？」

　言われるままに右みぎ腕うでを上げると、その手をフィオナの左手に摑つかまれる。細い指の感触にドキッとしてしまう。

　自分でも分かるくらい熱くなった顔をフィオナに向けると、フィオナと目が合った。

　見つめ合い、心が少し高こう揚ようする。けれど時間はゆっくりと流れていって……

　そんな緩ゆるやかな世界の中に、「ザシュッ！」という音が割り込んでくる。

「………………え？」

　視線を向けると、俺の手首に切り込みが入っていた。ザックリと。パックリと。

　フィオナの右手には、鋭えい利りなメスが握にぎられていた。

「うわぁぁぁぁあっ!?」

　緩やかな世界が一転、真っ赤な鮮せん血けつが迸ほとばしる惨さん状じようへと変化する。切り口からどくどくと血液が溢あふれ出してくる。流れ出す血液の量が半はん端ぱじゃない。

「血っ！　血がっ!?　お前、何してくれてんだ!?」

「静かに」

　俺の目の前に人差し指が差し出され、落ち着いた声で諭さとされる。

「近所迷めい惑わくよ」

「誰だれのせいだ!?　と、とにかく止血を！」

「いいから、よく見ていなさい」

　静かだが反論を許さない強い口調に威い圧あつされ、俺は黙だまって傷口へと視線を向ける。

　すると……、溢れ出していた血がどんどん勢いを失っていき、やがて完全に止まる。そして、パックリと開いていた傷口が見る見るうちに閉じていって…………あっという間に塞ふさがってしまった。傷跡すら残っていない。

「これが、あなたの傷を治した力よ」

　傷跡の消えた腕うでをまじまじと見つめる。なんともない。痛みもない。

「……どうなっているんだ、これは？」

　自然と零れた言葉に、フィオナが答えてくれる。静かに、淡たん々たんと。

「あなたが落ちてきた場所には多種多様な薬が保管されていたの。そして、瀕ひん死し状態のあなたの体に、それら複数の薬品が降りかかった結果──」

「『超ちよう回復能力』が備わった？」

　言葉を引き継つぎ問いかけると、フィオナが頷うなずきをもって答える。

「ええ、それこそ『不死身』と呼んでも差し支つかえない程度のね」

　確実に絶命していたであろう重じゆう篤とくな状態からの完全復活。驚きよう異い的な超回復能力。

　不死身、だと……バカな、そんなこと……ファンタジーじゃあるまいし…………

　そこで、俺の脳のう裏りにある景色が蘇よみがえる。

　謎なぞの蔓つるに引き摺り込まれ、突とつ然ぜん上空へと放ほうり出された後、落下しながら俺が見た景色。

　海のそばに広がる巨きよ大だいな都市。その町は大きな壁かべで囲まれていた。町全体の雰囲気も、なんというか……中世のヨーロッパのような…………

　そういえば、俺の親父おやじがよく言っていた。『壁と電柱の間に細い隙すき間まがあるだろ？　そのうちのいくつかは異世界に繫つながっているんだぞ』と。……もちろん、大おお真ま面じ目めにだ。

　ウチの親父はそういう人間なのだ。中世ヨーロッパ風な甲かつ冑ちゆうに身を包んで商店街を闊かつ歩ぽしたり、『薬草っぽいから』という理由で、紐ひもで縛しばったほうれん草を腰にぶら下げたりもする。俺の小学校の卒業式に『天空の鎧よろい』を着てきたこともあった。『騎き士しの正装は鎧だからな』とかのたまって。言うまでもないがウチの親父は騎士じゃない。

　誰か止めてくれる人がいてくれればよかったが……母親？　卒業式の時は親父の隣となりで『ビキニアーマー』に身を包んでニコニコ笑っていた。『魔ま法ほう戦士の正装はビキニアーマーなのよ』とかのたまって。言うまでもないがウチの母親は……以下略。

　とても、嫌いやな予感がする。俺は不安をかき消したくて、フィオナに質問を投げる。

「な、なぁ……ここは、どこだ？」

　質問が漠ばく然ぜんとし過ぎていただろうか。けれどフィオナは明確な答えをくれた。

「ここはクルドーナ王国領の港町ラダインブルグにある、薬やく剤ざい師し協会の研究所よ」

「クルドーナ……ラダインブルグ…………薬剤師協会…………」

　フィオナの言葉を反はん芻すうし、確信し、落らく胆たんする。どうやらここは、本当に異世界らしい。

　クルドーナ王国なんて国は聞いたことがないし、市し壁へきに囲まれた都市などそうそうない。それに、あれだけ大きな都市のそばにインフラの整っていない広大な平原や森林のような手付かずの大自然があることにも違和感を覚える。

　幻げん想そう的とも言えるフィオナの容姿だって、浮うき世よ離ばなれしている。

　俺が認にん定ていした『見習ってはいけない大人ランキング』に殿でん堂どう入りしているあの親父が、予かねてより主張して憚はばからなかった「異世界は絶対にある！」という説はどうやら本当だったらしい。……それを俺が証明することになるとは…………

「今度は私から質問してもいいかしら？」

　フィオナが身に纏まとったローブの裾すそを正して、俺に視線を向けてくる。

「あなたはナニモノなの？　見たところ、町の人間ではないようだけれど……」

　真っ直すぐに、鋭するどく尖とがった視線を。

「こんな夜中に、しかも空から降ってくるなんて……」

　フィオナの表情が険しくなっている。得体の知れないモノを警けい戒かいするように。

　俺が戸と惑まどっているのと同じように、フィオナも戸惑っているのだ。

「分かった。全すべてを話すよ」

　俺は、正直に俺の身に起こったことを打ち明けようと決意する。現状で判明し、俺が理解していることは全て。

「俺は、この世界の外…………そう、異世界から来たんだ」

「……異、世界？」

「あぁ、そうだ」

　俺が力強く断言すると、数秒を置いて、「……そう」と、フィオナがゆっくり頷く。

　そして、目め尻じりを指で押さえ、優し～い笑みを向けてきた。

「お薬を、出してあげるわね」

「違ちがうよ!?　そういう病気じゃないから！」

　頼たのむから哀あわれまないでくれ。心が痛むから。

「俺は日本っていうところに住んでいて、夜の散歩をしていたら電柱と壁の隙間に異世界への扉とびらが現れてだな、そこから出現した謎の植物の蔓に引き摺られてこの世界へ落ちてきたんだよ！　危あやうく喰くわれるところだったんだからな……って、おい、そんな目すんな！　マジだから！　マジで危き機き一いつ髪ぱつだったの！」

　俺が必死に訴うつたえると、フィオナは腕を組み、「う～ん」と唸うなる。

「異世界へ蔓を伸のばして獲え物ものを確保する植物なんて聞いたことがないわね」

「けど、実際にいたんだよ、ここの庭に！　噓うそだと思うなら一いつ緒しよに見に行こうぜ」

　そうして、俺はフィオナと連れ立って研究所の外へと向かった。

　研究所を出て、左手に広がる畑へと踏ふみ込んでいく。俺が上空から見たあの化け物植物は、この畑の真ん中にいた。あのデカさなら見落とすことはないだろう。……だが。

「……噓だろ？」

　畑には多種多様の植物が鬱うつ蒼そうと茂しげっていたものの、あの化け物植物の姿はどこにも見当たらなかった。幻まぼろしだったのか……いや、そんなわけがない。ヤツは確かにいた。事実、俺がここにいるということがあの化け物植物が存在した動かぬ証しよう拠こに他ほかならない。

　なんなんだよ、ちきしょう……

　思わず空を仰あおぐ。月はすっかり低くなり、遠くの空が微かに明るくなっている。

　遠くに見える町の輪りん郭かくが浮うかび上がり、町が目を覚ましつつあるように感じた。

　そんな町から離はなれ、一軒けんぽつんと建つ研究所。それはまるで、今の俺の状じよう況きようを表しているようで……知らない世界で一人、取り残された薄うすら寒さが全身に広がっていく。

「気にすることはないわ」

　今にも遠のきそうだった俺の意識を、フィオナの声が現実へと繫ぎ止めてくれた。

「この土地は特別だから、何が起こっても不思議ではないのよ」

　俺の隣へ並び立ち、庭中に広がる無数の植物へ視線を向ける。

「ここに生えているのは全てが『魔ま草そう』。魔力を帯マジアびた土テーラで育てられた、特とく殊しゆな植物よ」

「魔草？」

「そう。……私の、最も大切な存在よ」

　愛いとおしそうに、そばにあった植物──魔草の葉を指でなでる。

　そして俺の方へと向き直り、畑と、古びた建物を背に両りよう腕うでを広げる。

「私は、ここ薬剤師協会の最高責任者、フィオナ・モナステリオよ」

　風が吹ふき、魔草がざわりと音を立てる。フィオナは乱れた髪かみの毛を手で押さえ、「もっとも、今この研究所にいるのは私一人だけどね」と、少し自じ嘲ちよう気味に笑う。

　その笑顔が、なぜか心にチクッと刺ささった。

「信じるわ。あなたの言っていること」

「え……？」

「異世界から来たということ」

　大きな瞳ひとみが微かすかに細められる。柔やわらかくてホッとする、そんな笑えみを向けてくれる。

　なんの根こん拠きよもないけれど、なんの解決策もないけれど、フィオナが信じると言ってくれた。それだけで、随ずい分ぶんと救われた気がした。

　町の向こうに太陽が顔を出し始める。徐じよ々じよに空が明るくなり、神聖な光が差してくる。

　魔草の葉を濡ぬらす夜よ露つゆが朝日を浴びて、キラキラと輝かがやきを放つ。無数の光の粒つぶに囲まれて静かに微笑ほほえむフィオナは、神聖で、神こう々ごうしくて……

　その姿はまさに天使だった。

　こいつがいれば、フィオナがいてくれればきっと大だい丈じよう夫ぶ。そう思えた。

　俺の未来を明るく照らすように、太陽が空へと昇のぼる。

　温かい日差しが、俺の体を包み込んでいく。

「──っ!?」

　瞬しゆん間かん、全身に電気が走った。

　なんだ？

　熱い……痛いっ！

「っが…………っ！　あぁっ……がっ！」

　熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛い熱い痛いっ！

　なんだよ!?　なんなんだよこれ!?

　太陽の光に触ふれた場所が燃えるように熱い！　堪たまらず、日ひ陰かげを求めて走り出す。

　逃にげ出す俺の背中に容よう赦しやなく太陽の光が降り注ぎ、悶もん絶ぜつしそうな熱が俺を焦こがす。

「熱ア────────────ッヂィッ！」

　研究所のドアを蹴け破やぶり室内へ転がり込む。耳に、「ジュウジュウ」という恐おそろしい音が聞こえてくる。苦痛に顔を歪ゆがめながら腕を見ると、皮ひ膚ふが焼やけ爛ただれていた。

「なんじゃこりゃぁあ!?」

　叫さけんでいる間に、焼け爛れた皮膚は元の状態へと戻もどっていく。超回復能力は健在だ。

　だが、再生された皮膚はおかしな色をしており、悪あく臭しゆうを放っていた。

「く……腐くさってやがる」

　あろうことか、俺の腕が紫むらさき色いろに変色し、腐ふ敗はいしているのだ。

「やはり、思ったとおりの症しよう状じようだわ」

　俺の後を追い研究所へ入ってきたフィオナは、何かを知っているような顔をしていた。

「実は、あなたが眠ねむっている間に、色々と試ためさせてもらったのだけど……」

　真面目な顔で話を進めようとするフィオナを「ちょっと待て」と、制止する。

「試したって……お前、俺に何かしたのか？」

「検証のために、切ったり刺したり抉えぐったり」

「人の体に何してくれてんだ!?」

「切ったり刺したり抉ったり」

「聞き直したんじゃねぇよ！　二度も聞きたくねぇよ！」

「言っている意味が分からないわ」

　真顔で首を傾かしげるフィオナに言いたい。「意味が分からない」はこっちのセリフだ。

「もしかして……不ふ愉ゆ快かいだったかしら？」

　急に、フィオナの表情に不安の色が表れる。

「あなたの体に表れた特殊な事例を解明しようと思って。それが、あなたのためになるのではないかと思ったから……。苦痛を与あたえていたのだとしたら、謝罪させてもらうわ」

　そんなしおらしい態度に、心の蟠わだかまりもどこかへと消えてしまう。こいつなりに考えて、よかれと思ってやったことなのだ。……少し、言い過ぎたかもしれない。

「い、いや。別に……苦痛も何も、俺、眠ってて意識なかったし。気にしてないよ」

「……そう」

　どこか安心したように、フィオナが息を漏もらす。

「では、窓もなく換かん気きも出来ない熱のこもる部屋に寝ねかせたせいで、あなたの体の腐敗が思いのほか進行してしまったことについても、気にしないのね」

「そんなことにもなってたのか!?」

　よく目覚められたものだと感心してしまう。一歩間ま違ちがえれば大だい惨さん事じだった。

「けれど、そのおかげで対策を立てられたわ」

　フィオナが懐ふところから注射器を取り出す。日本でも馴な染じみのある、細い注射器だ。中には薄水色の液体が入っている。

「防ぼう腐ふ剤ざいよ。腐敗の進行を食い止めることが出来るわ」

　促うながされて、俺は腕うでを出す。針を見て思わず顔を背そむけてしまう。が、フィオナは慣れた手つきで素す早ばやく処置を施ほどこしてくれた。痛みはまったく感じなかった。

「腐敗が止まれば、後は自然と回復していくわ」

　その言葉のとおり、腐敗して変色していた皮膚は、見る見るうちに元の血色のいい肌はだ色いろに戻っていった。悪臭も消える。

「……出で鱈たら目めだ」

　自分の体が怖こわくなってきた。俺は一体、『ナニ』になってしまったんだ？

　ふと、洒落しやれにならない想像が脳内に浮かび上がる。

　不死身と言える超ちよう回復能力を持ち、太陽の光を浴びると皮膚が焼け爛れ、そして腐る。

　…………あ、ダメだ。完かん璧ぺきにゾンビだわ、これ。

　視線を向けると、フィオナがこくりと頷うなずく。

「夏場は腐りやすいかもしれないから気を付けないとね」

「他に言う言葉はないのか!?　思い付かないか!?」

　なら秋冬は過ごしやすそうだね、とかポジティブに受け止められる自信はない。

「…………最悪だ。異世界で……一命を取り留めたと思ったら、ゾンビって……」

「ゾンビではないわ。あなたの心臓は確かに動いているもの」

　確かに、体温もあるし、死んでいるわけではなさそうだが……限りなくゾンビに近い生き物になってしまったことは事実だ。

「……最悪だ…………」

「そう悲観することでもないわ。ほら、足が早い男子はモテるというし」

「『足が早い』の意味が違うよね、それ!?」

　腐りやすくてモテるヤツなんか聞いたことがない。

　異世界に引き摺ずり込まれ、わけの分からない薬品を全身に浴び、俺は生きながらにしてゾンビとなってしまった。生きているのだから正式にはゾンビではないらしいが。なら、これはなんだ？　このふざけた体質は……これはもう、病気だ。俺は、とんでもない病に冒おかされてしまったのだ。……勘かん弁べんしてくれよ。

「こんなの、全然普ふ通つうじゃない……」

　俺は、誰だれよりも普通の、とびっきり普通の人生を歩みたいと願っているのに……。こんな、ウチの両親が泣いて喜びそうな世界じゃなくて、もっと普通の世界で、普通に。

　うな垂れる俺の隣となりで、フィオナが古びた手帳に何かを書き込んでいる。それをそっと閉じると、こちらを向き、そしてすっと背筋を伸ばした。

「提案があるのだけど」

　神しん妙みような面おも持もちで言われ、こちらも思わず居住まいを正す。

「あなた、治験者になる気はないかしら？」

「治験者？」

　聞いたことがある。医薬品の効果や副作用を調べるために、実際にその薬品を服用して経過を見せる。そんな仕事だったはずだ。法的にも守られ、万が一の事態にも対応出来るサポート態勢が整っており、危険はない。……日本なら。

　ただし、異世界でその理り屈くつが通るかといえば、怪あやしいところだ。

「薬やく剤ざい師し協会は私の亡なき父、ガルシア・モナステリオが作った組織で、ここはその拠きよ点てんとなる研究所よ」

　亡き父、という言葉が耳に引っ掛かかった。フィオナはさっき、今この研究所にいるのは自分一人だけだと言っていたが……父親を亡くして一人になったのか。他ほかに仲間はいなかったのだろうか。

「父は生前天才と呼ばれた薬剤師だった。有用な薬をいくつも開発し実用化したの。父の生み出した調合方法は『ガルシアレシピ』として規格化され、世界中に広まっているわ。あなたに投与した防腐剤も、ガルシアレシピのひとつよ」

　誇ほこらしげに語っていた口がここで止まる。瞳の色が深みを増す。

「けれど、腐敗は止められても防ぐことは出来ない。太陽光による熱傷に関してはまだ対策すら立っていない……その上、今後また別の二次的症状が発生する可能性も否いなめないわ」

　フィオナの指が俺を真正面から差す。

「あなたの状態は、それほど複雑なものなの」

　胸にズンと来る言葉だ。絶望感が増していく。世界が暗転した気がした。

　光を失い、闇やみに吞のみ込まれそうになる……その時、フィオナが大きく息を吸った。視線が自然とそちらへ吸い寄せられる。柔らかそうな唇くちびるがゆっくりと言葉を紡つむぎ出す。

「『奇き跡せきの調合』というものがあるの」

　その言葉が俺に届くのと同時に、フィオナの瞳がきらりと輝いた。

「どんな病もたちどころに治してしまうといわれる薬よ」

　どんな病も……、その言葉に心を動かされる。

「これを見てくれるかしら」

　そう言って、フィオナは先ほどの古ぼけた手帳を俺へと向ける。

「これは、父が書き残した手記よ。ここには規格化には至らなかった薬の調合方法が記き載さいされているの。効果の分かるものから分からないもの……世間にはとても公表出来ない危険を伴ともなったものまで。父が生前に行っていた研究の全すべてが書かれてあるわ」

　開かれた手帳には、見たことのない異国の文字がびっしりと書き込まれていた。

「父は、『奇跡の調合』についても研究をしていたの」

　フィオナの指が、そっと手記をなでる。

「だから私は、この手記の中に『奇跡の調合』のヒントが……いいえ、『奇跡の調合』のレシピそのものが記されていると睨にらんでいるの」

　前向きな、燃えるような強い意志が瞳ひとみに宿る。

「私は、その『奇跡の調合』を完成させたい」

　本気の眼まな差ざしがそこにあった。

「とても難しいことだというのは分かっているわ。危険を伴うかもしれないことも」

　フィオナが自身の手を見つめる。その指先は、年とし頃ごろの女の子だとは思えないほどに、とても荒あれていた。ケアなどされている様子もなく、酷こく使しされているようにすら見える。

　それは、フィオナの薬に対する必死さと真しん剣けんさを物語っているようだった。その己おのれを顧かえりみない職人気質かたぎな指先がなんとも痛々しくて……思わず守ってあげたくなる。

「それでも私は、病に悩なやむ多くの人々を助けたい。あなたを……救いたい」

　強い意志に突つき動かされる決して折れない心を見せ付けられる。フィオナの原動力は、人を助けたいという純じゆん粋すいな思いなのだろう。

「私が、あなたの病気を治す薬を作ってあげる」

「だから」と、一いつ旦たん言葉を切る。そんなフィオナを見て直感する。俺はきっと、次に発せられる言葉を拒きよ絶ぜつすることは出来ないだろう。

「薬剤師協会の治験者になりなさい」

　淀よどみなく澄すんだ瞳に見つめられ、俺は素す直なおに頷く。そして、腹をくくる。

　ここに留とどまり、このおかしな病気を治し、そして日本へ帰る。

　俺は普通に生きるんだ。こんな、よく分からない異世界でよく分からない病気にかかるなんて全然普通じゃない。俺は、普通に生きたいんだ！

「分かった。俺は、お前の薬を信じる」

　俺の返答に、フィオナは満足そうに頷いた。

「ところで。あなた、名前は？」

　不意に尋たずねられ、そういえばまだ自己紹しよう介かいもしていなかったことに気付く。

「あ、俺は……」と、言いかけて、逡しゆん巡じゆんする。

　どこに行っても厄やく災さいを招いてきた名前だけに、告げるのが躊躇ためらわれた。けれど、フィオナはこれから目標を共にする相手だ。名乗らないなんて失礼は出来ない。

　俺は一度深呼吸をしてから、名を告げた。

「堀ほり井い、騎士ナイトだ」

「ナイト……」

　フィオナは一度呟つぶやいて、そして笑えみを向けてくれた。

「いい名前ね」

　自分の耳を疑った。……初めて、言われた。

「なにを呆ほうけているの？」

「あ、いや！……なんでもない」

　緩ゆるみ出す頰ほおを思いっ切り摘つまんで誤ご魔ま化かす。耳が熱くなるのを感じた。……嬉うれしい。

　と、俺の前にフィオナの右手が差し出される。

「よろしくね、ナイト」

　俺はその手を取り、しっかりと握にぎり返す。

「あぁ。よろしくな、フィオナ」

　こうして俺は、薬剤師協会にて住み込みの治験者になることとなったのだ。







　そして、それから数日が経たったある朝のこと。

　目が覚めると、部屋が大量のキノコで埋うめ尽つくされていた。

「なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁああああああ!?」

「どうしたの、ナイト？」

　俺の声を聞き付けて、フィオナが部屋へと入ってくる。そして、部屋の中を見み渡わたす。

「うん。いい出来ね」

「お前の仕し業わざか!?　何した!?　俺の部屋に何しでかした!?」

　壁かべに、床ゆかに、天てん井じように、黒く平べったい傘かさをした謎なぞのキノコが所ところ狭せましと生えまくっている。

「ここしかなかったのよ。一日中陽ひが当たらない場所が。仕方ないでしょう」

「仕方ないで人の寝しん室しつをキノコまみれにするなよ！　やるにしても一声かけろよ！」

「でも、眠ねむっている間は何をしても気にしないと言っていたから」

「済んだことはもういいってことで、これから先のことは別だよ！」

「そう。なら、以後気を付けるわ」

　いい笑顔で言われると、それ以上何も言えなくなる。悪気がないのは分かるのだが……

　俺がこちらの世界へ来て数日。フィオナと過ごしていくつか分かったことがある。

　第一に、フィオナは薬のことしか頭にない。日がな一日研究室へこもりガリガリと薬や研げんを引いているのだ。

　第二に、ほんのちょっと常識がない。人の部屋をキノコまみれにしてしまうくらいに。けれどこれも、薬に対する情熱が強過ぎるために引き起こされることなのだろう。

「見てナイト。凄すごく大きいのがあったわよ。大物ね」

　第三に……こういう無む邪じや気きな顔をすると割と可愛かわいぃ……いや、これはいいや。

「どうすんだよ、こんなにキノコ作って。キノコパーティーでも開く気か？」

「違ちがうわよ。このキノコは、あなたの救世主になるキノコなのよ」

　部屋を埋め尽くすこのキノコが救世主……嫌いやがらせだとしか思えないのだが。

　そばにあったキノコに触ふれてみると、鰹かつお節ぶしみたいな手て触ざわりだった。

「まさか、このキノコが『奇跡の調合』だってんじゃないだろうな？」

「違うわ。けれど、これはあなたのための薬よ」

　と、フィオナはガルシアの手記を開いてみせる。見せられても文字は読めないのだが。

「これは遮しや断だんキノコといって、太陽の光を遮断してくれる魔ま草そうなのよ」

　フィオナの言葉に、俺の瞳どう孔こうが目め一いつ杯ぱい開く。太陽の光を遮断するということは……

「これで、ナイトは太陽の下に出られるようになるのよ」

　自然と顔が綻ほころんでいく。これで、ようやく普通の生活が送れる！

　というのも、太陽の光を浴びられない俺は、太陽を避さけて避けて避けまくる非常に不便な生活を強しいられていたのだ。日中は光の差さない部屋に閉じこもり、外に出られるのは夜だけだ。これじゃ本当にゾンビだ。……気持ちが、腐くさりそうだった。

　特に、朝食の時が俺の心をささくれ立たせた。

　朝食というのは一日の始まりにしてその日一日、ひいては一日の積み重ねである人生そのものを左右する重大なファクターだ。朝食が、その人の人生を決める。

　よく晴れた休日の朝。コーヒーの香かおりに包まれて、陽だまりの中で焼きたてのクロワッサンを齧かじる。それが、普ふ通つうの人が思い浮うかべる理想の朝食なのだ。

　俺は、ここ数日の朝食風景を思い出す。

　リビングのガラス窓から差し込む温かい朝日に照らされて、窓辺のチェアでクロワッサンを齧るフィオナ。……を、日ひ陰かげで丸まって見つめる俺。

　こんなの全然普通じゃない！　俺も朝日を全身に浴びてクロワッサンを齧りたい！

「ど、どうすればいいんだ？　このキノコを食うのか？　随ずい分ぶん硬かたそうだけど!?」

「落ち着きなさい。実はもうひとつ必要となる材料があるのよ」

　雲行きが怪しくなる。この遮断キノコだけじゃ不完全だというのか？

「ケンテ・ペーレという炎ほのおに強い花があるのだけど、それと混ぜることで太陽の光と熱に耐たえられる薬が出来るのよ」

「つまり、遮断キノコだけじゃ光しか遮さえぎれないのか」

「そういうことね。熱が防げない限り、あなたの体は腐ってしまうわ」

　あっさりと酷ひどい現実を突き付けられる。

「じゃあ、結局太陽の光は浴びられないわけか……」

　儚はかない夢だった。あっという間に散ってしまった希望に肩かたを落とす。ため息でも吐ついてやろうかと息を吸い込むと、フィオナはそれを遮るように言葉を放ってくる。

「防ぼう腐ふ剤ざいを改良してみたの」

　フィオナの防腐剤は、うっかり日に当たっては遠えん慮りよなく腐ってしまう俺の肌はだを幾いく度どとなく救ってくれた薬だ。それを、改良したと言う。

「これで、腐ふ敗はいの進行を止めるだけではなく、腐敗を予防出来るようになったわ」

　俺の心に一いち条じようの光が差し込む。腐敗を、予防？　それじゃあ……!?

「遮断キノコと組み合わせることで、限られた時間ではあるけれど、あなたは太陽の下へ出られるようになるわ」

　締しめ切られた室内に、眩まばゆいまでの光が満ちていく。そんな気がした。

「待っていなさい。すぐに薬を調合してきてあげるわ」

　大きな遮断キノコを肩に担かついで、フィオナが部屋を出る。

　この世界でフィオナに会えたのはラッキーだった。多少理解に苦しむところもないではないが……俺の目の前でこれ見よがしに理想の朝食を堪たん能のうするとことか……けれど、そんなものが気にならないくらいに、フィオナはいいヤツだ。

　俺は心の中でフィオナを絶賛しつつ薬の完成を待ち侘わびた。

　──数分後、フィオナが薬の入った注射器を持って戻もどってくる。

「さぁ、注射してみましょう」

「おう、待ってたぜ！」

　俺が腕うでを差し出すと、フィオナは手にした注射器を近付けてくる。その中で、出来たての薬が、とっぷんと、揺ゆれる。

「ちょっと待て！　『とっぷん』はおかしいだろ、『とっぷん』は！」

　どう見てもゲル状。どう見てもトロットロ！　注射出来るような代しろ物ものじゃない。

「物もの凄すごく硬かたくて、これ以上液体にならなかったのよ」

「だったら注射するのを諦あきらめろよ！　っていうか、針通るのそれ!?」

「当然でしょう。見ていなさい」

　言うや、フィオナは注射器の外がい筒とうを人差し指と中指でしっかり挟はさみ、薬を押し出す中の棒──プランジャーを親指でグッと押す。

「………………くっ！」

「いや、『くっ』って!?　注射する時に出ちゃいけない声漏もれてるよ！」

　フィオナの細い腕がぷるぷると震ふるえて、顔がほんのり赤く染まっていく。ついには注射器を両手で握り、力任せにプランジャーを押し始める──と、『バキンッ！』と、注射器の外筒が弾はじけ飛んだ。ガラスの破は片へんとゲル状の薬が辺り一帯に飛散する。

「…………少し、薬が硬過ぎたようね」

「詰つまって壊こわれるってよっぽどだぞ!?」

　実に危ないところだったわけだ。打たれなくてよかった。

　……が、しかし。結局俺は太陽の下に出られないのだと理解して、肩を落とす。

「効果がさらに半減してしまうけれど、飲むという手段もあるわよ」

「飲……む？　これをか？　この、ドロッドロのゲル状の薬をか？」

　フィオナが懐ふところから別の瓶びんを取り出し傾かたむけると、とっぷんと、薬が揺れる。

　その後、フィオナの瞳ひとみが俺に問いかけてくる。「朝食・オア・ゲル」と──

「…………分かった。飲むっ！」

　これは薬だ。毒じゃないんだ。飲んで飲めないことはない！

「少し量は増えるけど、我が慢まんしてね。あと、効果も半減するからそのつもりで」

　手て渡わたされたのは、湯飲み一杯くらいの量だった。これだけ飲んだ上に効果が半減……

　これも理想の朝食のため。覚かく悟ごを決め、コップに入った薬を口へと流し込んだ。

「……んんっ!?」

　ねっとりと絡からみ付く薬はとにかくキノコ臭くさく、そのくせ味はキノコとは似ても似つかない。川原の雑草を適当に煮に込こんだものに、カキ氷のシロップをかけて味を誤魔化そうと悪あがきをしたような刺とげ々とげしく甘苦い味で…………とにかく不ま味ずい！

　このクソ不味い薬が粘ねばり気のせいで一向に喉のどを通っていかない！　拷ごう問もんか、これは!?

　けれど、一いつ滴てきも零こぼすことなく、なんとかかんとか喉の奥へと押し流す。

「…………っか、はぁ…………の、飲ん……だ…………ぞ」

　接せつ着ちやく剤ざいをがぶ飲みしたような気分だ。喉に膜まくが張ったような不快感が消えない。不ふ愉ゆ快かいなゲルを体内に入れた反動で、涙なみだと涎よだれが溢あふれ出して止まらない。

　精神を削けずられた俺は、服用後小一時間ほど床から立ち上がることが出来なかった。

　だが。頭を垂れて、真っ白に燃もえ尽きながらも、俺は確かな達成感を嚙かみ締めていた。

　これでようやく、理想の朝食がとれるのだ。

　研究所からほとんど出ないフィオナの食生活はそれはもう悲ひ惨さんなもので、「ある物を食う」が基本だった。纏まとめ買いしたようなカッチカチのパンや干し肉のスライス。それから牛乳。どこのファンタジー世界だよと言いたくなった。まぁ、異世界なんだけども……

　外に出られない俺は研究所を物色し、小麦とバターを発見した。うまい具合にイースト菌きんに代用出来そうなものも貯ちよ蓄ちくしてあった。これでパンが、いや、クロワッサンが焼ける！　普通を極きわめた俺にとって、手作りのクロワッサンなど読んで字のごとく朝飯前だ。仕込みにだって余念がない。いつか来るその日のためにと、毎朝最高のパンが焼けるよう前日の夜からパン種を寝ねかせてあるのだ。すべては、理想の朝食のために。

　キッチンで、今か今かと出番を待ち侘びているパン生き地じを思い浮かべ、硬くなった表情筋を緩ゆるめる。最高の朝食を食べてやるのだ。…………体が動くようになったら。

「太陽の下に出てみなさい」

　フィオナがそう言ったのは、薬を飲んでから二時間くらいが経過した後だった。

　研究室にでも行っていたのか、席を外していたフィオナが戻ってくる。その際に冷たい水を持ってきてくれた。気が利きくヤツである。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

　水を飲み干してから、リビングへと向かう。

「私の薬を信用しなさい」

　フィオナは自信に満みち溢れた顔を見せるが、やはり不安だ。

　薬の匂においがまだ鼻の奥に残っているのか、ずっと変な匂いがしている。

　ドアの前に立ち、ノブを握にぎる。ここを開ければ外だ。太陽の光を全身に浴びることになる。…………鼓こ動どうが速まる。足が震える。

　しかし、すべては理想の朝食のため！　そして、その先に待つ普通の生活のため！

　俺は思い切ってドアを開け、外へ足を踏ふみ出した。

　春の朗ほがらかな風が肌を撫なでる。ポカポカとした陽気に、緊きん張ちようしていた体が解ほぐれていく。

　太陽の光を浴びても、俺の肌は焼けることはなかった。

「……成功、だ」

　フィオナの薬は、見事に俺の体を守ってくれた。

「凄い、凄いぞ、フィオナ！」

　嬉うれしくなって、俺は庭を駆かけ回った。テンションが上がり、留とどまることを知らない。

「見てくれ！　焼けないんだ！　太陽の下に出られるんだ！」

　嬉しかった。感動した。そして、心の底からフィオナに感謝した。

「分かったから、食事にしましょう」

　研究所の入り口に立ち、フィオナが俺に向かって言う。

　随ずい分ぶんと日が高くなっているが、今日はまだ朝食をとっていない。少し遅おそくなったが、そんなものは気にしない。俺はついに、理想の朝食をとれるのだ！

　軽い足取りで研究所へ戻ると、フィオナが俺にこんなことを言った。

「さぁ、座って。今日のご飯は、私が作っておいたから」

「え……」

　俺を席へと誘ゆう導どうし、フィオナは甲か斐い甲が斐いしくも食事を運んではテーブルに並べていく。

「いつも作ってもらっているし、たまにはと思ってね」

　フィオナが善意の笑え顔がおを向けてくる。俺が動けない間に、これを作っていたのか……

　俺の理想の朝食が…………いや、でも、しかしだ。俺を気き遣づかってフィオナが手料理を振ふる舞まってくれるというのだ。ここは素す直なおに感謝しておくべきだろう。

「遠慮なく食べてね」

　向かいに座るフィオナは、とてもご機き嫌げんな様子だった。

「それじゃ、遠慮な…………遠慮します」

　テーブルの上が紫むらさきだった。

　俺は、茄な子すと紫イモ以外でこんな紫な食しよく卓たくを見たことがない。それから、野菜しか並んでいないのに山で獲とってきたばかりの獣けもののような匂いがしているのはなぜだ？

「庭で採れた蠢うごめく紫の根菜を甘辛からく煮込んでみたのだけど……嫌きらいだったかしら？」

「好き嫌いを選せん択たくする余地あるのかな、それ!?」

「もしかして猫ねこ舌じたなのかしら？」

「違ちがう！　根本的にお前は間ま違ちがっている！」

　温度の前に気にするべきポイントが十や二十は見つかるだろう!?

「何が気に入らないのか、理解に苦しむわね」

　と、理解に苦しむ言葉を吐き、おもむろに真紫の、いや、『魔ま紫むらさき』の煮に物ものを口に運ぶ。

「うん。悪くないわね」

「噓うそだろっ!?」

　認めない！　絶対認めない！

「騙だまされたと思って食べてみなさいよ」

　笑顔で勧すすめてくる。まさか、味はいいというのか？　この見た目とこの匂いで!?

　俺は、恐おそる恐る魔紫の塊かたまりを口に運ぶ。そして咀そ嚼しやく。後に嚥えん下か。

　瞬しゆん間かん、鈍にぶい音と共に胃い袋ぶくろが弾けた。視界が真っ暗になる。美う味まい不ま味ずいの域を超こえ、もはや痛い。この料理の味は痛い。あえて味を表現するとしたら、イガ栗ぐりのイガの部分だ。

　不味い！　死ぬほど不味い！　不死身の俺が死んでしまいそうなほどに不味いのだ！

　遮しや断だんキノコの薬の方がまだ美お味いしく思えるほどだ！

「……騙だま……した……なっ！」

　フィオナの恐ろしいところは、この危険物を普ふ通つうに食せるところにある。なんで平気なんだ？　味覚ないのか？　それ以前に神経通ってないんじゃねぇの？

　ゾンビ化の影えい響きようで、口の中の裂れつ傷しよう炎えん症しようもすぐに回復していく。血の味が薄うすれたところで、俺ははっきりと勧かん告こくしておく。

「とにかく、お前は飯を作るな。二度とだ。いいな？」

「そう。分かったわ」

　特に気にする様子もなく、フィオナは了りよう承しようしてくれた。

　明日あしただ！　明日こそは、俺お手製のクロワッサンで理想の朝食をとるのだ！

　決意に燃える俺の前に、コップが差し出される。

「はい、これ。飲んでおきなさい」

　コップの中には、ドロッドロの液体が入っていて、揺らすと、とっぷんと、波打った。

「……なんだ、これ？」

「遮断キノコの薬よ。三時間に一回の頻ひん度どで飲まないと効果が切れてしまうから、その前に飲んでおきなさい」

　さすがにもう、…………無理だった。

　ペキリと心の折れた俺はベッドに潜もぐり込み、泥どろのように不ふ貞て寝ねを決め込んだのだった。
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　その夜、悲鳴のような声を聞き、俺は目を覚ました。

　木板を打ち付けられた開かない窓に耳を当てると……外で何かが蠢く音が聞こえる。

　この部屋の外は魔ま草そう畑だ。……俺の脳のう裏りに、俺を異世界へ引き摺ずり込んだアノ化け物植物の姿が思い起こされる。それと同時に、背筋がぞくりと冷える。

　考えるまでもなく、この研究所にいるのは俺とフィオナだけだ……

「フィオナッ！」

　部屋を飛び出し、リビングを抜ぬけ、扉とびらを開け放ち庭へ出る。そして俺は目もく撃げきする。

　魔草から上半身だけを出した状態の見知らぬ美少女を。

「なんじゃこりゃ!?」

　ふっくらした頰ほおと、緩やかな弧こを描えがくタレ目から人の良さと上品さが窺うかがい知れる美少女が、さらさらの金きん髪ぱつを夜風に靡なびかせてそこにいた。直径二メートル弱のハエトリグサそっくりな魔草に足から胸むな元もとにかけてをぱっくりと咥くわえ込まれた状態で。あどけない表情からは想像も出来ないようなド迫はく力りよくの双そう丘きゆうをその魔草の葉の上に乗っからせて……ごくり。

「あの……あなたは、どちら様ですか？」

　この状じよう況きように反した見当外れな質問が投げかけられる。「いや、お前が誰だれだよ！」という突つっ込みは、俺には出来なかった。不安げな顔に保護欲よくを搔かき立てられたからだ。

　俺が名乗ろうとすると、その美少女は両手を打ち合わせ、続いてこつんと自分の頭を小こ突づいた。そして失態を詫わびるように、「まずは自分から名乗るのが礼れい儀ぎでしたね」とのんびりとした口調で言って、頭を下げる。……なに、この絵に描いたような可愛かわいい生き物!?

「わたしは、リズ・エンバリーと申します。薬やく剤ざい師し協会と懇こん意いにさせていただいているエンバリー商会の一人娘むすめです」

　丁てい寧ねいな自己紹しよう介かいをして、にこりと笑う。

「ちなみに今は、この肉食魔草に捕つかまって、下半身が絶賛消化され中です」

「一大事じゃねぇか!?」

　思わず声を荒あらげてしまった。リズという少女はビクッと肩かたを震ふるわせ怯おびえたように俺を見る。あぁ、もうっ、いちいち可愛い！　それから「ビクッ！」ってした時、「たゆんっ」ってしたのを俺は見み逃のがさなかった。が、今はそんな場合じゃない！

「摑つかまれ！　今、引っ張り出してやるから！」

　リズに向かって手を差し出す。が、リズはほんのりと染まった頰に両手を添そえ、恥はじらいながら視線を逸そらす。

「そんな……初対面の殿との方がたの手に触ふれるなんて……」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろう!?　その魔草に喰くわれちまってもいいのか!?」

「男性は、多少強ごう引いんな肉食系の方が……」

「『系』じゃなくて、肉食なんだよその魔草は！」

　不安になるほどマイペースなリズ。その頰がさらに赤く染まっていく。

「あぁ……足先がしゅわしゅわしてきました……」

「溶とけてる溶けてる！　喰われかけてる！」

「……なんだか、わたし…………変な気分になってきました……」

　呼吸荒くリズが呟つぶやく。『変な気分』というのは、恐きよう怖ふとか気持ちの悪さなのだとは思うが……なぜかリズの顔は嬉うれしそうに見えた。頰も、先ほどより上気している気がする。

「……もう、どうなってもいい…………」

「よくない、よくないっ！」

　魔草に消化されかけているせいか、リズは意識が混こん濁だくしているようだ。これ以上は危険と判断して、俺は強引にその腕うでを引き寄せた。

「あぁっ！　二人の男性がわたしを取り合って！」

「その解かい釈しやく間違ってるよ!?」

　事態は急を要する。全身の筋肉をフル稼か働どうし、最大出力でリズを引っ張る。と、腰こしが抜けた辺りで抵てい抗こうがなくなり、捕とらわれていた体が一気に解放される。

　勢い余って俺は後方へと転てん倒とうした。そこへ覆おおい被かぶさるようにリズが降ってくる。と同時に、顔面に物もの凄すごいボリュームの柔やわらかいものが押し付けられた。

「おぅっふっ！」

　圧あつ倒とう的な存在感に押し潰つぶされ息が詰つまる。……が、不思議と不快感はない。

　その直後、魔草の口から大量の液体が吹ふき出され、俺たちの上へと降り注いだ。果実を発はつ酵こうさせたような酷ひどい匂においだ。無理やり引っ張り出した反動なのだろうか、魔草は苦しそうにもがいた後、そっと葉を閉じて何事もなかったように大人しくなった。

　悪あく臭しゆうを放つずぶ濡ぬれの全身を顧かえりみて思う。……非常に不ふ愉ゆ快かいだ。

　とりあえず、俺はリズの体を起こし座らせる。滴したたり落ちる魔草の液体を払はらってから、「大だい丈じよう夫ぶか？」と声をかける。

「あ、はい……助けてくださって、ありがとうございます」

　リズは赤く染まる頰を隠かくすように俯うつむき、襟えり元もとを正して、恥ずかしそうに頭を下げる。

　魔草が分ぶん泌ぴつした液体のせいで、衣服は濡れてベタベタになり、体のラインがはっきりと浮うかび上がっている。ところどころ溶けて薄くなっている部分もあり、隙すき間まから覗のぞく白い肌はだが妙みように艶なまめかしい。この位置から見ると……胸が、とんでもないことになっている。

　両りよう腕うででギュッと押し潰されるけしからん光景に、つい視線がそちらに……

「ナイト……」

　その時、背後で声がして、頰の熱は一いつ瞬しゆんで冷めた。

「……庭でなに卑ひ猥わいなことをしているのかしら？」

　冷ややかな声に視線を向けると、不ふ機き嫌げん顔のフィオナが俺を見つめていた。

「あなたには巨きよ乳にゆうをぬるぬるにして愛めでる趣しゆ味みでもあるの？」

　酷い言い掛がかりだ。と、俺が弁明するよりも早くリズが立ち上がり、フィオナのもとへと両手を広げて駆かけていく。

「フィー様！」

　再会を喜ぶように嬉しそうな声を上げ、そして、フィオナにしっかと抱だき付いた。

　直後、フィオナはリズの肩を摑み体を引き離はなすと、真正面から目を見つめて言い放つ。

「リズ。とても気持ち悪いわ」

「酷ひでぇな、お前!?」

　リズと距きよ離りをとり、自分の体に付着した魔草の体液を不快そうに払う。

「ありえないくらいに不愉快だわ。毒の沼ぬま地ちに生息する巨きよ大だいなカエルでさえここまでヌメヌメしていないでしょうに。リズ、あなたはカエル以上に不潔なのよ。恥はじを知りなさい」

「お前はオブラートって言葉知らないのか!?」

[image: ]

　フィオナの留とどまることを知らない罵ば倒とうに、リズは肩を小刻みに震わせていた。俺の位置からでは顔を見ることは出来ないが……アレは泣いているのではないだろうか？

「お、おい、リズ……」

　居ても立ってもいられずにそばへ行ってみると……

「あ、……ありがとうございます……」

　物凄くうっとりした顔をしていた。

「はっ!?　ち、違ちがいます！　間ま違ちがえました！　今のは『酷いです』を嚙かんだんです！」

　物凄い嚙み方だ。文字数も違う。

「わたしは別に、フィー様に、『あなたみたいな汚お物ぶつは牛乳を拭ふいた中年男のふんどしで顔を拭くのがお似合いよ、ほぉら、綺き麗れいにしてあげるからそこに跪ひざまずきなさい』と罵ののしられながら臭くさいふんどしで無理やり顔面をグリグリされたいなどと思っていたわけではなくて！　全然なくて！」

　必死に釈しやく明めいするリズを見て、ひとつの疑念が俺の頭あたまに浮かぶ。いや、だが、しかし……

　一ひと頻しきりあたふたとした後、リズは真しん紅くに染まる頰を両手で覆い隠し首をぶんぶんと振ふる。

「も、もう、困ります。はしたないことを言わせないでください」

　そのなんとも可愛らしい仕草に、膨ふくれ上がった疑念が徐じよ々じよに萎しぼんでいく。

「あの、ナイト、さん？……とおっしゃるんですか？」

「え、あ、あぁ」

　リズがすすすと寄ってきて、今にも泣き出しそうなうるうるした瞳ひとみで俺を見上げてくる。

「わたしのこと、変な女の子だと、思いました？」

　瞬しゆん間かん、心臓が鷲わし摑づかみにされたような衝しよう撃げきを受ける。なんだ、この破は壊かい力は？　タレ目って、うるうるして上うわ目め遣づかいになるとこんなに可愛いのか!?

　フィオナを幻げん想そう世界の完成された美人だとするなら、リズはクラスのアイドル的存在といったところか。隙すきがあって、ちょっと危あやうくて、頑がん張ばれば手が届きそうな感じが堪たまらない！　おまけにボインがばいんだ！

「変じゃないさ。魔草に襲おそわれた直後で気が動転していただけだ。よくあることだよ」

　魔草に襲われること自体がそうない状況だという突っ込みはこの際なしだ。そんな目に遭あい、気持ち悪いと罵倒されて傷付いている女の子を放ってなどおけるわけがない。

　親父おやじが言っていた。『泣いている女の子を守ってやるのが騎き士しの務めだぜ』と。……たまにいいことを言う。

「酷い目に遭ったな……大丈夫か？」

「はい。酷い目に遭うのは全然大丈夫です」

　俺は散々といった顔で、リズは晴れ晴れとした顔で言う。…………ん？

「それにしてもこの液体……ドロドロで臭くて、堪ったもんじゃないな」

「はい……堪りませんね」

　俺は苦々しい顔で、リズはニヤニヤした顔で言う。…………ん？

　状況に対する俺とリズの反応に差異があるように思うのは気のせいだろうか……

「それはそうと……」と、不意にリズがため息を漏もらす。

「折せつ角かく差し入れをお持ちしたのに、食べられてしまって悲しいです」

　残念そうに言うリズの言葉を聞いて、先ほどの魔ま草そうへと視線を向ける。根元に空のバスケットが転がっていた。

「あの魔草は香こう辛しん料りようの匂いに反応して獲え物ものを捕ほ食しよくするのよ。結構グルメだからね」

　それは果たして植物にカテゴライズしてもいいものなのだろうか。常識外れな生態系に薄うすら寒さを覚える。

「それはともかく、そこの気持ちの悪いヌルヌル二人組」

「嫌いやなカテゴリーでくくるんじゃねぇよ！」

　さらに距離をとり、フィオナがこちらを蔑さげすむような目で見てくる。

「そのベタベタを早く洗ってきなさい。さもないと、牛乳ふんどしで顔を拭くわよ？」

「やめろ！　そして『牛乳ふんどし』なんて単語を生み出すな！」

「早く行かないと、どんどん冷たくなるわよ、川」

「川!?」

　驚おどろく俺を尻しり目めに、フィオナは魔ま鉱こう石せき畑の向こう、川のある方向を指差した。

　魔草畑の向かい、玄げん関かんを出て右手側には雑草ひとつ生えていない畑が広がっている。そこは、魔鉱石を精製するための魔力を帯マジアびた土テーラを敷しき詰めた土ど壌じようだ。魔力の結けつ晶しようともいえる魔鉱石は、誰だれにでも使用出来る『簡易魔ま法ほうアイテム』で、炎ほのおの魔鉱石を使えば俺でも火を起こすことが出来る。要するにライターのようなものだ。この世界の魔法は、悪あく魔まとの契けい約やくや精せい霊れいの力を借りたりなどはせず、魔鉱石を加工して使用するものらしい。

　つまり、これさえあればお湯だって簡単に沸わかせるし、その手軽さゆえにお風ふ呂ろという文化も広まっている。研究所にも風呂はある。

　にも拘かかわらず、この春先の肌はだ寒ざむい夜中に、川で体を洗ってこいというのか？

「ヌルヌルが完全に取れるまで、研究所には入れないから」

　イライラとした口調でフィオナが言う。非常に機き嫌げんが悪そうだ。

「あと、ばいんとしたボインをチラチラ盗ぬすみ見するような輩やからも入れたくないわ」

　思わず背筋が伸のび、曲がらない関節でギクシャクとリズに背中を向ける。

　違うのだ。無意識に視線が向かってしまうのは、健全な男子なら仕方ないことなのだ。

「ナイトさん、フィー様の言ったことは本当なんですか？」

　リズが真しん剣けんな表情で詰め寄ってくる。

「あ、いや！　それは……」

　視線を逃にがし、必死に言い訳の言葉を探す。が、うまい言葉が出てこない。

「わたしの胸を見ていたんですか？　触さわりたいんですか？　揉もみたいんですか？　しだきたいんですか？　いんぐりしたりもんぐりしたりしたいんですか!?」

「違う！　そんなことは思ってない！　っていうか、最後のなんだ!?」

　言い訳は出ないが突つっ込みはすんなり出てきた。

「滅め茶ちや苦く茶ちやにしたいんですか？　叩たたきますか？　引っ張りますか？　鞭むちとか使いますか？　蠟ろう燭そくとか、水責めとか、拘こう束そく具とか!?」

「どんどんエスカレートしてる!?」

「とりあえず、言葉で責めてみてください！　試ためしに！　さぁ、どうぞ！」

「完全にお前の要求になってないか!?」

「い、いえ！　わたしはそんな……！　ただ、ナイトさんの心を代弁しようと……」

「思ってなかったよ、そんなこと！」

「ナイト……あなた、日ひ頃ごろそんなことを……？」

「だから思ってねぇって！」

　後方から思いがけない援えん護ご射しや撃げきが直ちよく撃げきした。誰か俺の話を聞いてくれ！

「とにかく、別に……俺は、大きな胸とか、興味ないんだ！」

　噓うそも方便だ。今はこう言うことで事態の鎮ちん静せい化を図はかるのが良策だろう。

「つまり、ナイトさんはつるぺた派だということですね」

「だからなんでそうなる!?」

「……ナイト、あなたって人は」

「お前もその援護射撃をやめろ！」

　鎮静化どころか事態は複雑に、主に俺がダメージを食くらう方向へと悪化してしまった。

　……これはもう、素す直なおに川へ行った方が俺の傷は浅くて済むんじゃないだろうか？

「俺はいいけど、リズはどうするんだ？　まさか一いつ緒しよに川に入れる気か？」

　こんな時季の川など、身を切るような冷たさで入るだけでも苦痛だろうに。

　気の毒に思い、リズへと視線を向ける。

「ぜ、是ぜ非ひ……ご一緒させていただきます……っ！」

　妙にキラキラした瞳をしていた。

「……苦痛とか、好きなのか？」

「と、とんでもないです！　そんなわけあるわけないですじゃないのですかもう！　ナイトさんのエッチ！　スケベ！　ヌルヌル魔人！」

「ヌルヌル魔人はお互たがい様だろ!?」

　むしろ、ヌルヌル魔人誕生のキッカケはリズにある。って、誰がヌルヌル魔人だ!?

　すると、フィオナはリズに向かって業務的な声で言う。

「リズ。新しい注射器を注文するわ。今け朝さ、ゲル状の薬を入れたら壊こわれてしまってね」

　フィオナの注文を聞くと、リズの表情が一瞬にして晴れやかなものに変わる。

「かしこまりました、フィー様。すぐにでも手配してまいります！」

　フィオナの役に立てるのが心底嬉うれしい。そんな笑え顔がおで、リズはぺこりと頭を下げる。

「それでは、フィー様。ナイトさん。失礼いたします」

　足取りも軽く、凄すさまじい速度で走り去っていく。全身に被かぶったヌルヌルの液体を撒まき散らしながら。……あの格好で町の中を歩かせていいのだろうか？

　だがひとつ分かったことがある。リズは非常に可愛かわいらしい娘こだが、非常に残念な娘だ。

「それじゃあ、私も戻もどるわ」

　それだけを言い残し、フィオナは研究所へと帰っていった。

　一人残された俺。

　仕方なく、俺は寒風吹ふき荒すさぶ川へと向かい、修しゆ行ぎよう僧そうさながら行水に挑いどんだのだった。







　寒いしっ！　マジ寒いしっ！

　大自然の驚きよう異いは想像を遥はるかに超こえていた。意を決して川の中へとダイブするも、そのあまりの冷たさに耐たえ切れず、俺は全速力で研究所へと戻ってきたのだった。

　研究所のドアを乱暴に開け、リビングを通過して風ふ呂ろ場ばへ直行する。

　お湯！　お湯に！　お湯に当たりたい！　お湯に浸つかりたい、今すぐに！

　氷の彫ちよう刻こくのようにパキパキに固まった腕うでで扉とびらを開け放つ。

　──そして言葉を失う。

　扉の向こうに、フィオナがいた。…………真っ裸ぱだかで。

「………………」

「………………」

　部屋の中には蒸気が充じゆう満まんしており、フィオナの体には真っ白い泡あわが張り付いていて、手には木き桶おけを持っている。木桶に入っているお湯を、今まさに体にかけ、泡を流そうかという場面のようだ。

「お、おぅ、フィオナ…………ただいま」

　フィオナの手から零こぼれ落ちた木桶がカポーンと音を立てる。

　その直後……

「にゃぁ───────────────っ！」

　踏ふまれた猫ねこのような悲鳴が轟とどろいた。

「悪いっ！」

　慌あわてて外へ出て後ろ手で扉を閉める。

　ドッドッドッドッドッ……と、心臓が暴れ狂くるう。……逃げなきゃ！　本能がそう告げる。

　しかし、次の瞬しゆん間かんには扉が開け放たれ、鬼おにの形相をしたフィオナがタオル一枚巻いただけのあられもない姿で現れた。

「…………遺ゆい言ごんは？」

「言い分くらいは聞いてくれよ！」

　俺の襟えりを乱暴に引っ摑つかみ、グイッと顔を寄せてくる。フィオナは耳まで真っ赤にして、目には涙なみだを浮うかべていた。……あと、すげぇいい匂においがする。

「…………見たわね？」

「み、見てない！」

　湯気と泡が邪じや魔まをして、重要なところはマジで見ていない。

「よく見えなかったんだって、本当に」

　宥なだめるように、笑みを作って言ってみる。

　しかし、フィオナの声は更さらにトーンを下げ、怒ど気きを増し、俺の全身を粟あわ立だたせていく。

「よく見えないような胸をしているとでもいうの？」

「ちょ、ちょっと待て！　俺そんなこと一言も言ってない！　いいから落ち着け！」

　と、訴うつたえながらも、つい視線が下を向いてしまう。…………うわ、本当にない。

「視線を……下げたわね？」

　どうやら俺は裸はだかを見たことを怒おこられているのではなさそうだ。これなら、なんとか弁解出来るかもしれない！　なにせ、我が国において貧乳とはステータスなのだから！

「いいかフィオナ、よく聞け！　俺はつるぺた派だ！」

　噓も方便！　これでフィオナも機嫌を直して……

「……言いたいことはそれだけかしら？」

　今、俺の背筋が凍こおっているのは、決して川の水が冷たかったせいじゃない……これが、本物の殺気。

「…………ナイト」

　俺を呼ぶフィオナの顔は、とても美しい笑顔だった。まるで、氷のような。

「……あ～んして」

「な、なぜ……でしょうか？」

「結構前に完成してはいたのだけど、まだ試していない飲み薬があるのよ」

　どこから取り出したのか、フィオナの手には一本の試験管が握にぎられていた。

「な、なぜ……このタイミングで？」

「大だい丈じよう夫ぶ。とっても体にいい薬だから」

「あの、会話してもらえるかな？」

「ただ、ほんのすこ～し飲みづらいのだけど……」

「だったら無理して飲む必要はないんじゃないかと……」

「大丈夫。とっても体にいい薬だから」

「あれ、これループする感じ？」

「はい、あ～んして」

　あぁ、そうか。

　バッドエンドって、何を選せん択たくしても抜ぬけられないのか……

「あ、あ～ん…………」

　観念して口を開けた俺の胃い袋ぶくろに、体にいい劇薬が流し込まれる。湯ゆ豆どう腐ふを慌てて飲み込んだ時の食道の「熱あっつっい!?」という現象が体のあっちこっちで起こり、俺はもんどり打った後に気を失った。

　これ、『飲みづらい』じゃなくて、『飲むべきではない』レベルだよ……

　ただ凄すごいもんで、アレだけ酷ひどかった悪お寒かんは、目覚めた時にはピタリと治まっていた。







「ナイトさん。聞きましたよ？　昨晩は大変刺し激げき的なお薬でフィー様にお仕置きされたらしいですね？　どうでした？　どんな感じでした？　新世界、見えました？」

　朝っぱらからリズがつやつやした顔をしている。朝一で注射器を届けに来たのだ。

「そんなに気になるならお前も飲ませてもらえよ」

「えぇ、いいんですか!?……もとい、私は別に、そういうのには興味がありませんので……ただ参考までにナイトさんのお話を伺うかがっていただけで……」

　その割には物もの凄すごい食いつきだったけどな。

「気を付けなさい。あんまり近付くと、変態がうつるわよ」

　リビングの床ゆかに腰こしを下ろし、朝からずっと薬や研げんをゴリゴリ言わせているフィオナが、こちらも向かずに言う。……突っ込みたいが、今は下へ手たに刺激しない方がいい。

「それで、ナイトさんはどうしてお仕置きを受けたんですか？」

　俺とフィオナの呼吸が止まり、重い沈ちん黙もくが落ちる……

「いや、その……た、たいしたことじゃねぇよ。な？」

「たいしたことじゃない…………？」

　フィオナの纏まとう空気が変わった。体内に眠ねむる暗黒龍でも目覚めたかのように。

「人の裸を見ておいて……たいしたことじゃない…………ですって？」

　魔ま王おうのような眼めが、こちらを見ている。

「だから、あれは事故なんだって！　お前が入ってたって知らなかったんだよ。心配しなくても、もう二度と覗かねぇよ」

「ない胸は見る価値もないというの？」

　それは被ひ害がい妄もう想そうが過ぎるというものだ。……くそ、しょうがない。こうなったら……

「メッチャ見たいけど、見たいのを必死に我が慢まんするんだよ！」

「とんだエロ助すけね。滅ほろびればいいのに」

「どうすりゃいいんだよ!?」

　言いたいだけ言って気が済んだのか、フィオナは薬研での作業を止やめ立ち上がる。

「集合しなさい」

　言われて、俺とリズはフィオナのもとへと近付く。

　テーブルには一枚の地図が広げられており、フィオナはその中のとある島を指差す。

「ケンテ・ペーレを採りに行くわよ」

　地図には大きな港町と、その南西に広がる小さな島郡が描えがかれている。

「ここ、ラダインブルグの南西には小さな島群が存在するの」

　フィオナ曰いわく、その島々にはそれぞれ異なった魔力を帯マジアびた土テーラが存在し、近い距きよ離りにありながらまるで生態系の違ちがう生物が生息しているらしい。南西諸島と呼ばれるその島群は、貴重な魔ま草そうや魔鉱石などのアイテムや、レアな魔物など、『金になるモノ』が多数存在している。そのため、トレジャーハンターや冒ぼう険けん者が好んで探たん索さくに行くのだという。

「その中のひとつ、炎ほのおの島と呼ばれる場所にケンテ・ペーレは生息しているわ」

　言いたいことは大体分かった。フィオナの指しているのがその炎の島なのだろう。

「少し遠出になるから、ナイトには無理をさせてしまうことになるだろうけど」

　遠出となれば、当然日光に晒さらされる時間も増えるだろう。

「今の不完全な薬ではあなたの体への負ふ担たんが大きいから……」

　申し訳なさそうに言うフィオナに、俺は「そんなことない」と伝える。

　こいつは、出で鱈たら目めな俺の病気を治すためにあれこれ策を練ってくれているのだ。

「むしろ俺は感謝しているんだぞ」

　素す直なおに、気持ちを述べる。照れくさいが、こういう時は言葉にすることが大切だ。

　こいつは、なんだかんだと言いながら人のことを思いやれる優やさしいヤツなのだ。

「ナイトさん」

　そんな俺に、リズが微笑ほほえみかけてくれる。

「分かりますよ、ナイトさんの気持ち」

「リズ……」

　リズが見せてくれる笑え顔がおには、心を解ほぐしてくれる効果がある。胸が温かくなる。

「ナイトさんは『苦痛を与あたえられることこそ我が本ほん望もう！　むしろ、もっと激しめの副作用を所しよ望もうする！　もっと苦痛を、もっと快感を！』と、思っているのですよね？」

「思ってねぇよ！」

　こいつはとことん思考トレースが下手なヤツだな。

「……ま、まぁ、ナイトがそう言うのなら、そういう方針でも……」

「言ってないよ!?　労いたわる方向でお願いするわ、俺の体を！」

　この二人が揃そろうと何か非常に疲つかれる。

「で、その炎の島まではどうやって行くんだ？」

「島まではわたしがご案内いたします」

　俺の質問に答えたのはリズだった。胸に手を当て、恭うやうやしく礼をしてみせる。

「ウチで船をご用意いたしました。先導もお任せください」

「いや、でも。リズは…………危なくないのか？」

　炎の島なんてあからさまに危険そうな名前の島に、こんなのんびりしたヤツを連れて行っていいのだろうか。自じ慢まんじゃないが、俺は守り切る自信がない。あくまで俺は普ふ通つうの高校生なりの体力しかないのだ。

「ご心配ありがとうございます。でも平気です。実はわたし、冒険者の家系なんです」

　言うや、身に纏っていたローブを大だい胆たんにも剝はぎ取った。

「おぉーっ!?」

　感かん嘆たんの声が漏もれたが、それも仕方ない。ローブの下からは、肩かたとおなかと右太ももを露ろ出しゆつさせた大胆な衣装が姿を現したのだから。

　ゲームでよく見かける「なんでそんなに肌はだを露出させてるの？」というような軽装備だ。

　しかし、だからこそ冒険者っぽかった。シーフとかに近い格好かもしれない。胸と腰、小手とスネに銀色のプロテクターをつけ、その下に布地の少ない服を着用している。そのせいで荒あらぶる胸むな元もとに視線が吸い寄せられる。たゆんたゆんのばいんばいんだ。

「あ、あの……ナイトさん」

　俺の視線を受けて、リズが恥はずかしそうに身を縮める。

「そんな『公然と露出プレイが出来ていいなぁ、俺もしたいなぁ』みたいな目で見ないでください……わたしのはそういう意図のファッションではないので」

「そんな目で見てねぇよ！」

「動きやすさ重視の装備なんです。ナイトさんが好むような恥ち部ぶを見せ付けて快楽を得るような意味合いは含ふくまれていないんです！」

「誰だれが恥部を見せ付けて快楽を得とるか!?」

「……ナイト。あなた、そこまで…………」

「ねぇ、耳に効く薬ってないの!?　一回自分で使ってみたら!?」

　しかし、冗じよう談だんを抜きにして、軽装になったリズはなかなか様になっていた。

　リズの家は代々冒険者を生業なりわいとしてきた一族で、曾そう祖そ父ふの頃ころに冒険で手に入れた貴重なアイテムを販はん売ばいする商店を開いたらしい。現在その商店は勢力を伸のばし、王国有数の大商会へと成長したのだそうだ。つまり、リズは物凄いお嬢じよう様さまなのだ……なんて残念な。

「そうと決まれば、早さつ速そく出発するわよ」

　振ふり返ると、フィオナが大きな鞄かばんを背負っていた。

「あれ、お前も行くのか？」

　リズはともかく、フィオナに冒険なんて出来るのか？　こんな細い体で。

「私が行かなきゃ魔草を見分けられないでしょう」

　ツンとそっぽを向き、澄すました顔で言う。

「ご心配無用です、フィー様。わたしも商人の娘むすめ。魔草の鑑かん定ていくらいなら出来……」

「黙だまりなさい」

「黙ります！」

　殺意すら感じる鋭するどい視線を浴びせられ、リズは頰ほおを染め身み悶もだえている。……重じゆう症しようだな。

「それに、ナイトの状態を見て薬を処方しなければいけないからね」

　確かに、不足の事態が起こらないとも限らないし、フィオナがいてくれれば安心だ。

「そんなわけで……」

　フィオナの笑顔がこちらへ向けられる。

「片道二日、往復で四日。エンバリー商会貸し切りの船での航海。……悪いけど、船上のボインボイン祭りは断念してもらうからね？」

　それなのか、お前が行く理由は。っていうか、そんな祭りの開かい催さい予定はなかったよ。

「お祭りといえば」と、リズが手を打ち、嬉うれしそうにフィオナの腕うでを取る。

「今年の女め神がみ祭さいは是ぜ非ひご一いつ緒しよいたしましょうね、フィー様！」

「断固拒きよ否ひさせてもらうわ」

　取られた腕を振り解き、フィオナは表情すら変えずに切り捨てる。

「どうしてですか!?」

「私、お祭りって嫌きらいなのよ。ボインボイン祭りとかは特にね」

　冷たい視線が俺を射い貫ぬく。……だからねぇよ、そんな卑ひ猥わいな祭り。

「でもフィー様。女神様に気に入ってもらえると、どんな願い事も叶かなうんですよ」

「なんだそれ？」

　俺が問うと、リズではなくフィオナが答えてくれた。

「太陽の女神アデールは、人間の姿に扮ふんして毎年祭りに参加しているのよ。そこで気に入った人間を一人選び、どんな願いもひとつだけ叶えてくれる……という迷めい信しんよ」

　なんとなくありそうな話だ。そういう言い伝えや伝説はどこにでもある。

「もしフィオナが選ばれたら、どんな願いを叶えてもらうんだ？」

「考える必要がないわ。私は、他人に頼たよって自分の願いを叶えるつもりはないもの」

　フィオナらしい返答だと思った。

　それに続いて、今度はリズが俺に質問を投げてくる。

「もしナイトさんが選ばれたら、どんな言葉で罵ののしってもらいたいですか？」

「なんで罵ってもらうの限定なんだよ!?」

「……ナイト、あなた」

「もういいわ、このパターン！　ほら、行くぞ、炎の島！」

　強ごう引いんに切り上げ、俺はこの世界に来て初めて、町へと赴おもむいたのだった。







　研究所を出て舗ほ装そうもされていない砂じや利り道を歩く。すると、目の前に大きな市し壁へきが現れる。

「なぁ、薬やく剤ざい師し協会って市民権ないのか？」

「失礼ね。市民権もあるし、正式に保護もされているわよ」

「じゃあなんで市壁の外にあるんだよ？」

　見み渡わたす限かぎり、辺りに民家は無い。市壁の外には、薬剤師協会しか存在しないのだ。

「危険な魔草を市内で栽さい培ばいするわけにはいかないでしょう？」

「危険なのかよ……」

「ウチから逃にげ出した魔草がちょっとした騒そう動どうを起こしたこともあったからね」

「よく市民権剝はく奪だつされなかったな、それで……」

　そんな話をしていると、大きな門の前に出た。市門だ。外部の人間はここで通行料を納めて市内へと入るのだそうだ。

　大きな門の前には荷物を載のせた馬車が行列を作っている。物品の輸出入にも税が課せられるのだろう。門の隣となりに兵隊がいて、そこで支し払はらいが行われていた。詰つめ所みたいなものもある。高速道路みたいなノリかな？

「ラダインブルグは港町ですから、交易が盛んで賑にぎやかな町なんですよ」

　リズの説明に耳を傾かたむけていると、門の方から一人の兵士がこちらへ駆かけてきた。

「これは、エンバリー様」

　リズの顔を確かく認にんし、槍やりを片手に敬礼をしてみせる。

「ご苦労様です」

　それにリズは片手を挙げて応える。……なんか、偉えらい人みたいだ。

「さぁ、どうぞこちらへ。お連れ様方も、どうぞお通りください」

　近衛このえ兵へいに連れられ、行列の隣を通り抜ぬけていく。順番を飛ばして先に通してくれるらしい。特別待たい遇ぐうだ。金持ちの権力を見た気がした。

「お前って、凄すごいんだな」

「いいえ。祖父と父の人望が厚いだけで、わたしは別に」

　俺の感想にリズは恥ずかしそうな表情を見せる。それが、どこか寂さびしそうに見えた。

「もしかして、特別扱あつかいされるのとか嫌いなのか？」

「え……」

　目を丸くして、しばらく俺の顔を見つめる。そして、また寂しそうに笑う。

「そうですね。出来れば、仲良くしていただきたいです。普通に」

　お嬢様というのは、やはりどこの世界でも似たような苦労をするものなのだろうな。

　だったら、俺は俺らしく付き合ってやろうじゃないか。

「任せとけ。なんたって俺は、『普通』のスペシャリストだからな」

　俺の言葉を、ゆっくり三秒くらいかけて吞のみ込み、リズがくすっと吹ふき出す。

「はい。お任せします」

　なんとなく、初めてこいつの本当の笑顔を見たような気がした。







　町の中は想像以上に綺き麗れいだった。

　白い壁かべの建物が大通りに沿って立ち並ぶ様は壮そう観かんで、レンガを敷しき詰められた道も非常に安定していて歩きやすい。テーマパークみたいだ。

「でけぇ……」

　思わず漏れた感嘆の言葉に、フィオナがくすりと笑う。

　町へ入ると、リズは「船の手配をしてきます」とどこかへ行ってしまった。

　そんなわけで、俺はフィオナと二人で町をぶらついて時間を潰つぶしている最中だ。

　港町ラダインブルグでは、船からの積荷を馬車で引くために、大きな通りが町の縦横に延びている。馬車が四台並んで通れるほどの広さがあるメインストリートと、それより少し狭せまい大通り。それと交差する縦横に延びる細い路地が町中に走っている。

　威い勢せいのいい客引きの声や、遠くから響ひびいてくる金属を打ち付ける音。そして、風に乗って漂ただよってくる潮の香かおりが、ここが日本とは違ちがう遠い国であることを俺に教えてくれる。

「賑やかだな」

「太陽の女神アデールを讃たたえる年に一度のお祭りが近いのだもの。当然でしょうね」

　祭り嫌ぎらいを明言していたフィオナだが、この喧けん騒そうはさほど嫌いやではないようだった。

　この世界の住人のほとんどが信しん仰こうしているという太陽の女神アデール。アデール教会は各町に必ずひとつはあると言われるほど普ふ及きゆうしているらしい。

「アデール教会は気楽でいいわよ」

　歩きながら、そんな説明をするフィオナの顔は、どこか楽しそうだった。

「教会の説いている女神の教えが、『生きてるだけで超ちようハッピー。楽しまなきゃ人生損だよねー！』というものなの」

「なんだ、その飲み屋のオッサンみたいな発想!?」

「人気が出るのも当然よ。神様が楽しんでいるんだもの。じゃあこっちも、ってね」

　道路の隅すみで、店先で、祭りの準備に奔ほん走そうする人々を見ながら小さな笑いを零こぼす。

　穏おだやかな世界だなと、心底そう思った。町を行き交かう人々の誰もが笑え顔がおで、いい国であることは間ま違ちがいない。

「フィー様ぁ～！」

　遠くからリズが手を振り駆けてくる。

「船の手配が出来ました。港へご案内いたします」

　リズに続いて、メインストリートを東へ向かう。と、巨きよ大だいな港が見えてきた。

　大型の船せん舶ぱくが何艘そうも出入りしており、物もの凄すごい賑わいだ。

　軽トラックくらいの大きさの木箱を、ゾウみたいなサイズの動物が引いている。アレはこっちの世界の動物なんだろうか。

　そこら中に海の男然とした屈くつ強きような男たちがいて、威勢のいい声が飛び交っている。

　港町ラダインブルグ。交易の盛んな町の拠きよ点てんとも言える場所。活気があって当然だ。

「あちらが、今回ご用意した船です」

　そう言ってリズが指した先には、七つの海でも渡わたれそうな立派な帆はん船せんが泊とまっていた。

「デカイな……」

「フィー様をお連れするのに貧相な船など使用出来ませんもの」

　リズの徹てつ底ていした献けん身しんっぷりに、ある意味感心してしまう。

　その時だった。何かを知らせるような大きな笛の音が港中に鳴り響いた。

　その音を聞いた者たちは作業を止め、一艘の船を注視する。

　大きく頑がん丈じようそうな船から、鎧よろいに身を包んだ兵士たちと、それに続いて屈強な荒あらくれ者然とした男たちがゾロゾロと降りてくる。男たちは全員縄なわで腕を縛しばられていた。

「海かい賊ぞくよ。港町の宿命でしょうね。ここを狙ねらう海賊が後を絶たないのよ」

　これだけ大きな港町に出入りする船には漏もれなくお宝が乗っているわけで、それを強ごう奪だつしようという輩やからが多いわけか。納なつ得とくだ。

　海賊を連行する兵士たちは、市門にいた兵士と同じ紋もん章しようの描えがかれた鎧を身に着けている。

「クルドーナ王国騎き士し団所属ラダインブルグ近衛兵団。この町を守る者たちよ」

　フィオナの説明を聞きながら、近衛兵の進行方向へと視線を向ける。そこには、ワンランク上の高そうな鎧に身を包んだ少女が立っていた。その後ろに控ひかえる者たちも、近衛兵団よりも高そうな鎧を纏まとっている。あっちが騎士団か？

「中央に立っているのが、近衛兵団のボス。王国から派は遣けんされた女騎士のユリアン・グートハイルよ」

「あの女の子がボス!?」

　ユリアンという女騎士は、まだどこか幼さの残る顔をした少女だった。

「見た目に騙だまされてはダメよ。あの女は怪かい物ぶつなのだから」

　フィオナの口調はおどろおどろしく、思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう。……怪物って。

　その時、ヒュンッ、という風切り音を鳴らして一本の矢が海賊たちに向かって飛んでいった。「あっ」と言う暇ひまもなく、その矢は海賊を拘こう束そくする縄を貫つらぬき、海賊たちを拘束から解き放つ。次の瞬しゆん間かんには海賊たちが一いつ斉せいに暴れ出した。

「なんだ!?」

「この観衆の中に海賊の仲間がいたようね」

　自由を得た海賊たちは獣けもののように喉のどを鳴らし、近衛兵を次々と蹂じゆう躙りんしていく。どこに隠かくし持っていたのか、海賊たちは手斧ちようなやタルワールを握にぎり、目に付いた者から順に襲おそい掛かかる。まるで獣だ。いや、狡こう猾かつで乱暴な分、それよりも性た質ちが悪い。

「とにかく逃げるぞ！」

　一いつ瞬しゆんで阿あ鼻び叫きよう喚かんと化した惨さん状じようを目まの当たりにし、その場を離はなれようとフィオナたちに声をかける。だが、フィオナは落ち着いた素そ振ぶりで「大だい丈じよう夫ぶよ」と俺を制止する。

「すぐに片が付くから見てなさい」

　フィオナが顎あごで指した方向に目をやる。そこには、ただ一人冷静に敵を迎むかえ撃うつユリアンの姿があった。

　一斉に暴れ出し津つ波なみのように押し迫せまってくる海賊たちの群れを前に、ユリアンは静かに腰こしの剣けんを抜き、右みぎ腕うで一本でそれをなぎ払はらう。瞬間…………世界がぶった斬ぎられた。

　剣の先から可視化された空気の波が飛び出し、ほんの一瞬で全ての海賊たちを飲み込んで吹き飛ばす。多くの者が背後の海へと放り込まれ、大型帆船のメインマストの遥はるか上空を滑かつ空くうした海賊は一人や二人ではなかった。

　空気がうねりを上げながら突とつ風ぷうとなって吹き荒すさぶ。ドンッという衝しよう撃げきが、五十メートルほど離れた俺たちのところにまで到とう達たつした頃ころには、全すべてが終わっていた。

「…………強つえぇ」

　剣圧によって地面に亀き裂れつが走っている。異世界……ハンパねぇな。
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「フィー様。わたし、船の様子を見てきます。この騒さわぎで不測の事態が起こっていないか確認しないと。航海中、万が一のことがあってはいけませんからね」

　リズは胸の前で両手を握り、小さなガッツポーズを作る。徹底してるな、こいつは。

「本当にフィオナが大切なんだな」

　感心半分、呆あきれ半分で言うと、リズは俺に極ごく上じようの笑顔を見せた。

「ナイトさんも、大切な人ですよ」

　不意に食くらった無む垢くな笑みに、心臓が跳はねる。

　身長差があるせいで、常時上うわ目め遣づかいで見られている気分になる。そんな仕草を媚こびる風でもなく、純じゆん粋すいにしてみせるものだから、こっちは照れるばかりだ。

「わたし、誰だれかのお役に立てるのが凄く嬉うれしいんです」

　その言葉は本心からのものだ。そう思わざるを得ないような、無む邪じや気きな笑顔だった。

「それでは、一度失礼いたします。お二人はしばしここでお待ちください」

　ぺこりと頭を下げ、リズは駆けていった。

　港を見ると、海賊たちは全員捕とらえられたようで、落ち着きを取り戻もどしていた。

「さぁ、ナイト。私たちも船に乗り込みましょう」

「いや、待てよ。今リズが確認してんだから。ちょっと待ってようぜ」

「バカね。脳のう細さい胞ぼうが死んでいるか、最初からないんじゃないの？」

　酷ひどい言われようだ……

「いい、ナイト？　こんなところに留とどまっていると、とても面めん倒どうなことに……」

「フィオナ・モナステリオ！」

　フィオナの言葉を遮さえぎるように、遠くから威勢のいい声が飛んできた。それを聞いた瞬間、フィオナは顔をしかめ、「チッ」と明確な舌打ちをした。

　声のする方へ目をやると、先ほどの女騎士、ユリアンがこちらへ向かってきていた。

「貴様、こんな所で何をしている!?　またトラブルを起こすつもりか？」

　フィオナの前に立ちはだかったユリアンは、威い厳げんたっぷりにフィオナを見み据すえ、堂々と声を張る。若じやつ干かん堅かた苦くるしい言こと葉ば遣づかいだ。

　対してフィオナは、あからさまなため息を漏らし、俺へと顔を向ける。

「ナイト。この無礼な物言いの輩は、私とは縁えんもゆかりもない、共通項こうを探し出すことの方が困難なくらい繫つながりの薄うすい、強しいて言えば『町中で見かけたことがあるかな』程度の人なのだけれど、人付き合いのなんたるかを知らないボッチであることは確かだからくれぐれも注意しなさい」

　フィオナが、微み塵じんも崩くずれることのない笑顔で俺に言う。

「なっ!?　だ、誰がボッチだ!?　失敬な！　引きこもりの貴様に言われる筋合いはない」

　炎ほのおのように熱い瞳ひとみで、フィオナを睨にらむユリアン。一方のフィオナは、背筋を伸のばし澄すまし顔でユリアンを完全に無視している。

「おい、君！」

　フィオナに無視されて、ユリアンが俺へと矛ほこ先さきを向ける。

「君はフィオナ・モナステリオとどういう関係なのだ!?」

「いや、どうって言われても……」

　答えに窮きゆうする俺の腕うでに、フィオナの細い腕が自然な感じで絡からみ付いてきた。……え、なにこれ？

「さぁ、ナイト。もう行かないと。『お友達』みんなでお出かけなんて、楽しみよね」

『お友達』をやたらと強調したフィオナの言葉に、ユリアンの両目が見開かれた。

「お、おとも……だち、だと……？」

　ごくり、と……ユリアンの喉が鳴る。

「きっ、君！　君は、こ、ここ、こいつと、お、おとも、『お友達』なのか!?」

　慌あわてふためき、ユリアンが必死な形相で詰つめ寄ってくる。

「まぁ、お友達……かな？」

「なんだとぉー!?」

　なにをそんなに驚おどろいているのか……

「そうだ、ナイト。女め神がみ祭さいも『一いつ緒しよ』に回りましょう。武ぶ闘とう会も開かれるから見学しましょうよ、『一緒』に」

　今度は『一緒』を強調している。そして、その度たびにユリアンの体が小刻みに震ふるえる。なんだかよく分からないが、この二人の間には並々ならぬ闘とう争そう心が渦うず巻まいている。

「武闘会ってのはなんだ？」

「近衛このえ兵へいや騎士たちが互たがいの腕と技わざを競きそい合う武術の大会で、女神祭の目玉のひとつよ。だから是ぜ非ひ見に行きましょうね。二人で『一緒』に」

「いいや、来るな！　神聖な武闘場が穢けがれる！」

　のれんに腕うで押し状態のフィオナに業ごうを煮にやし、ユリアンは俺に食くって掛かってくる。

「君からも言ってやれ！　お前みたいな引きこもりが戦いの聖域に足を踏ふみ入れること自体罪深いことだと！　太陽の女神に対する冒ぼう瀆とくだと！」

「いや、そんなことはないだろう……」

「ある！　君は騙されているのだ、その歩くトラブルメーカーに！　そいつが一歩歩けば人々は悲鳴を上げ、二歩歩けば世界は汚お染せんされ、三歩歩けばお年寄りの顔にはシワが増えるのだ！」

　危険な化学物質でも撒まき散らしているとでもいうのか、フィオナが。

「そうだ、ナイト。面おも白しろい話を教えてあげる。とある女騎士の話なのだけど、その女騎士は幼少期に一人かくれんぼをして、誰にも見つけてもらえないまま三日間市門の陰かげに蹲うずくまっていたことがあるのよ。『誰にも気付かれないまま』」

　ユリアンを見ると、唇くちびるを嚙かんで地面を睨み付けていた。……事実なのかよ。

　なんというか……どっちも大人げないな。間に挟はさまれている俺が一番辛つらいのだが。

「一人かけっこ、一人背比べ、一人おしゃべり。どれもその女騎士が編み出した常人には真ま似ねの出来ない特技よ。この前耳に挟んだ情報だと、つい最近までしりとりが二人以上で出来ることを知らなかったらしいわ」

　ユリアンの顔が、俺たちのいない方へと向いていく。……事実なのかよ!?

　流石さすがにいたたまれなくなってきた。

「フィオナ。それくらいにしとけよ。あんま虐いじめるな」

「虐められてなどいないわ！　騎士がこんな女にいいように扱あつかわれてたまるか！」

　庇かばったつもりが牙きばを剝むかれた。おそらく、『フィオナの友人＝敵』なのだろう。

「悪かったよ。だからそんな怒おこるな。な？」

「う……、すまない。初対面の相手に失礼を働いてしまったな」

　ユリアンが慇いん懃ぎんに礼をし、その後長い息を吐はく。

「君に忠告しておいてやるが、付き合う相手は選んだ方がいい」

　と、フィオナを明確に睨み付けて言う。いや、言いたい気持ちも分かるが……

「そんな悪いヤツじゃないんだよ、こいつは」

「ふぇっ!?」

　突とつ如じよ奇き声せいを上げるフィオナに、ちょっとビクッとなってしまった。

「なんだよ、変な声出して」

「べ、別に……」

　顔を背そむけ、絡めた腕をギュッと圧あつ迫ぱくしてくる。……なんの抗こう議ぎだよこれ？

「まぁ、だから、決め付けで悪く言うのは勘かん弁べんしてやってくれないか？」

　この場を丸く収めよう。俺のそんな大人な対応に、ユリアンは反応を見せない。

　俺の話を聞いているのかいないのか、ジッと俯うつむき地面を睨んでいる。すると、次し第だいに肩かたが小刻みに震え出し、「ふふふ……」とくぐもった息が漏もれてくる。

「ふふふ…………はーっはっはっはっ！」

　かと思ったら、突とつ然ぜん顔を上げ盛大に笑い出した。胸を張って大おお威い張ばりだ。

「ボロを出したな、フィオナ・モナステリオ！」

　フィオナを指差し、ユリアンが高らかに言う。それはもう、勝ち誇ほこったような笑え顔がおで。そして、その指が今度は俺に向く。…………え、俺？

「そこの少年は貴様の友達ではない！」

「それは一体、どういうことかしら？」

「先ほどのやり取りで確信した！　貴様たちは友達ではない！　恋こい人びと同士だ！」

「「はぁっ!?」」

　俺とフィオナの声が重なる。

「恋人同士は友達とは違ちがう！　従って貴様に友達はいない！」

「ちょっ、あ、あなた、何を……ば、バカじゃないの!?」

「悔くやしければ反論してみるがいい！」

　勝利を確信したユリアンを前に、フィオナは目に見えて狼ろう狽ばいする。

「な、なな、なぜ私がこんなのと恋人同士にならなくてはいけないのよ!?」

「ちょっと待て、フィオナ。こんなのとはなんだ!?」

「こちらを見ないでくれるかしら、キノコ部屋の世帯主」

「キノコ部屋を作り上げたのはお前だろうが！」

　暴れ狂くるう心臓に落ち着けと言い聞かせる。……っていうか、俺とフィオナが恋人同士!?

「どうだ、ぐうの音も出まい。フィオナ・モナステリオ、貴様に友達などいないのだ！」

　なぜか勝ち誇っているユリアン。見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい。

「けれど、だからと言ってあなたに友達が出来るわけではないけどね」

　フィオナの言葉に、ユリアンの表情が固まる。

「ふ、ふん。あたしは忙いそがしいのだ。友達など必要ない」

　険しい顔で踵きびすを返し、ユリアンは俺たちのもとを離はなれていく。

「とても忙しいからなっ！」

　去り際ぎわ、もう一度振ふり返り念を押す。遠ざかっていく背中からは悔しさが滲にじみ出ているように見えた。……この勝負、ドローか。

「フィー様ぁ～！　ナイトさぁ～ん！　準備が整いましたぁ！」

　固まった空気を緩かん和わする、明朗な声に振り返る。リズが甲かん板ぱんの上から手を振っていた。

「……行くか」

「……そうね」

　妙みような倦けん怠たい感が体に残る。実に無益な争いだった。俺的にはとばっちりもいいとこだ。

「…………ナイト」

　船に乗り込む直前、フィオナが足を止めて俺を呼ぶ。背を向けたまま、こちらを向こうとはしない。次の言葉を待っていると……、フィオナの耳の先が赤く染まっていることに気が付いた。

「ないからね、絶対……」

　蚊かの鳴くような声で呟つぶやき、大きく息を吸い込んだ後で「勘かん違ちがいしないように」と、明めい瞭りような声で言われた。

「…………お、……おぅ」

　言葉に詰まり、最低限の音しか出てこなかった。……この背中のむず痒がゆさはなんだ？

　それから炎の島までの二日間は、なんとも気まずい船旅となってしまった。







　炎の島。……は、別に燃えてはいなかった。

「炎の魔力を帯マジアびた土テーラで埋うめ尽つくされた島ということよ」

　ちょっとがっかりしていた俺を見て、フィオナが説明をしてくれた。

　そんなわけで、上陸しても特に熱くもなく、若干土の色が赤いだけの普ふ通つうの島だった。なんというか、もっとこう……「ファイアー！」な島を想像していたんだけどな。

「さて、ケンテ・ペーレを探すわよ」

　下船したのは俺たち三人だけで、クルーたちには船に残ってもらった。船が襲おそわれでもしたら帰ることも出来なくなるからな。来る前に海かい賊ぞくを見たばっかりだし。

　船から離れ、島の中腹、深い森の中へと足を踏み入れる。

「ナイト。そろそろ薬を飲んでおきなさい」

「もうそんな時間かよ……」

　ゲンナリするも仕方がない。俺は受け取った薬を一気に飲み干す。…………不ま味ずい。

　大分慣れてきたおかげで動けなくなることはなくなったが……少しでも早くこの苦行から解放されたい。意地でもケンテ・ペーレを採取してやる！……あぁ、キノコ臭くさい。

　歩きながら、フィオナは手記を確かく認にんしている。そのページにはぎっしりと文字が書き込まれており、右上には手て描がきの挿さし絵えが入っていた。花の絵だ。

　生息場所や注意事じ項こうなんかと合わせて、調合に必要な魔ま草そうの情報が書かれているらしい。挿絵付きで書き残すとは、ガルシアというのはマメな人だったのだろうか。

「『ケンテ・ペーレは炎の魔力を帯マジアびた土テーラに生息し、その多くが洞どう窟くつの中に根を張る』と書いてあるわ」

　フィオナが読み上げる説明を聞きながら辺りを探さぐる。と、俺は茂しげみの向こうに岩いわ肌はだを見つけた。赤茶けた土が崖がけのように森の中に聳そびえ立っている。そこに、大きく口を開く洞窟があり、洞窟の地面を覆おおうように赤く背の低い植物が群生している。

「風通しのいい場所を好む魔草らしいから、割と大きめの洞窟に生えているはずよ」

「なぁ、フィオナ。アレがそうなんじゃないか？」

　俺の指差す先を見て、リズが「わぁ！」と声を上げる。

「ナイトさん凄すごいです！　もう見つけられたんですか？」

　リズが俺に拍はく手しゆをくれて、ちょっと調子に乗ってしまいそうになる。

「『ケンテ・ペーレは淡あわい朱しゆ色いろの葉をしていて、花は澄すんだ青色。燃える炎ほのおのような外観をしている』……間ま違ちがいなさそうね」

　フィオナが頷うなずき、俺は確信を得る。ケンテ・ペーレを発見した！

「フィオナ、その魔草は危険なものなのか？　人を襲ったり、毒を持っていたり」

「ちょっと待って。最後まで読んでみるわ」

　そう言って、ページの最後まで視線を走らせる。そして、口角を上げて「大だい丈じよう夫ぶそうね」と返答する。

「じゃあ、ちゃっちゃと採ってくるぜ！　第一発見者のこの俺がな！」

　二人を置いて、俺は走り出す。新大陸を発見したコロンブスの気分だ。

　俺は、今、輝かがやいている！

　俺は洞窟へと駆かけ込みケンテ・ペーレを真上から見下ろす。

　本当に燃えているような色をしている。心なしか、温かい気がする。風が吹ふくたびに葉と花びらがそよぐ。

　洞窟の奥から吹いてくる熱を帯びたベタつく風が若じやつ干かん不ふ愉ゆ快かいではあるものの、俺は足元に広がるケンテ・ペーレの絨じゆう毯たんに屈かがみこみ採取を開始する。摘つまんでみると、ボア素材のようなふわふわと柔やわらかい手て触ざわりだった。

「…………あら？」

　不意に漏れたフィオナの声に首だけをそちらへ向ける。こちらへ手伝いに来ようとしていたらしいリズも、駆け出す寸前の格好で動きを止めている。

「どうされました？」

「最後の行に変な文章が……『ただし、気』」

「ただしき？」

　ペラリと、ページをめくる音が聞こえてくる。

「……『を付けなければいけない。ケンテ・ペーレが生息する場所には、炎の魔力を帯マジアびた土テーラを好み巣を作る習性がある凶きよう暴ぼうなサラマンダーが高確率で生息しているからだ』」

　ジトリと、背中に嫌いやな汗あせが滲む。

「「…………」」

　外の二人が何も言わなくなった。

　ケンテ・ペーレを摘んだまんまの格好で固まる俺。

　そこへ、先ほどから吹き付けているベタつく温かい風……

　恐おそる恐る、風の吹いてくる方向へ視線を向けると…………闇やみの中なかでふたつの真っ赤な瞳ひとみが光っていた。

『ゴォァァァ─────ァァッ！』

「サラマンダァー!?」

　洞窟の奥、暗くら闇やみの中から真っ赤な鱗うろこに覆われた巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいがのそりと姿を現した。

　いや、もう爬虫類とかそんな耳に馴な染じんだ名前で呼んでいいレベルじゃない！　ドラゴンだ！　こいつは、完全無欠にドラゴンそのまんま！

　巨大な洞窟の天てん井じように頭が付いていることから、体高は三メートル、全長にして六メートルくらいはあるだろう。そんな巨大なドラゴンが俺の目の前にいる。恐ろしく尖とがった牙きばの隙すき間まからチロチロとオレンジの火が見え隠かくれしている。

　もし、これがゲームだとしたら。俺のコマンドウィンドウに表示されるのは『逃にげる』と『諦あきらめる』の二択たくだろう。
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『戦う』？　なに言ってんの？　正気？

「これは無理っ！」

　俺は全力で逃げ出す。その直後、サラマンダーの口から炎の渦うずが吐はき出された。

「どゎあぁぁぁぁぁぁあぁっ!?」

　爆ばく発はつが起こったのかと思った。叩たたき付けられる熱風に煽あおられて、俺の体が宙を舞まう。二転三転しながら洞窟の外へと吹き飛ばされる。

　地面に激げき突とつした際、目に入った地面一面のケンテ・ペーレは、夥おびただしい量の熱風を受けて、洗い立てのバスタオルのようにふわふわと柔らかく花びらを揺ゆらしていた。

「なんかムカつくな、その余よ裕ゆうな感じ！」

　洞窟から放ほうり出された俺を追って、サラマンダーも洞窟から出てくる。……デケェ。

　翼つばさを広げたサラマンダーは、同じ脊せき椎つい動物だとは思えないくらいに凶きよう悪あくなオーラを発していた。百ひやく獣じゆうの王も尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出すレベルだ。

「ナイト！」

　背後からフィオナの声が聞こえる。

　振り返ると、フィオナが茂みの中から顔を出し手招きをしている。

　尻しり餅もちをついた状態から体を捻ひねり、立ち上がりながら全速力で駆け出す。

　数秒後、俺のいた場所にサラマンダーの炎が降り注ぎ、地面が真っ黒に焦こがされた。

　転がるように茂みに飛び込む。と、腕うでを引き上げられ強制的に起立させられる。

「走るわよ！」

　返事をする暇ひまもなく、走り出すフィオナとリズの後に付き従う。

「お父様にも困ったものね」

　走りながらフィオナが首を振る。

「書くことが多かったんでしょうね。最後の方は細かい文字でクチュクチュッと書かれていたわ。それでも結局足りなくなって……まさかのページ跨またぎ」

　いや、たまにあるけど、そういうこと！

「お父様は、おっちょこちょいさんだったから」

　うふふ、と懐なつかしむような笑えみを漏もらすフィオナ。

「『うふふ』じゃねぇよ！　おっちょこちょいで死にかけたわ！」

　時折『ゴォアッ！』と吼ほえながら、サラマンダーが執しつ拗ように追いかけてくる。

　くそっ。このままじゃ、いつかスタミナが切れて追い付かれちまう！

　何かいい手はないかと、酸素の足りない頭で考える。その時──

「きゃぅっ！」

　俺とリズの間を走っていたフィオナが転てん倒とうした。

「フィオナ！」

　勢いがついていた体を軸じく足あしで急停止させる。

「フィー様！」

　俺よりもわずかに早くリズがフィオナのもとへ駆け寄り、肩かたを支えて助け起こす。

　重々しい足音が近付いてくる。あんなにデカイくせになんて速度とスタミナだ。

『ゴォァァ……』

　熱を帯びたサラマンダーの吐と息いきがここまで届いた。

　……こんな状じよう況きようで、俺が取るべき行動なんて…………アレしかないだろう。

「リズ、フィオナを負おぶって走れるか？」

「はい。体力と腕わん力りよくには自信があります」

　汗ひとつかいていないところを見ると、冒ぼう険けん者の血筋というのも伊だ達てではないようだ。

「じゃあ、フィオナを頼たのむぞ」

「……ナイト、何を……する、気なの……？」

　リズに背負われながら、フィオナが切れ切れの息で尋たずねてくる。不安そうな顔で。

「決まってんだろ」

　だから俺は、笑顔を作ってみせる。

「ここは俺に任せて、お前らは逃げろ！」

　おそらく、人生でこのセリフを最高の場面で口に出来る人間はそうそういないだろう。

「本気……なの？」

「あぁ」

　男には、やらなきゃいけない時があるんだ。親父おやじが言っていた。『傷付くことを恐れるな。守るべき人が無傷なら、それは勝利だ』と。……俺は、勝利する！

「フィオナ。何か力が増すような薬はないか？」

　ファンタジーのアイテムによくあるような、攻こう撃げき力アップとか素す早ばやさアップとかそういうヤツを俺は求める。ドーピングしてでもあいつを食い止めてやる。

「少しきつい薬だからあまり勧すすめたくはないのだけれど……」

　躊躇ためらいながらも、フィオナはひとつの小こ瓶びんを差し出してくる。

「心肺機能を飛ひ躍やく的に向上させ、一時的に限界以上の運動をこなせるようになるわ」

　まさにパワーアップアイテムだな。……その後の揺り返しが怖こわそうだが。

　小瓶を受け取り、気を抜ぬくと震ふるえそうになる口元を無む理り矢や理り引き上げ笑ってみせる。

「どこか安全な場所に隠れてろ。あいつを撒まいたら、俺も合流する」

「……分かったわ。くれぐれも気を付けるのよ、ナイト」

　フィオナが、珍めずらしく不安げな表情を見せる。

　まったく。そんな顔されちゃ……カッコ付けずにいられないじゃねぇか。

「前衛で仲間を守るのが騎き士しの役割だ。気にせず行け！」

「ナイト……」

　フィオナが、とても言い辛づらそうに口を開く。

「あなたは騎士じゃなくて治験者よ？」

「水差すようなこと言うなよな！」

　こういうのは気分の問題なのだ！　テンションで乗り切れる時もある。むしろ、そうでなければやってられない時の方が多いが。

「リズ、フィオナを頼む。守ってやってくれ」

「はい！　任せてください」

　俺に頼たよられて、リズは嬉うれしそうに頰ほおを染める。

　フィオナとリズ。それぞれに目配せをして、俺は大きく頷うなずく。

「じゃあ、行け！」

　ズゥゥ……ン。と、太く赤い足が俺の目の前の大地を踏ふみ締しめるのと、フィオナを負ぶったリズが走り出すのはほぼ同時だった。

　サラマンダーとの再会。

『ギュルルルルルッ』と、サラマンダーが腹の虫を嘶いななかせ、舌なめずりをする。

　……俺たちを喰くおうってのか？

　だが、そんなことはさせない。あいつらは俺が守る！

「ここから先は通さない！　フロントガードぶほぉうっ！」

　サラマンダーの尻尾が俺の腹部に直ちよく撃げきした。物もの凄すごく痛い！

　気合いだけではどうにもならないことがある。むしろそっちの方が多い。

　しかしだ！　まだ俺には切り札がある！

　むせる咳せきを整えた後、俺はフィオナにもらった小瓶を開けた。

「パワー・チャージ！」

　そして、その中身を一気に飲み干す。

　体の奥から、これまでに経験したことのないような感覚が湧わき上がってくる。俺のある感覚が敏びん感かんに反応し、研とぎ澄すまされていく。……これは。

「ナイトォー！」

　遠くから、フィオナの声が飛んでくる。

「今思い出したのだけど、その薬、少し残念な副作用があったのよ！」

　遠くから飛んでくる声に耳を疑う。副作用だと!?

「心肺機能が向上する代わりに、物凄く美お味いしそうな匂においが体から発生するの！」

　研ぎ澄まされる感覚──嗅きゆう覚かくが俺に告げる。

『今、俺の体、めっちゃいい匂いしてる！　食しよく欲よくそそるね！』と。

「って、ちょっと待て！」

「とりあえず、気を付けなさい！」

　そんな言葉を残し、フィオナは遠ざかっていった。

　気を付けろったって……

　俺のすぐそばで『ギョロロロロロロルゥーン！』と、けたたましい腹の虫が咆ほう哮こうする。

　サラマンダーの顔をこっそり窺うかがうと……『もう、辛しん抱ぼう堪たまりません！』みたいな目をしていた。……あ、俺、喰われる。

「んな重要なこと、忘れるなぁぁぁーっ！」

　地面を蹴けり、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。しかし、サラマンダーの速いこと速いこと！

　さっきよりも確実にスピードが上がっている。空腹とスパイシーで美う味まそうな香かおりのコンボは生き物に限界を超こえさせる。

　時には飛び、時には炎ほのおを吐き、サラマンダーはなんとか俺を捕ほ獲かくしようと試みる。

　それをギリギリのところで躱かわすこと数時間。遮しや断だんキノコの効果が切れてきたのか、西日が肌はだに当たってピリピリと痛み始める。いい匂いがする上、いい感じに焦げ目なんかついた日には、一口でペロリじゃねぇか！

　死しに物もの狂ぐるいで逃げ回った。死なないために死ぬ気で走った。

　さらに時間が過ぎ、西の空に太陽が姿を隠した頃ころ、ついに俺は力尽つきた。スタミナの限界だ。不死身じゃなかったら、たぶん心臓が破は裂れつしている。

　地面へ転倒した俺を、しかしサラマンダーはすぐに捕ほ食しよくはしなかった。

　苦労をさせられた最高のご馳ち走そうが今まさに手に入ろうという瞬しゆん間かん。ヤツの中ではどうやって喰ってやろうかというシミュレーションでも行われているのだろう。最高の味を、最高のシチュエーションで喰らう。知能が低そうな爬は虫ちゆう類るいにそんな思考を与あたえてしまうほどに、俺の体から立ち上るスパイスの香りは極ごく上じようのものなのだ。

「…………けっ。舐なめんなよ、バケモノ」

　手負いのエサごときには、反はん撃げきひとつも出来やしないと高をくくってやがるだろ？

　それが、お前の敗因だ。

　親父が言っていた。『人間は体への負ふ荷かを考えて本来の二十パーセント程度の力しか出せていない』と。つまり、体への負荷を考えなくても構わない不死身の俺なら、百パーセントの力が引き出せるってことだっ！

「……やってやるぜ、バケモノ」

　無意識のうちにかかっているそのリミッターを…………解き放つ！

「見せてやるぜ、人間様の…………本当の力ってヤツをなぁ！」

　ふらつく足を気合いで踏ん張り、全身のバネを総動員して……

「オラァァァァァァァァァァァアアッ！」

　渾こん身しんの右ストレートをサラマンダーの顔面に炸さく裂れつさせる！




　ペチッ。




　思ったより軽～い音がして、俺の右手に鈍にぶい痛みが走る。

「イッテェェェエ！」

　鉄板を思いっ切り殴なぐったみたいだった。痛いのは俺の手のみ。サラマンダーにはまるでダメージなし。なんなら、ちょっとキョトンとした顔をしている。

「くっそぉ！　リミッターの外し方なんて分かんねぇよ！」

　普ふ通つうに考えたら当たり前のことだ。……あぁ、バカなことをした。

『ゴァ！』

「うぉっ!?」

　右手を押さえて蹲うずくまる俺のわき腹を、サラマンダーの両手が摑つかむ。そして、大きな翼つばさが上下したかと思うと、巨きよ大だいな体が浮うかび始める。俺ごと。

「ちょ、ちょっと待て！」

『ゴァァァァァッ！』と、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げて、サラマンダーはエサ──つまり俺を連れて空へ飛び上がった。

「降ろせぇぇぇっ！」

　俺の悲鳴が尾おを引いて空を駆かける。幾いく度どか空を搔かいた翼が止まり、サラマンダーが地上へと降り立つ。そこは先ほどの洞どう窟くつ、こいつの巣だった。

　巣に持ち帰ってゆっくり堪たん能のうする気なのか!?

　ポカポカ腕うでを殴ってみるも、まるで動じない。俺の手が痛むばかりだ。

　くそっ！　こんなところで喰われちまうのか、俺は!?

『……ごぁ？』

　と、突とつ然ぜんサラマンダーが動きを止め……そのまま体を弛し緩かんさせて地面へと崩くずれ落ちた。

　なんだ？

　サラマンダーの腕から解放され、巨きよ体たいの下から這はい出ると、サラマンダーは眠ねむっていた。

「ちゃんと効いたみたいね」

　洞窟の奥から届いた声に顔を上げると、フィオナが立っていた。

「サラマンダーは捕獲したエサを巣に持ち帰る習性があるから、待ち伏ぶせていたのよ」

　言いながら、空になった注射器を弄もてあそぶ。

「行動が制限される巣穴の中でなければ、注射なんて出来ないものね」

「フィオナ…………」

　不覚にも、涙なみだが浮かぶ。安あん堵どが、涙るい腺せんを緩ゆるめる。そして、無意識のうちにその手を握にぎり締めていた。両手で、ガッチリと。

「ちょ、ちょっと、ナイト!?　あなた、何を泣いているの!?」

「喰われるかと……思っ…………ホント、ありがとう！」

「わ、分かった！　分かったから、鼻水を拭ふきなさい！……ホントにもう」

　呆あきれた顔をしながら、フィオナは俺の前に膝ひざを突き、柔やわらかいタオルで俺の鼻水を拭ぬぐってくれた。その顔が、数すう瞬しゆん後に綻ほころんで、「……ぷっ」と笑いを零こぼす。

「変な顔」

「顔と名前へのクレームは両親に言ってくれ」

　そう言った後で、二人して笑った。

「フィー様、ナイトさん。見てください！　ケンテ・ペーレがこんなに沢たく山さん採れまし…………申し訳ありませんでした。何も見ていないです」

　ケンテ・ペーレの花束を抱かかえたリズが洞窟の奥から現れて、Ｕターンして戻もどっていく。

「普ふ段だん妄もう想そうを垂れ流すくせに、なぜここで言葉を濁にごすんだ!?　いいから帰ってこい！」

　気の利きかせ方を間ま違ちがえているリズを捕つかまえて、俺たちは炎の島を後にした。
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　燦さん々さんと降り注ぐ太陽の光を全身に受け、俺は朝食の席に着く。もう、太陽の光を避ける必要も、あのゲル状の薬を飲む必要もない。フィオナの薬は見事に完成し、一日一度の注射だけで、俺は太陽の下へと出られるようになったのだ。

　ありがとう、フィオナ！　凄いぞ、薬剤師！　ブラボー、ケンテ・ペーレ！　そして！

「ビバ、ご飯！」

　立ち上るご飯の湯気を見つめながら歓喜の声を上げると、それとは対照的に、淡々とした声でフィオナが呟く。

「ラマブロートをこんな風に使うなんて、聞いたことないわ」

　ラマブロートという名の植物がリズの手によって薬やく剤ざい師し協会へ運ばれてきたのは十日前のことだった。その植物を見て、俺は歓喜した。それは正しく稲いねだったのだ。見た目も、香かおりも、おそらく味も！　まさか異世界で米に出会えるとは。

　薬の材料らしいが、フィオナの許可を得て俺はその稲の一部をもらい受けていた。

　炎ほのおの島探たん索さくの後、フィオナは自室にこもり何かを必死に研究しているようだった。

　そんなわけで、俺はその間米の精製に勤いそしんでいたのだ。

　普ふ通つうの日本男児であるところの俺は農家へと出向き、日本人の基本、米作りを教わった経験があるのだ。田んぼに関かかわる全工程の手伝いをした俺に抜ぬかりはない。

　持ち込まれた稲がいい具合に乾かん燥そうされた状態だったため、脱だつ穀こくから始める。普ふ段だん使っているコップの縁ふちを使い、茎くきから籾もみを削そぎ落とす。それをすり鉢ばちに入れ、擂すり粉こ木ぎで丁てい寧ねいに籾もみ殻がらを取り除いてやる。籾殻が取り除かれた米は玄げん米まいとなり、この状態でも食べられるが、やはりもう一手間拘こだわりたい。精米だ。

　精米には時間がかかる。玄米を瓶びんに入れ、上から棒で突つっ付く。突っ付き倒たおす。こうすることで玄米の表面から糠ぬかが取れ、次第に白く美しいお米へと変わっていくのだ。手間と時間をかければかけるほど、白く、美しく。俺はこの工程に三日という時間をかけた。美う味まい飯のためだ、妥だ協きようは出来ない。

　そして今日！　ついに、食卓に並んだのだ！　米が！　ご飯が！　炊たき立ての白米が！

　かまどでの炊すい飯はんだってお手の物だ。なんたって日本人の基本だからな！

「美味いっ！」

　会心の出来に思わず叫さけび、ガッツポーズを作る。ご飯、万歳！

　日本では考えられないことだが、この稲たちは自生しているらしい。異世界スゲェな。

　自生している稲で、このレベルの米とは……

「美味過ぎて、世界の神秘について考えさせられるよな」

　俺は、感動に打ち震ふるえていた。

「そうかしら？　私の料理と大差ないと思うのだけど？」

「おい、フィオナ。あまりふざけたこと言うと告こく訴そするぞ？」

　あんな使い古したタイヤみたいな味のもんと一いつ緒しよにするなと言いたい。

　フィオナの味覚は深刻なレベルでおかしい。何を作ってもうんともすんとも言わない。本当に味が分かってないんだろうか？　まぁ、「不ま味ずい」と言われないだけマシだが……

「おかわり」

　の、割にはよく食うんだよな。

「ナイトが気に入ったのなら食用として確保しておきましょう。リズ、頼たのめるかしら？」

「もちろんです、フィー様」

　炎の島から帰ってきて以降、リズは毎日研究所に顔を出すようになっていた。

「ナイトさんの作るご飯は、どれも美お味いしいです」

　どうやら、俺の料理を気に入ったようだ。ラダインブルグ一と誉ほまれ高い大商人の家の方が美味いものが出てきそうな気がするんだけどな。

「わたし、毎朝ナイトさんのご飯を食べたいです」

「ごふっ！」

「ナイトさん!?」

　リズが席を立ち、俺の背後まで来て背中をさすってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、あぁ……大丈夫だ」

　大丈夫じゃないとすれば、心の方だ。……心臓が、バクバクしている。

　朝ご飯を毎日食べたいって、男女が逆なら立派なプロポーズだ。

　思わず、「君が美味しいと言ったから、今日はお米記念日」とか言いそうになったよ。

「ナイト。顔がニヤけて酷ひどく気持ち悪いことになっているわよ」

「そ、そんなことねぇだろ!?」

　慌あわてて両りよう頰ほおを押さえる。……ニヤけてなんかない、はずだ。

「ナイトさん、まさか……背中に性感帯が……!?」

　この娘こはこれがなければ物凄く可愛かわいい娘なのに……

　コツコツとテーブルを指で叩たたき、フィオナが注目するように促うながす。

「ちょっといいかしら？」

　綺き麗れいにご飯を食べ終えた後、口元を拭ふいてから、フィオナが話し始める。

「とりあえず、これを見てちょうだい。この薬をこれから作ろうと思っているの」

　手記がテーブルに置かれ、俺はそれを覗のぞき込む。開かれたページには例によって様々な文字と数字が細かく書き込まれていた。

「この手記には魔草や調合に関することが大量に書き込まれているのだけど、むしろそれ以外書かれていないと言ってもいいくらいだわ。でも……、ここを見て」

　ゆっくりと、ある一点を指差す。そこには何か文字が書かれていた。俺には読めないので、視線でフィオナに問う。

「『フィオナ』と、書かれているのよ」

　意外な言葉だった。

「なんでお前の名前が？」

「分からないわ。けれど……もしかしたら、これはお父様からのメッセージなのではないかと思えるのよ」

　衆目のもとには晒さらせない、少し厄やつ介かいな調合の数々。その中でも、ただひとつ、これだけは娘むすめに伝えたかった。……そんな思いが込められているのだろうか。

　言われてみれば、書き殴なぐったような他ほかの文字とは違ちがい、その文字だけは丁寧に、心なしか優しさを感じるような筆ひつ致ちで書かれていた。

「なんだか、素す敵てきですね」

　リズがうっとりとした目で手記を見つめる。

「以前から気にはしていたのだけど……これまでこの薬に手を出せなかったのは、コレが手に入らなかったからなの」

　そう言って、手記に書かれた別の言葉を指差す。

「なんて書いてあるんだ？」

　フィオナの顔を見ると、その唇くちびるがクイッと持ち上がる。少しドキッとさせられる、蠱こ惑わく的な笑えみだった。

「『灼しやく熱ねつの花』。これのことよ」

　その言葉と共に机の上にごとりと置かれたのは、拳こぶし大の岩のようなものだった。

「これっ、……どこで手に入れられたんですか？」

　それを見て、驚おどろきの声を上げたのはリズだった。

「灼熱の花は非常に希少性の高い魔ま草そうで、ウチの店で方々手を尽つくしても入手出来なかったほど、世に出回っていないんですよ」

　リズが俺に向かって説明してくれる。そんなに貴重なものなのか。

「サラマンダーの巣に落ちていたのよ。あいつが拾ったものかもしれないわね」

「なんで見つけた時に言わなかったんだよ？」

　俺が問うと、フィオナがフッと息を吐はく。

「本物かどうか、判断が付くまでは話すべきではないと思ったのよ。糠ぬか喜よろこびをさせたくもないし…………もっとも、これはまだ開花する前の種だけれどね」

　本当にこれが植物の種なのかと疑いたくなるような硬かたさをしている。庭に埋うめても芽が出そうにはない。

「開花するのか、これ？」

「ある特定の条件下でならば、すぐにでもね」

　いや～な言い回しだ。不安を搔かき立てられる。

「とりあえず聞こうか、その開花の条件を」

「高温に晒すことよ。その名のとおり、灼熱の中で花を咲さかせるの」

「灼熱って、何度くらいだよ？」

「とりあえず、土が溶とけるくらいかしらね」

　土が溶けると聞いて真っ先に頭に浮うかんだのは、火山口から吹ふき上げられる溶よう岩がんだった。ざっくり考えて数千度だ。

「そんな熱、どうやって起こすんだよ？」

「当てならあるから心配は無用よ」

　そうは言うが皆かい目もく見当がつかない。炎の魔鉱石だって、精々数百度にしかならない。お湯を沸わかすのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　まさか、「ちょっと火山にでも登って溶岩に浸つけてきて」とか言い出すんじゃないだろうな？……そうじゃないことを祈いのろう。

「私は、この薬こそが『奇き跡せきの調合』なのではないかと踏ふんでいるの」

　自信に満みち溢あふれた顔でフィオナが言う。

「けど、名前が書いてあっただけじゃあ……確かに、何か意味がありそうだけどさ」

　薬を使う側としては、もう少し根こん拠きよが欲しいところだ。

　フィオナに回答を求める。と、意外なところから賛同の声が上がる。

「わたしも、これが特別な薬だと思いますよ」

　リズだ。手記をジッと読み込み、確信したように瞳ひとみを輝かがやかせている。

「灼熱の花は、女め神がみ様の伝説に登場するお花なんです。特別な薬に相応ふさわしい材料です」

「女神の伝説って？」

　俺が聞くと、リズは屈くつ託たくのない笑みを浮かべて胸の前で両手を組む。

「先ほども申し上げたとおり、灼熱の花は非常に希少性が高く、また過か酷こくな環かん境きようにしか咲きません。そこで、女神様に恋こいをした人間の若者がその灼熱の花で花束を作り、女神様に贈おくることで自分の勇気を示したとされています」

　なんとなく、どこにでもありそうな神話だ。英えい雄ゆう譚たんというヤツか。

「その際、女神様は『花で腹が膨ふくれるか、食い物を持ってこい』と、若者を手て酷ひどく振ふってしまうのですが……」

「振るのかよ!?」

「あまりの手酷い振り方に、一部都市ではその神話は語ってはいけないという法律も」

「緘かん口こう令れい!?」

「もっとも、わたしはその手酷い振り方をする場面こそが大好きで、何度も何度も書物を読み返しました」

「なるほど、その若者に自分を投とう影えいして読んでるわけか？」

「べ、別に深い意味はありませんよ!?　物語の主人公に感情移入するのは、と、当然のこここ、ことじゃないですか!?」

　盛大につっかえながらの否定は一いつ切さいの説得力を含ふくまない。

「とにかく、とても縁えん起ぎのいい花なんです」

　どこがどうなって縁起がいいなんて言われているのだろうか、その花は？

「それで、これからの予定なのだけれど」

　再び机をコツコツと鳴らし、フィオナが視線を集める。

「灼熱の花はひとまず置いておくとして、先にこれを探しに行くわ」

　先ほどの『灼熱の花』と書かれているらしい文字の下にある単語が指し示される。

「『エルフの涙なみだ』をね」

　エルフの涙？

「……って名前の魔草か？」

「いいえ。そのものずばり、エルフの涙よ」

　エルフが存在することに驚いた。異世界とはいえ見かけるのは人間ばかりだったから、エルフとか獣じゆう人じんとか、ファンタジー色の強い種族はいないものだと思っていた。

「エルフって、文明を嫌きらって森に住んでるんだよな？」

「どうして森に住むのよ？　町に行けばいるわよ、エルフ」

「町に住んでんのか!?」

「当然でしょう？　便利だもの」

「……異種族間の軋あつ轢れきとかないのかよ？」

「あるにはあるわね。エルフとドワーフは仲が悪いもの」

　やっぱり、そこはそうなんだな。なんとなく納なつ得とくしてしまう。

「魔草以外でも薬に使うことがあるんだな」

「割とよく使うわよ。動物の骨とか、土とか、イモリの丸焼きとか」

　言われてみれば、漢方でもそういうものがある。まぁ、涙ってのは聞いたことがないが。

「これにもなんか意味があるのか？」

　と、興味本位で俺が尋たずねると、フィオナに代わってまたしてもリズが答えてくれる。

「エルフの涙には『持つ者を幸福にする』という言い伝えがあります」

　今度は言い伝えか。エルフという種族が特別な存在だと認にん識しきされているのなら、そういう話があっても不思議ではない。

「もっとも」と、リズが恥はずかしそうに頰を染め、両手で顔を隠かくして言葉を続ける。

「ナイトさんの場合は涙よりも、もっと……べ、別の場所から分ぶん泌ぴつされた液体の方が幸せになれるのでしょうが……きゃっ！」

「勝手に俺の趣しゆ味み嗜し好こうを決め付けるな」

「ナイトはとんだ汁しるマニアね」

「変なイメージ付けないでくれるかな!?」

　話が長引けば、俺ばかりがダメージを受けることになる。さっさと本題へ戻もどろう。

「それで、どうやって手に入れるんだよ？」

　ここへ連れてきて泣かせるわけにもいかないだろうし。

「幸福を呼ぶお守りとして、ウチのお店でも取り扱あつかってはいますが……」

「それではダメよ」

　手っ取り早い解決案を、フィオナはきっぱりと否定する。

「出回っているエルフの涙は偽にせ物ものが多い上に、仮に本物でも純度が低いの。カビや微び生せい物ぶつの発生を防ぐために混ぜ物がされているのよ」

　確かに、お守りだという物の中にカビが浮かんでいては売れないだろうしな。

「純度と鮮せん度どはとても重要なの。エルフの目から直接採取した搾しぼりたてが望ましいわね」

　拳を握にぎり力説するフィオナ。……搾りたてって言うな。

「今回、エルフの涙はこれで採取するわ」

　手て渡わたされたのは葉は書がき大の布だった。

「ピスティスという魔草の繊せん維いで編んだ布よ。吸水性が優すぐれている上に、液体内に含まれる成分を壊こわさない優れ物なの。おまけに鮮度も長期間保てるわ」

　いろんな物があるんだな。俺はその布をまじまじと観察する。少し目が粗あらいが、柔やわらかくて肌はだ触ざわりは悪くない。コットンのような感かん触しよくだ。

「こういうのって、どこかに売ってるのか？」

「それらはウチでご用意させてもらっています」

　リズが誇ほこらしげに言う。

「リズの店では、『あったらいいな』を実現してくれるから非常に便利よ」

　フィオナに褒ほめられ、リズの顔が一層ふやけていく。

　他ほかならぬフィー様のためならば、リズならどんなことでもやってのけるのだろう。

　それにしても凄すごい技術だ。まるで魔ま法ほうだな。見た目と効果は地味だけれども。

「とにかく、エルフの涙を入手するわよ。明日あしたは女神祭だからエルフも見つかるでしょ」

　約一ヶ月をかけて行われるという祭りの準備もいよいよ佳か境きように差し掛かかり、本番を目前にラダインブルグの町は俄が然ぜん盛り上がりを見せていた。

　祭りの喧けん騒そうに誘さそわれて、エルフが物見遊ゆ山さんに訪おとずれているかもしれない。町に住むエルフでも、観光に来たエルフでもいい。そういう意味では、今は絶好のタイミングだと言える。

「お任せください、フィー様！」

　突とつ然ぜんリズが立ち上がり、胸をドンと叩たたいて宣言する。

「わたしが町中を駆かけ回って、フィー様のためにエルフの涙を、ナイトさんのために種族の域を超こえた美少女たちのいろんな汁を採取してまいります！」

「いや、エルフの涙だけでいいから！」

　種族の域を超えちゃ意味ないし、なにより「汁」って言うな！

「あくまで涙に固こ執しゆうする……それがフェティシズムですか!?」

「違ちがう！」

「けれど、ナイトさんならきっと、どんな場所のどんな汁でも享きよう受じゆすることが出来るはずです！　わたしはナイトさんを信じています！」

「そんな信用はいらん！」

「他人の理解など関係なく、己おのれとの戦いなんですよね、分かります！」

「分かってない！」

「同じ汁にまみれた者同士、わたしはナイトさんの味方です！」

　これほどまで敵性要素を持った人物も珍めずらしいというくらい、俺の話を聞いてくれない。

「自分がこう、穢けがされていく感じが『……嫌なはずなのに、けど、どうして……こんな感情知らない……こんなの自分じゃない……』的な背徳感を生んでゾクゾクするんですよね」

　と、非常にゾクゾクしながら妄もう想そうに浸ひたるリズ。

「それはお前の妄想だろう」

「ち、ちが、違います！　これは、あくまでナイトさんの思考をトレースした結果であって、わ、わたしはそんな、はしたないこと……か、考えたこともありません！」

　顔を真っ赤に染め、リズが研究所を飛び出していく。

　照れるなら言わなければいいのに……

「ナイトさんのエッチー！」

　研究所の外から、謂いわれのない非難が飛んできた。走りながら叫さけんでいるせいか、声がどんどん遠ざかっていく。

「ナイトさんの汁マニアー！」

「外で妙みような噂うわさを広めるんじゃない！」

　慌あわててドアを開けるも、リズの背中はもう見えなくなっていた。……どこまで広がってしまうんだ、あの悪評は。

「朝から欲よく望ぼう全開のところ悪いのだけど」

「全開じゃねぇよ！」

　背後からの謂れのない非難にはきっちりと抗こう議ぎしておく。

「そろそろ私たちも出かけるわよ」

　フィオナが白衣の襟えりを正し、こちらへ歩いてくる。

「エルフがいるとはいっても数は少ないもの。まずは情報収集をしましょう」

「そうだな」

　気さくなエルフでもいてくれればいいんだけどな。客商売してるとか。

　俺はピスティスの布を懐ふところにしまい、フィオナと共に町へと向かった。







　いい匂においが広場に漂ただよっている。

「あまりキョロキョロしないでよ。祭りの前で警備が厳しくなっているのだから、あなたみたいな不ふ審しん者顔、すぐに捕つかまってしまうわよ？」

「誰が不審者顔だ!?」

　と、そんな会話も楽しく感じてしまうほど、町は賑にぎわっていた。

　市門から町の中央に真っ直すぐ伸のびるメインストリートには華はなやかな飾かざりが施ほどこされ、気の早い屋台がもう商売を始めている。そこかしこから漂う食しよく欲よくをそそるいい香かおり……しかし、そのどれもがあるひとつの香りの引き立て役でしかなかった。

　メインストリートの突つき当たりには、太陽の女め神がみアデールを祀まつる荘そう厳ごんな大聖堂が広場を見下ろすように建っている。

　その大聖堂の敷しき地ち内から漂ってくる香りは得も言われず、立ち止まって中を覗のぞかずにはいられないほどのものだった。実際、何人もの人が大聖堂の門から中を覗き込んでいた。

　俺たちも群集に倣ならって中を覗き込む。そこではシスターたちが慌あわただしくもどこか神聖な雰ふん囲い気きで料理をしていた。大人が二人掛かりでないと運べないような巨きよ大だいな鍋なべが庭の中央に鎮ちん座ざしている。そこから、至高の香りが漂ってきていた。

　なぜ人々が中へ入らないのか。それは、門に掲かかげられている但ただし書きが理由だろう。

『敷地内への無断進入は【賊ぞく】とみなします』

　そう書かれていると、フィオナに教えてもらった。……賊って。

「あれは、明日の祭りで女神に捧ささげられる祝福の料理なのよ」

　コレだけのいい匂いを嗅かいでいるにも拘かかわらず、まるで興味がなさそうな顔と声でフィオナが言う。

「だから、つまみ食いをしに来る賊には厳重な警けい戒かいがされているの」

「つまみ食いを賊扱あつかいかよ……」

「あら、いるのよ？　祝福の料理をつまみ食いすることに命を懸かけている賊が」

　どこのお子様集団だ、それは。

「待ってりゃ振ふる舞まってくれんじゃないのか？」

「女神が食べる祝福の料理はこの世の至高の一品よ？　それを女神より先に食べるなんて、自分が神を超えたのと同義だと思わない？」

　同義じゃないだろ。たかが飯の順番くらいで……

「コラー！　そこの群集ども！　足が半歩敷地に入っているのダ！　下がるのダ！」

　一ひと際きわ大きな声に、俺とフィオナは揃って視線を向ける。

　キンキンと声を上げていたのは、見た目にも可愛かわいらしい幼い少女だった。絹のように輝かがやくブロンドと青く澄すんだ瞳ひとみの持ち主で、そしてなにより特とく徴ちよう的なのがその耳──

「いたわ。あれがドーラ・ホイストのようね」

　少女の耳は先せん端たんが鋭するどく尖とがっていた。

　先ほど市門を通る際、いい人そうな年配の近衛このえ兵へいに話を聞いたのだ。すると、「ハーフエルフでよければ教会で鍋なべ守もりをしているはずだぞ」という有力な情報をゲット出来た。なんかＲＰＧっぽい。

　そんなわけでやってきた大聖堂。そこの庭に鎮座する鍋。その鍋を守るように鋭い視線を振ふり撒まいている小こ柄がらな少女。あれが鍋守で間ま違ちがいないだろう。

「祝福の料理を死守する役割、それが鍋守よ」と、フィオナが説明をしてくれるが……

「じゃあ、中で作りゃいいじゃん」

「バカね。そんなことをしたら大聖堂の中が蒸むし風ぶ呂ろになってしまうわ」

　祝福の料理は、厳選された材料に神の祝福を与あたえ、三日三晩かけてじっくりコトコトと煮に込こまれるらしい。そうすることで、穢れなく透すき通った黄こ金がね色に輝くのだそうな。

　……要するに、コンソメスープだと思うんだが。

「さぁ、早く行くわよ」

　群集の壁かべを搔かき分けるように、フィオナが一歩を踏ふみ出す。

「待て待て。入るなって書いてあるんだろう？」

「あのねぇ」と、フィオナが呆あきれたように顔をしかめる。

「私たちは料理ではなく、あの鍋守に用があるのよ？　つまみ食いなんかするわけないじゃない。話せば分かってくれるわよ」

　果たしてそうだろうか？

「だいたい、祝福の料理なんて、私の作る十六種の魔ま草そうスープと大差ないわ」

　それをマジで言っているのだとしたら、それはたぶん、お前の味覚がおかしいんだよ。

「とにかく。理由を話して、あの小さいエルフを盛大に泣かせてやりましょう。取って置きの怪かい談だんでも聞かせてやればギャンギャン泣き喚わめくんじゃないかしら」

　その説明で協力してくれるとはとても思えない。どこまで本気なんだか。

「いいから、早く行くわよ」

　強ごう引いんに腕うでを引かれ、俺はつんのめるような形で教会の敷地へ踏み込んでしまった。

「コラァー！　そこの死んだ爬は虫ちゆう類るいみたいな目をした男ー！」
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　……それは、俺のことか？

「的確な表現ね」

　フィオナが隣となりで感心している。いや、うるせぇよ。

　猛もうダッシュで接近してきた小さなエルフ、鍋守のドーラ。

「賊の侵しん入にゆうは許さないのダ！」

　こちらへ向かって突とつ進しんしてきたドーラは俺の前で地面を蹴けり、その勢いのまま俺に飛び掛かってきた。そうして、両りよう腕うでを伸ばし、俺の胸へと飛び込んで…………

「すんっ！　すんすんっ！　くんかくんかっ！」

　思いっ切り匂いを嗅いできた。

　何、この子ー!?

「いい匂いがするのダ！　なんかとっても美お味いしそうな賊なのダ！」

　俺の体にしがみ付き、胸、首筋、耳の裏、よじ登って背中と、くんくんはふはふと匂いを嗅ぎ倒たおす。懐なつき過ぎている犬のようだ。つか、俺まだいい匂においしてんのかよ!?

「……ナイト。ついに幼女にまで手を出すとは……」

「待てフィオナ！　俺は何もしてないだろ!?」

　ここにいる大人数の群衆が証言者だ！　と、辺りを見み渡わたすと……「幼女に抱だき付かれてくんかくんか……許すまじ」「うわ、あの男の人サイテー」「くっそぉ、俺と代われよ！」「見ちゃダメよ、目と心が穢れてしまうわ」という、主によろしくない感情渦うず巻まく視線を向けられていた。

　この町の人たちは何かがおかしい!?

「お前も、いい加減離はなれろ！　ちゃんと話を聞いてくれ！」

「ペロペロしたい！　ペロペロしたいのダ！」

「だぁっ！　ホントに犬か、お前は!?」

　俺はしがみ付く発情犬のごときドーラを引き剝はがし、真正面へと降ろす。懲こりずに突進してくるその額に手を当て、腕をピンと伸ばす。短い手足をバタバタさせて、ドーラはその場で足あし踏ぶみをしている。あぁ、煩わずらわしい。

「ドーラみたいな美少女のペロペロはむしろご褒ほう美びなのダ！　甘んじて受けるのダ！」

　ちょっと、なにこの子!?　物もの凄すごくウザい！

「ちょっとどきなさい」と、膠こう着ちやく状じよう態たいの俺たちの間にフィオナが割って入る。手に持った試験管のコルクを抜ぬき、それをドーラの鼻先へと近付ける。

「つぉん!?」

　瞬しゆん間かん、ドーラが言葉にならない音を漏もらして大きく仰のけ反った。

「なんなんだ、それ？」

　俺が興味を示すと、フィオナは無言でその試験管を差し出してきた。

「むぉうっ！」

　そして、俺もドーラと同じような格好で大きく仰け反る。

　試験管の中には、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうを放つ液体が入っていた。ミントとアンモニアを混ぜたような……鼻の粘ねん膜まくを突き破るような破は壊かい力を持った匂いだった。

「混乱した人を正常な状態に戻もどす気付け薬よ」

「そ、そういうことは……先に……言え…………」

　そうしたら不用意に匂いを嗅いだりはしなかったのに。

「く、クサイのダ！　いや、もう、痛いのダ！」

　もんどり打つドーラを、冷ややかな目で見下ろすフィオナ。

「……惜おしい、泣いてはいないようね」

　あわよくばという期待は裏切られたようだ。

　鼻を押さえながら、ドーラがよろよろと立ち上がる。と、全力で叫さけび声を上げた。

「ぞ、賊なのダー！　非常に攻こう撃げき的なロリコンの賊が出たのダー！」

「ちょっと待て、ロリコンは濡ぬれ衣ぎぬだろ!?」

　俺も全力で叫び返す。しかし、俺の意見は黙もく殺さつされた。

　鍋守の権限なのか、ドーラの一声で無数の兵士が大聖堂から姿を現した。

「待て待て待て、いいから話を……」

「そんな状じよう況きようじゃないでしょ。逃にげるわよ」

　俺の襟えり首くびを引っ張り、フィオナが走り出す。

「まったく。あなたがロリコンで幼女に変なことするから」

「俺はロリコンじゃないし、変なことしたのはお前だろうが！」

　群集の垣かき根ねを潜くぐり抜け、俺たちは広場へと戻る。

「フィー様ぁー！」

　聞き覚えのある声に振り返ると、フードを目ま深ぶかに被かぶり、マスクで顔を隠かくしたいかにも変質者だと言わんばかりの怪あやしい人物がこちらに向かって駆かけてくる姿が目に入った。

　よ～く観察してみると、その怪しい人物はリズだった。

「……何やってんだ、あいつ？」

　近衛兵に追われているため立ち止まることは出来ないが、歩調を合わせて合流する。

「なんだよ、その格好？」

「これはですね、エンバリー家の娘むすめが町を一人歩きすると、色々面めん倒どうなことがありまして」

　市門でもリズはすぐに顔バレしていたし、祭り前のこんな混雑した場所では危険があるのかもしれない。一応、この町一の大商人の一人娘だからな。

「それと、保護者同どう伴はんでないと出入り禁止というお店がいくつかありまして……」

「お前、その店で何した!?　どんな妄もう想そうを暴走させた!?」

「い、いやです、ナイトさん。わた、わたしは別に、何も……」

　だから、だったらなぜ言葉に詰つまるのか。

「それはそうと……あなたは、何をしてきたのかしら？」

　フィオナが乱れ始めた息を整えながら、首を動かし顎あごで後方を指す。

「はい、実は……」と、リズの声が一段低くなり、真しん剣けんみを増す。

「ちょっとした行き違ちがいで、追われています」

　振り返ると、追っ手が二倍に増えていた。

「何をしでかしたんだ、お前は!?」

「違うんです。これには深いわけがあるんです」

　俺たちの後ろには、教会からの追っ手とリズが引き連れてきた追っ手が合流し、一個師団ばりの大群が出来上がっていた。

「まずエルフであることを確かく認にんするために、道行く女性に『耳を見せてください』とお願いして回り、エルフの方に出会った際にはフィー様ご要望の『エルフの涙なみだをください』とお願いし、それを拒きよ否ひされた際はナイトさんのために『じゃあもう、この際どこの汁しるでもいいですから！』と……」

「って、最後のなんだよ!?」

　顔を隠した怪しい人物がいきなり『耳見せて！』『涙ちょうだい！』『じゃあどこの汁でもいいから！』と言って回っていたのなら……そりゃ近衛兵に追われるわ。

「ただ単に、お前が度し難がたい不ふ審しん者だっただけじゃねぇか！」

「誠心誠意お願いしたんですよ？　美少女たちの蔑さげすみの目も、口くち汚ぎたない罵ば声せいも、甘んじてこの身で受け止めてお願いしたんです。土下座して、靴くつを舐なめてもいいくらいの意気込みで、ヒールで踏まれてもいいくらいの覚かく悟ごで！」

「やっぱり不審者じゃねぇか！」

「だって、ナイトさんが美少女汁にまみれてみたいって、そんな顔をしていたから！」

「やめてくれ、これ以上俺の社会的信用を失しつ墜ついさせるような発言するの！」

「ナイト……あなたと……いう……人は……」

「苦しいのを無理してまで言うことか!?」

　後方から「右う舷げん展開！　フォーメーションＤ！」とかなんとか、号令が聞こえてくる。向こうは全力で俺たちを捕とらえる気だ。なんだよ、フォーメーションＤって!?

　路地裏へ入り、建物と建物の隙すき間まを搔い潜って、なんとか撒こうと試みる。

　気が付けば、随ずい分ぶんと寂さびしい区画へ来ていた。朽くちた家が並ぶ寂れた場所。

「とりあえず、人目に付かない場所に隠れてやり過ごすぞ。こんな寂しい場所なら誰だれも立ち寄らないだろう……あ」

　誰も立ち寄らないだろうと言って覗のぞき込んだ廃はい屋おくの陰かげ。そこに、ユリアンがいた。

　一人で、蹲うずくまって、棒切れで地面に何かを書いている。

「『お友達いっぱい計画その84』？」

　地面に刻まれた、そんな哀かなしい文字をリズが代読してくれた。

「何やってんだ、お前？」

「わっ！　わぁっ!?　な、なんだ貴様たち!?　こんなところで何をしている!?」

　大きな声を出しながらも、ユリアンはさり気なくブーツの先で地面の文字を消す。

「ユリアン。あなたはいつ見ても独りぼっちね」

「バカ者！　あたしはこの辺りに危険がないか見回りをしていたのだ！　隅すみ々ずみまで満まん遍べんなく警備する。それが、あたしたちの仕事だからな」

　こんな、悪人でさえも寄りつかなそうな場所に危険など潜ひそんでいるのだろうか……

　なんとも微び妙みような空気が漂ただよう。そんな中、『ピィーイッ！』と、甲かん高だかい笛の音が響ひびく。

「警笛？」

　ユリアンが耳を空に向け、注意深く音を探さぐる動作を見せる。

「不審な耳フェチ汁しる搾しぼり女と、刺激臭の強い女、それから重度のロリコン男がこっちへ逃げたぞ！　必ず捕らえるのだー！」

　そんな叫び声が、路地の向こうから聞こえてきた。

「誰が刺激臭の強い女ですって？」

「だから俺はロリコンじゃねぇ！」

「耳フェチ汁搾り女だなんて……酷ひどいです！」

　いや、リズ。思うに、それだけは的確な表現だぞ。

　しかしだ。と、俺は後こう悔かいの念にかられる。ここは何があっても素知らぬ顔を通すべきだった。なぜなら……

「どうやら、逃とう亡ぼう者というのは貴様たちのようだな？」

　ここに近衛このえ兵へいのボスたる人物がいたからだ。

「ヤバイ、逃げるぞ！」

　俺の一声で全員が一いつ斉せいに走り出す。

「待て！　フィオナ・モナステリオ！」

　ユリアンから逃のがれ路地裏を飛び出すと、そこには近衛兵の大群がいた。……増えてる。

「いたぞー！」

　甲高い警笛が鳴らされ、更さらに数を増やす近衛兵。万ばん事じ休すか!?

「よぉーし、みんな！　あたしと協力してそいつらを捕つかまえるんだ！」

　キラキラと嬉うれしそうな顔で叫ぶユリアン。が、近衛兵たちはユリアンを見るや、『あ、ユリアン様が追いかけているなら俺ら必要ないわ』という顔をして、あっさりと解散してしまった。

「んなっ!?」

　その状況を、ユリアンが一番驚おどろいていた。

「ちょっと、待ちたまえよ、諸君！　協力は!?　連れん携けいは!?　フォーメーションは!?」

　その言葉に返事をする者はなく、ユリアンは一人取り残された。

　これは、好意的に見ればユリアンに対する絶大な信しん頼らい、なおかつ『俺らがいることで逆に足手まといになってしまう』という発想からくる現象のように見えた。それほどまでにユリアンは一いつ般ぱん兵とのレベルが開き過ぎているのだ。

　が、当のユリアンは……

「なぜだ……」

　物凄くショックを受けていた。

　もっとも、ユリアンと行動を共にすることで、思わぬ巻き添ぞえを食っては堪たまらないという保身的な思おも惑わくもありそうだが……

「海かい賊ぞくを捕らえるために船三艘そうを巻き添えにしたらしいぞ」

「相変わらず手加減ないよなぁ……」

　解散していく近衛兵たちのそんな噂うわさ話ばなしが耳に届き、痛々しい気持ちになってしまった。

「くっ！　構わん！　別にあたしだけでも、フォーメーションを組めなくとも、仲間が誰一人助けてくれなくとも、……一人でも貴様らを捕まえることなど造作もないわ！」

　己おのれを鼓こ舞ぶするように、ユリアンは声を張り上げる。その叫びが、痛々しい……捕まってあげようかなぁと、ちょっとだけ思ってしまった。

「いたずらに傷付けられたこの心……賊ぞくを屠ほふることで晴らしてくれようぞ！」

「八つ当たりもいいとこだ！」

　ユリアンが剣けんを抜ぬく。やばいやばいやばい！　あの剣一ひと振ふりで町が壊かい滅めつするぞ！

「逃げろー！　意地でも逃げ切るぞ！」

　俺の一声を合図に、俺たちは再び入り組んだ路地裏へと駆け込んだ。

　追っ手が一人になったのならやり過ごすのも簡単だろう。俺たちは路地裏を滅め茶ちや苦く茶ちやに走り、どこか身を隠せそうな場所を探した。

　だというのに……

「そこか！」「見つけたぞ！」「残念だったな、ここはあたしのお気に入りスポットだ！」

　と、どこに隠れてもユリアンに見つかってしまう。

「あのボッチ女……、なんでこんなに勘かんがいいのかしら…………」

　辟へき易えきしたようにフィオナが吐はき捨てる。

「甘いぞ貴様たち！　この町の『独りになれるスポット』で、あたしの知らない場所など存在しない！」

　そんな哀しい叫さけび声が路地裏に響き渡わたった。……いたたまれない！

「はぁ……固まって……逃にげる、のは……はぁ……得策じゃ、ない、わね……」

　息も絶え絶えにフィオナが言う。こいつはそろそろ限界だ。

　それに引き換かえ、リズはまだまだ元気そうだ。こいつを頼たよらせてもらうことにしよう。

「おい、リズ。フィオナを連れてどこかに……例えば……飲食店とか装そう飾しよく屋とか、恋こい人びとや友達同士で行きそうな賑にぎやかな場所に紛まぎれ込むんだ！」

「人の多いところに、ですか？」

「あぁ、そうすればユリアンは絶対やってこない！」

　なぜなら、ボッチはリア充じゆうのいる場所には近付けないからだ！

「ナイトさんは？」

　流石さすがに全員で逃げればリア充エリアにも踏ふみ込んでくるだろう。だが。

「俺は市門の外へ逃げる！」

　リア充エリアへ『行かなくてもいい理由』さえあれば、絶対にボッチはそこを避さける！

　……いや、うん。俺にもそういう経験があるのだ。まぁ、色々とな……

「フィオナを頼たのむぞ」

　感傷的な気分を振ふり払はらい、リズにフィオナを託たくす。

「分かりました。……ナイトさんも、お気を付けて」

　お互たがいに頷うなずき合って、俺たちは別方向へと走り出した。

　フィオナたちと別れ、大通りを進む。二人はうまく人込みに紛れたようだ。

　首だけを回し、背後にユリアンの姿を確認する。……よし、ついてこい！

　俺はユリアンを意識しながら市門へと駆かけていく。

　門の周りには近衛兵が複数人いたのだが、「ユリアンが暴走してるぞ！」と言うと、クモの子を散らすように解散してしまった。どんだけ怖こわがられてるんだよ、ユリアン……

　市門を抜け、一路研究所を目指す。

「待てぇー！」

　後方からユリアンの声が聞こえる。市門を抜けると、視界を遮さえぎるものは何もない平地に出る。隠かくれることはもはや不可能。距きよ離りも随分縮まっている。

　考えている暇ひまはない。一度研究所へ避ひ難なんしよう。最悪、裏口から逃げ出して……

　と、研究所の庭へ入った途と端たん、足首に強きよう烈れつな痛みを覚えた。

「痛いてぇっ！　なんだ!?」

　足元を見ると、ピラニアのような歯を持った拳こぶし大の魔ま草そうが俺の足首に嚙かみ付いていた。

　こんな魔草見たことがない。いつの間に生えてきたんだ？　周りを見ると、同じ魔草が二十数匹ひき、尖とがった牙きばをガチガチ言わせていた。……怖いって。

　しかし、それよりももっと怖いものが背後から迫せまってきていた。

「ツカマエタァ…………」

　怨おん霊りようのような声が聞こえ、がっしりと肩かたを摑つかまれた。

　恐きよう怖ふで錆さび付く首を、ギギギと後方へ向ける。と、鬼おにの形相をしたユリアンがいた。

「モウ、逃にガサナイ…………」

　肩を引かれ、体を強制的に反転させられる。向かい合うと同時に間合いを詰つめてきたユリアンは、鋭するどい剣を俺の喉のど元もとから腰こしにかけて袈け裟さ切りにするような格好で押し付けてきた。……これは詰んだな。

　が、その時。俺の目はとんでもないものを捉とらえた。

　ユリアンの背後から物もの凄すごい速度で近付いてくる巨きよ大だいな二枚の葉。蝶ちよう番つがいのようにその葉を開かせ、まるで生き物のように迫ってくるそれは、四メートルもの巨大な影を落とし俺たちに覆おおい被かぶさってきた。

「ユリアン、後ろ！」

　ユリアンが振り返るよりも早く、俺たちは巨大な植物の葉に捕らえられた。

　以前、リズが捕ほ食しよくされかけた、スパイスの香かおりに反応する肉食魔草だ。俺の体からいまだ放たれる美お味いしそうなスパイスの香りに反応したのか。

　片方の葉が二メートルくらいある巨大な魔草に、俺とユリアンはまとめて捕ほ獲かくされてしまった。サンドイッチのように前後から挟はさまれ、物凄い圧で押し潰つぶされる。

　っていうか、ユリアンの剣が喉元にあてがわれたままなんですが!?

「な、なんなんだ、これは!?」

　ユリアンが苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「人を捕食する魔草だ」

　両りよう腕うで両足を踏ん張り、少しでも空間を確保しようと試みる。その結果、わずかだが葉と葉の間に隙すき間まが生まれる。多少なら身動きが取れる。

「また、こんなくだらない……危険なものを……っ」

　ユリアンも体を捩よじって隙間を生み出そうとしている。……の、だが。

　ギュッ、ギュッと…………当たっている。胸こそ鎧よろいで覆われているが、その……太ももとか、おなかとか、あと二の腕うでとか、意外とヤバい…………

「ふ、ふわぁっ!?」

　それに気付いたのか、俺の顔のすぐ隣となりにあるユリアンの顔が急激に赤く染まっていく。

「ちょ、ちょっと！　もう少し離はなれてはくれまいか!?」

「む、無む茶ちや言うなよ！　これが限界だ！　手だって、ちょっとしか動かな……」

「ひぁんっ！　どっ、どこを触さわってるんだ!?」

「うわぁ、ごめん！」

　慌あわてれば慌てるほど、もがけばもがくほど、状じよう況きようは悪化していくばかりだった。

　一ひと頻しきり悪あがきをした結果、俺とユリアンは真正面から抱だき合う形で身動きが取れなくなってしまった。頰ほおが触ふれ合い、ドキドキする……体の間にある剣にもドキドキだがな。

「あ、あの……あのなっ」
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　ユリアンが上うわ擦ずった声を漏もらす。耳に息がかかってくすぐったい。

「あたしは、その、こんなに誰だれかと接近したことなんてなくて……触れ合うなんて、もう全然なくてっ！　だから、あの……こんな時、どうすればいいのか……その…………」

　あんまり照れないでもらいたい。俺だって恥はずかしさが限界まで来ているのだから。心臓がバクバクだ！　汗あせをかいているくせにほのかに甘い香りがするとか……反則だろ。

「昔から、どちらかというと避けられることの方が多くてな、『あそぼー』って言ってもみんながバーッと逃げていったり、剣の修しゆ業ぎようで二人組を作らなきゃいけない時なんかも、みんな目を合わせてくれなかったり…………休みの日とか、ご飯の時も……いつもいつも……独りぼっちだったり……」

　あまりに悲しい発言に心が抉えぐられそうだ。これならまだ照れていてくれた方がマシだ。

「女め神がみ祭さいの武ぶ闘とう会だって、みんなは人間同士なのにあたしだけ魔ま物もの相手に戦うんだぞ!?」

　いや、それはユリアンが強過ぎるからなんじゃないのか？

「この前も、見張りの兵士に声をかけたら『ヒッ！』って言われるし……っ！」

　もうやめてくれないだろうか。なんだか、目の前が涙なみだで滲にじんできた……

「とにかく助けを呼ぼう！　助けを呼んで早くここから出よう！　な、そうしよう！」

「あたしが呼んでも、どうせ誰も助けになんて来てくれないもん！」

　完全に拗すねてしまった。……「もん」って。

「さっきだって、あたしが待てと言っても、お前たちは聞かなかったじゃないか！」

　いや、だって状況が違ちがうだろう。つか逃げるだろう、あれは。

「……ま、待ってって言ってるのに、逃げられるのは……結構、つ、辛つらいん……だぞ！」

　ついには半泣きになり声が涙に揺ゆれる。……ホント、いたたまれない。

「わ、悪かったよ……ここから出たら何時間でも話を聞いてやるから。グチったって構わないから、今は助けを呼んでここから脱だつ出しゆつしようぜ。な？」

　諭さとすように言ってみるが、ユリアンはくすんと鼻を鳴らし、首を横に振った。

「……来ないさ。あたしは騎き士し団に入ってから、一度も、誰かに助けられたことはない」

　息を吸い込む際に、ユリアンの喉のどが掠かすれた音を漏らす。そして、一気に爆ばく発はつする。

「あたしなんか、いなくなった方がいいんだ！　その方がみんな喜ぶんだ！　あたしなんか……あたしなんか、誰も助けてなんかくれないんだっ！」

「そんなことねぇよ！」

　思わず、怒ど鳴なり返してしまった。こいつを黙だまらせたい。

　状況を打破するためじゃなく、こいつの間ま違ちがいを正してやるために。

「今はこんな状況だから無理だけど、もしお前がどこかで助けを必要としていたら、どこにだって俺が駆け付けてやるよ！」

「え……っ」

　ユリアンの全身を覆っていた激しい感情が薄うすらいでいくのを肌はだで感じた。ユリアンの心が穏おだやかに、静かに凪ないでいく。説得するなら、今だ。

「だから、な？　出ようぜ。こんなところにいつまでもいたくないだろ？」

　ユリアンの乱れた呼吸が落ち着きを取り戻もどす。分かってくれたようだ。

「……き、君がそばにいてくれるなら、あたしは別にずっとこのままでも」

　照れたように、ユリアンが言う。ダメだ、まだ正気を取り戻してない！

「このままじゃ二人一いつ緒しよに喰くわれちまうんだぞ!?」

「二人、一緒、に…………いっしょ…………いい響ひびきだなぁ……」

　そんな言葉を、うっとりとした口調で反はん芻すうする。……この娘こはダメな娘のようだ。

「ここから出たら、君との距離が離れてしまう……折せつ角かく手に入れた、ぬくもり…………絶対ニ、逃ガサナイ……」

　ユリアンの腕に力がこもり、俺の体が引き寄せられる。怖い怖い怖い！　刃はが体に食い込んできているのも怖い！

「俺はお前を助けたいんだよ！　ここから外に連れ出してやりたいんだ！」

「あ……、あたしを……助けたい…………？」

「そうだ！　友達だからな！」

「とも……っ!?」

　ユリアンの呼吸が止まる。全身が硬こう直ちよくし、次し第だいに小刻みに震ふるえ始める。

「ともだち…………？　友達だから、助けたい……!?」

　俺はユリアンの耳元に口を近付け、真しん摯しな思いを真っ直すぐに伝える。

「いいか、よく聞けユリアン。こいつは物を溶とかす体液を出している。もう猶ゆう予よはないんだ。すぐにでも脱出しなければいけない」

　実際、服はところどころ溶かされ、足先がピリピリしている。溶けかかっているのだ。

「この体勢じゃ、強ごう引いんにねじ開けることは無理だろう。だから……俺の体ごと、この剣けんで魔草の葉を一刀両断にしてくれ！」

　脱出出来る方法があるとすれば、それしかない。

「バカなっ!?　そんなこと出来るはずがないだろう!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺は不死身だ！　斬きられたくらいじゃ死にはしない！」

「そんな馬ば鹿かげた話を誰が信じる!?　信じられるものか！」

「信じてくれ！」

「断る！　折角出来た友達を失うなんて御ご免めんだ！」

「友達の言うことくらい、無条件で信用しやがれ！」

　俺の言葉に、ユリアンはハッと息を吞のむ。

「友達ってのは……ここぞって時に強い信しん頼らいで結ばれているもんだろう？」

　ユリアンの耳元にそっと言葉を流し込む。

「信じろ。お前に斬られたとしても、そんなもんで俺は友達をやめたりしない。絶対だ」

「…………き、君は…………っ」

　ユリアンの声が詰まり、肩が小刻みに震える。

　ユリアンの頰を、温かい雫しずくが滑すべり落ちていき、俺の頰に当たる。

「名を……、教えてくれないか？」

「俺は、ナイト。騎士と書いてナイトだ」

「……ナイト…………君は、騎士……なのか？」

「あぁ。お前と、同じだ」

「同じ……そうか、同じか…………」

　言葉のニュアンスで、ユリアンが笑っているのが分かった。けれど、その声は涙で震えていた。温かい息が、首筋を撫なでる。そして、雫が落ちてくる。

「……分かった。一緒に脱出するぞ、ナイト君」

　呟いて、ユリアンの拳こぶしに力が入る。剣が握にぎり直され、そこから闘とう気きのようなものが吹ふき出してくるのが分かった。……やっぱり、ほんの少し、怖こわい。けど……

「…………あぁ。一思いにやってくれ！」

「はぁぁぁぁぁあああっ！」

　力強い咆ほう哮こうと同時に俺の体の中に剣が食い込み、そのまま背中へと走り抜ぬける。

　全身に痛みと燃えるような熱が広がっていく。絶ぜつ叫きようすることすら忘れるような痛みが脳みそを殴おう打だするようにガンガンと伝わる。

　この世界へ引き摺ずり込まれ大おお怪け我がを負ったあの時と同じく、俺の体はすぐそこにまで迫せまる『死』を実感していた。

　体の感覚が薄れていく。不死身なのだから死ぬことなどないのだろうが、脳のう裏りに『死』がこびり付いて離れない。

　……あぁ…………俺、死ぬんだ……

　そう思った時、体の奥から理解出来ない感情が湧わき上がってきた。

　この感情は知っている。幾いく度どとなく経験したことのある、割とありふれた感情だ。

　けれど、なぜこんな状況でその感情が湧き上がってくるのか、それが分からない。

　俺の体を切り裂さいたユリアンの剣は、そのまま背後の葉を容易たやすく切り裂く。魔ま草そうの葉が切断され、俺たちは地面へと投げ出された。

　地面に体がぶつかり、砂すな埃ぼこりと血しぶきが上がる。

　俺に覆おおい被かぶさるような格好で落下したユリアンが、ハッと息を吞み俺の肩かたを摑つかむ。

「ナイト君、大丈夫か!?　外に出られたぞ！　しっかりするんだ、ナイト君！」

　だが、俺の体は相変わらず動かず、ただひとつの感情に支配されていた。

　その感情というのは……

「ナ、ナイト、君……？」

「き、き、……気持ちいいぃぃぃぃいいっ！」

「ヒィッ!?」

　なんだこれ!?　な～んだこれ!?　なんで？　なんで気持ちいいの!?

　俺、死にかけてるのに、なんでか超ちよう～～～～ぅ気持ちいい────んですけどぉ!?

「あはっ、あははっ、なにこれ、きもち、きも、ち、いい……あはぁっ！」

「い…………っ」

　ユリアンは俺の肩を離すと勢いよく後ずさり、辺り一帯に生えているピラニアのような葉をした魔草を手当たり次第に摘つみ取っては滅めつ多たやたらと投げ付けてきた。

「イヤァ───ッ！　気持ち悪───────────いっ！」

　魔草が次々と俺に激げき突とつし、嚙かみ付き、牙きばを立てる。

「い、痛いっ、痛い、のが、なぁんでか、ちょ～～～～気持ちいいっ！」

「イヤァァァァァアァァアッ！」

　全力で投げられた魔草は、ユリアンが発した『最強の騎士が本気を出す時に発生する闘とう気き』のようなオーラを纏まとい、凄すさまじい勢いで俺に命中した。

「あはぁ～～～～～………………さい……こう……」

　そうしている間も俺の全身は魔草に嚙み付かれ、顔はニヤニヤと緩ゆるみっぱなしだった。

「きっ、貴様など友達でもなんでもないわぁー！」

　そんな言葉を吐はき捨てて、ユリアンは町の方へと走り去っていく。

　今となっては罵ののしられることすら気持ちいい！

　こ、これって……ゾンビ化の影えい響きようか…………

　けれど、そんなものはどうでもいい！　体の奥から次々に湧き上がってくる快感の波に、俺の思考は抗あらがえない！　もっと！　もっと俺に攻こう撃げきをぉー！

「……ナイト。どうしたというの？」

　この声は!?

　振ふり返った俺の目に、想像どおりの人物、フィオナの姿が飛び込んできた。

　フィオナなら……フィオナならきっと！

「フィオナ！　薬を！　俺に、副作用のきつい薬を打ってくれぇー！」

　絶句し、顔面が青ざめていくフィオナに、俺は両手を広げて飛び掛かかる。

　ガッチリと抱だき付き、体をこすり付ける。

　こいつなら、フィオナならきっと俺にとんでもないダメージを与あたえてくれるはずだ！　もっともっと気持ちよくしてくれるに違いない！

「果肉入りのヤツでもいいから！　ゼリー状のヤツとか、なんならクッソ不ま味ずい飲み薬でもいいからぁー！　俺にお薬プリ─────ッズん！」

　首筋に、チクリとした痛みが走る。

「ナイト…………もう、眠ねむりなさい」

　哀あわれむような視線を受けた直後、俺の意識は途と切ぎれた。
















　目が覚めると、俺は自室のベッドに寝ねかされていた。

「あら、気が付いた？」

　暗い部屋の中、ベッド脇わきの椅い子すにフィオナが腰こし掛かけていた。

　体を起こすと、頭に鈍にぶい痛みが走る。

「まだ無理はしない方がいいわ」

　上体を折る俺を、フィオナはそっと寝かせてくれる。ベッドが軋きしみ、カンテラの明かりが揺ゆれる。

　俺を覗のぞき込む格好になったフィオナは、揺れる陰いん影えいのせいで少し色っぽく見えた。

「何があったんだ？……いまいち、記き憶おくがはっきりしないんだが」

「私は一生忘れられないような体験をしたのだけれどね」

　布ふ団とんをかけられ、記憶の糸を手た繰ぐり寄せる。

　ユリアンに追いかけられていたところまでは鮮せん明めいに覚えている。その後、魔草に喰くわれかけて、脱だつ出しゆつするためにユリアンに斬きられて…………凄すごく気持ちよかった。

　おかしい。文脈が出で鱈たら目めだ。文章と文章が結び付かない。しかし、それは事実だった。

　死を意識した瞬しゆん間かん、抑おさえ切れないほどの快楽に吞のみ込まれたのだ。……なんだったんだ、あの爆ばく発はつするような快感の渦うずは？　まさか、ゾンビ化の影響か……？

　不死身の体を持つゾンビは、どうやっても死ぬことが出来ない。だから、『死』が間近に迫ると抑えられないような興奮状態に陥おちいる……死を渇かつ望ぼうしている、とでもいうのか？

　笑えない現実に、顔面が引き攣つってしまう。

　治そう。意地でも治そう。この体質はヤバイ。非常にヤバイ、社会的観点で！

「まだ顔色がよくないわね」

　カンテラを俺の顔へと向け、フィオナが顔を近付けてくる。

「あなたに投とう与よした鎮ちん静せい剤ざいが、少し強過ぎたのかもしれないわね」

「鎮静剤？」

　無意識に、自分の首に触ふれる。そういえば、この辺りに注射を打たれた気がする。

「急を要する事態だったのよ。まずは状じよう況きようを把は握あくして策を講じようとはしたの。けれど、あなたの様子が尋じん常じようではなくて、驚おどろいてしまって……他ほかに手段を選べなかったのよ」

　フィオナにしては珍めずらしく、弁明するような口調で言葉を並べる。表情もどこか寂さびしそうで、まるで反省でもしているかのような…………反省？　フィオナが？

「……気分を、害したかしら？」

「い、いや。俺も、なんだかよく分からない状態だったし」

　こんなにしおらしい姿を見せられると、こっちがどぎまぎしてしまう。

「迷めい惑わく、かけたみたいだな。悪い」

「そうね」

　呟つぶやくと同時に、フィオナは寂しげな表情をニュートラルに戻もどす。

「とても迷惑だったわ」

「だから悪かったって！」

「客観的に見た感想だけど、非常に気持ちが悪かったわ」

「悪かったって言ってんだろ!?」

「正気を失っていたようだからこれ以上責めるつもりはないけれど、『不ふ愉ゆ快かい』と『汚けがらわしい』を足して二で割った後に『もう人間をやめてしまえばいいのに』という思いを足したような嫌けん悪お感かんを覚えたわね」

「責めてるよ!?　傷口ぐりんぐりん抉えぐってきてるから！」

　椅子に腰こしを降ろし、首だけを横に向けて、フィオナは長い息を吐いた。

「……とにかく。き、急に抱き付いてきたり、その、おかしな要求をされても……困るのよ、私は。……それに応こたえる術すべがないから…………」

　口くちの端はしをぷるぷると震ふるわせて、耳を赤く染め、フィオナが苦言を呈ていする。口を尖とがらせての抗こう議ぎは、不ふ謹きん慎しんながらちょっと可愛かわいらしく見えた。……もっとも、自分がフィオナにした行動を思い返すと、恥はずかしくて死にそうだけどな。…………あぁぁぁぁぁっ！

「ん、んんっ！」

　大げさな咳せき払ばらいをして、フィオナが空気を切り替かえる。

「とにかく、変な発ほつ作さは治まったようだし、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶそうね」

　カンテラを枕まくら元もとに置き、脇に置いてあったテーブルの上を片付け始める。

　そこには、水の張られた桶おけとタオル、それから水差しとスプーンがあった。ざっと見み渡わたしただけで、フィオナが親身に看病してくれていたのが分かる。

「…………なに？」

　俺の視線を感じたのか、フィオナが俺の方を向く。

「あ、いや。なんでもない」

「……また発作かしら？」

　と、フィオナが身構えて、俺から距きよ離りをとる。

「違ちげぇよ！　警けい戒かいすんな！」

　俺が否定すると、フィオナは構えを解き、代わりに腕うで組ぐみをした。

「あの症状はその病の一いつ環かんという見解で間ま違ちがいなさそうね」

「あぁ。そうだと思う」

　とりあえず、俺がおかしくなっていた原因は理解してくれているようだ。

「抜ばつ本ぽん的な解決方法ではないけれど、今後はこれまでの常用薬に加えて、興奮抑よく制せい剤ざいも投与するようにしましょう。それで、異常な興奮状態を引き起こしにくく出来ると思うわ」

「摂せつ取しゆする薬がどんどん増えていくな……」

　そのうち、薬を一いつ升しよう瓶びんで一本一気飲みとかやらされないだろうな？　と、洒落しやれにならない想像が頭をよぎる。

「軽量化は進めているわ。成分をもっとも有効活用出来る配合も研究中よ」

　実にいい知らせだ。薬の過か剰じよう摂せつ取しゆはよくないからな。

　俺の体におかしな症状が出る度たびに、フィオナはそれ用の薬を作ってくれる。そのうち、自分で『奇き跡せきの調合』に辿たどり着くんじゃないだろうか、こいつは？　目標にしていた人物を、気が付いたら追い抜ぬいていた、なんてことはよくあることだからな。

「まだまだ隠かくされた秘密がありそうね、その体」

　フィオナが俺の胸の辺りを見つめて呟く。

　その視線が向けられている辺りにそっと触れてみる。見た感じはなんの変へん哲てつもない、普ふ通つうの高校生の体だ。しかし、太陽に触れると焼やけ爛ただれ、高温に晒さらすと腐くさり始め、死にかけると超ちよう気持ちいい……とんでもないな。勘かん弁べんして欲しい限りだ。

　けど、不死身だというのは立証された。体を切り裂さかれても生きているのだから。

「色々考えるのは後にして、今日はもう休みなさい。いくら不死身でも、本調子ではないうちから無理はしない方がいいわ」

　そう言うと、桶などの道具を小こ脇わきに抱かかえてフィオナは部屋を出ていく。

「とにかく眠りなさい。これは業務命令よ。それじゃ、おやすみなさい」

　ゆっくりと扉とびらが閉じられる。

　カンテラの明かりが揺らめきながら室内を薄うすぼんやりと照らす。

　影かげが躍おどる天てん井じようを見つめ、静せい寂じやくに耳を澄すませる。

　不死身の恩おん恵けいか、頭痛ももうしなくなっていた。傷きずも癒いえ、体力も回復している。

　だから、眠ねむれと言われても眠れない。起きたばかりなのだから。

　窓でも開けようかと手を延ばして……板で打ち付けてあることを思い出す。

「ちょっと、外の空気でも吸ってくるか」

　誰だれに言うでもなく呟いて、俺は部屋を出る。

　フィオナの部屋の方を見ると、もうすでに真っ暗で静かだった。もしかしたら深夜なのかもしれない。あいつ、無理して起きていたんじゃないだろうか。

　俺は足音を潜ひそめ、そっと研究所を出た。







　異世界の夜は暗い。外灯など当然ない。

　月や星が出ていれば多少は明るくもなるのだが、生あい憎にく今夜の空には分厚い雲が横たわり、世界は完全な闇やみに閉とざされていた。

　にも拘かかわらず、大勢の人が大声で騒さわいでいるような音が遠くから聞こえていた。

　目を凝こらすと、市門の方向に明かりが見えた。篝かがり火びを焚たいているようだ。夜になると市門は閉じられるのだが……今日は開いているのだろうか？

　明かりを頼たよりに市門まで来ると、門の手前で近衛このえ兵へいたちが十数人で宴うたげを開いていた。赤ら顔でジョッキをぶつけ、溢あふれんばかりの酒を呷あおる。誰もが笑え顔がおで、陽気に騒いでいた。

「なんだ、通りたいのか？」

　門のそばまで来ると、酒に酔よった近衛兵に声をかけられた。

「祭りの日は特別だ。好きなだけ通っていいぞ」と、近衛兵は上じよう機き嫌げんで言う。

　門から町を望のぞむと、町の中はとても明るかった。メインストリートに沿って大きな篝火が等とう間かん隔かくで並び、煌こう々こうと炎ほのおを灯している。遠く、闇の中に大聖堂が浮うかび上がっている。あそこまで篝火は続いているようだ。

　炎の赤と夜の黒が混ざり合い幻げん想そう的な美しさを演出している。この光景を肴さかなに宴をしているわけか。

　そう尋たずねると、近衛兵は急に表情を曇くもらせ、首を横に振ふった。

「今日はな、手た向むけの酒なんだよ」

　手向け、というのは死者を悼いたむということだ。何か不幸があったのだろうか。

「いくら賊ぞくとはいえ……気の毒なことをした。三人のうち二人は若い女だったってな」

　酒で赤かった顔が青ざめ、近衛兵は沈しずんだ声で話を続ける。……嫌いやな汗あせが浮かぶ。

「俺が見かけた時、ユリアン様は全身血まみれでな……剣けんからも血を滴したたらせてて…………ありゃあ、ヤっちまった後だろうな」

『ヤっちまった』に、どんな漢字を当てるのかは、想像したくない。

「ユリアン様に手加減なんか出来るはずがなかったんだ……俺たちが捕つかまえてやってりゃ、こんなことには……っ！　ちきしょうっ！　飲まずにいられるか！」

　ガブガブと酒を呷る近衛兵を前に、俺はそ～っと門を潜くぐり抜けた。……なんか、えらい誤解が生じているようだ。言われてみれば、追っ手もかかっていないしな。

　ただ、ユリアン……あいつ、また怖こわがられる噂うわさが増えたんだな…………

　余計な突つっ込みを受けないよう、俺はそそくさとその場を離り脱だつした。







　大聖堂まで来てみたが、特に何も見るものはなかった。

　当然のように門は閉まっていたし、篝火を焚いてはいるがさほど綺き麗れいではない。日本のテーマパークみたいなのを想像していただけに、残念な結果になった。

　夜中なので、誰もいないし開いている店もない。

　リズの話によれば、祭りの本番は明日の夜。明日は徹てつ夜やで大おお騒さわぎをするのだろう。

　となれば、今日はたっぷり眠って英気を養う日なのだろうが……不完全燃ねん焼しようだ。

　と、港の方から賑にぎやかな音が聞こえてきた。ぼんやりと明かりも見える。何かをやっているのだろうか？

　興味を惹ひかれた俺は、港へ足を向けた。

　何本かの路地裏を横切り角を曲がって道を進むと、……暗い路地に蹲うずくまる人ひと影かげが見えた。

「…………すん。すん、すん。……くすん……ぐずっ…………ぐじゅっ」

　しゃくりあげるように何度も鼻をすすっているその少女に、俺は見覚えがあった。

「怖くないのダ怖くないのダ怖くないのダ怖くないのダ怖くないのダ怖くないのダ……」

「おい」

「のわぁぁぁぁあ───怖いのダぁぁぁー！」

　頭を抱え、身を仰のけ反らせながら奇き声せいを上げるその顔見知りに声をかける。

「お前、ドーラだろ？　何やってんだ、こんなとこで？」

「ほえ……？」

　こちらを振り返った顔は、間違いなく今け朝さ大聖堂で見たちびっ子シスター、鍋なべ守もりのドーラだった。怖かったのか、暗がりでも分かるほど泣き腫はらした酷ひどい顔だった。

　今ならエルフの涙なみだが採り放題なのだが……残念ながらピスティスの布を持っていない。

　暗くら闇やみの中、懸けん命めいに目を凝らし俺の顔を確かく認にんするドーラ。やがて俺のことを思い出したのか、くりっと目を丸くした。

「お前は、今朝の美お味いしそうな匂においのするロリコンの賊！」

「賊じゃねぇしロリコンでもない。お前みたいなお子ちゃまに興味なんかねぇよ」

「誰がお子ちゃまか!?　失礼にも程ほどがあるのダ！」

　小こ憎にくたらしくクレームを入れてくるガキんちょに「どっちがだ!?」と言ってやりたい。

「暗い道が怖くて泣いてたくせに」

「ち、違ちがうのダ！　全然泣いてなんかいないのダ！　濡ぬれ衣ぎぬもいいとこなのダ！」

　腕うでをぶんぶん振り回し、ドーラが声を張り上げる。

「恥ずかしがるこたぁねぇよ。お前くらいの歳としなら、お化けが怖くておねしょしてもまだまだ許されるだろうよ」

「おねしょなんかしないのダ！　セクハラなのダ！」

「セクハラって……ガキが偉えらそうに」

「ドーラは今年で十四歳なのダ！」

「は……？」

　ありえない発言に思考が止まる。が、ドーラはそんな俺の反応など気にもせず、ない胸を張り、髪かみの毛を搔かき上げてみせる。

「エルフで十四歳といえば、もう立派な大人なのダ！　淑しゆく女じよなのダ！」

「噓うそ吐つけ、ちびっ子」

「ちびっ子言うなぁ！」

　ドーラは俺に向かって盛大に吼ほえた後、フードのように後ろに垂らしていたウィンプルをすっぽりと被かぶり、背中を向けてしゃがみ込んでしまった。

　ちなみに、ウィンプルというのはシスターが頭に被っているもので、本来はそれ単体なのだが、ドーラの物はマントと一体型になっている。……お子様仕様にしか見えない。こいつ、帽ぼう子しとかすぐ落としそうだもんな。

「ふん……好きで小ちっちゃいんじゃないのダ…………ドーラは半分ドワーフだから仕方ないのだ……割と気にしているのに……デリカシーが皆かい無むなのダ……絶対モテないのダ」

　最後のだけは大きなお世話だ。

「お前、ハーフエルフだって聞いてたけど、エルフとドワーフのハーフだったのか？」

「それがなんなのダ？　お前には関係ないのダ」

　随ずい分ぶんと嫌きらわれたものだ。一いつ切さいこちらを見ないドーラは、ヘソを曲げた子供そのものだ。

　俺は息を吐はき、明るめの声で話しかける。

「なぁ。それって、スゲェ珍めずらしいんじゃないのか？」

「ドーラは、ドーラ以外でドーラみたいなヤツを見たことないのダ」

「つまり、超レアってことか。凄すごいじゃん、お前」

「……え？」

　呆ほうけたような顔でドーラがこちらを振り返る。

　ことの凄さに気付いていないドーラに俺は教えてやる。オンリーワンの凄さを。

「この世界にただ一人ってさ、まるで『選ばれし存在もの』みたいでカッコいいよな」

　伝説の勇者も、魔ま王おうの生まれ変わりも、超古代兵器を呼び覚ます人柱カギも。どれもこれも物語の主人公になれるくらい希少でカッコいい、多くの者に憧あこがれられる特別な存在だ。

「なろうと思ってなれるもんじゃないんだ。自信持っていいんじゃないか？」

「自信…………特、別…………？」

　俺の言葉を反はん芻すうするように、ゆっくりと繰くり返す。

「そうだったのか……ドーラは…………」

　ジッと見つめていた両手をグッと握にぎり、おもむろに立ち上がると、拳こぶしを突き上げながらドーラは高らかに叫さけんだ。

「ドーラは女め神がみの生まれ変わりだったのダ！」

　…………ん？

「実は、前から怪あやしいと思っていたのダ！　どう考えてもドーラは可愛かわい過ぎるのダ！　普通じゃ考えられないくらいの美少女なのダ！」

　得意顔で自分を大絶賛する。自画自賛のお手本みたいな自画自賛ぶりだ。

「性格もいいし、みんなからも愛されているし、尊敬されて敬われてチヤホヤされるに相応ふさわしい人材なのダ！」

　ドーラがどんどん調子に乗っていく。瞳が物もの凄すごくキラキラしている。

「ずっと『どうしてだろう』って考えていたのダ。やっと謎なぞが解けたのダ。ドーラ、女神だったのダ！　太陽の女神アデールの生まれ変わり、それがドーラ！　女神なら愛されて可愛くて全すべてにおいてパーフェクトなのは当然なのダ！　納なつ得とくなのダ！」

　簡単には戻もどってこられないほど遠い世界へ、ドーラの精神が旅立っていく。

「元気が出たようでよかった。じゃ、またな」

「待つのダ！」

　いい加減面めん倒どう臭くさくなってきたので退散しようとしたのだが……、ドーラに服の裾すそを摑つかまれてしまった。

「お前はなかなかにいいヤツなのダ！　お礼にもう少しだけなら話し相手になってやってもいいのダ！　感謝して感激するのダ！」

　とてつもないドヤ顔で言われた。うわぁ……メンドクセェ…………

「折せつ角かくだけど、遠えん慮りよしとくよ」

「そう言わずに！　そうなのダ！　大通りまでデートしてやってもいいのダ！」

　裾を摑む力が強くなる。

　こいつは……

「素す直なおに、『怖いから明るいところまで連れていって欲しい』って言えよ」

「別に怖いわけではないのダ。全然怖くなんかないのダ。ドーラはもう大人だから！」

「そっか。じゃあ気を付けて帰れよ」

「ま、ままま、待つのダ待つのダっ！　話はまだ終わってないのダ！」

　立ち去ろうとする俺の服を、ドーラは渾こん身しんの力で引っ張る。両足を踏ふん張って体をピーンと反らせる。そんなに引っ張るな、服が破れる！

「王国一番の美少女と並んで歩ける栄光をむざむざ捨てるのは勿もつ体たいないのダ！　一生ものの思い出になること請うけ合いなのダ！」

　言いながら、俺の腰こしに必死にしがみ付いてくる。あぁ、もう！　鬱うつ陶とうしい！

「お前は賊の割には見込みのある男だからこれほど譲じよう歩ほしてやってるのダ！」

「どこをどう譲歩してんだ!?　そもそも俺は賊じゃない！」

「じゃあ何をしに大聖堂に来たのダ？」

「お前に会うためだよ」

　そう言うと、腰を摑んでいたドーラの手がパッと離はなされる。俺の腰から離れた両の手はそのままドーラの両りよう頰ほおを包み込むようにあてがわれる。

「……初対面でプロポーズとか、困るのダ」

「どこまで飛ひ躍やくすんだ、お前の思考は!?」

　ここまで来るともう無敵だな。今のドーラには怖いものなどないに違いない。

「いきなり結けつ婚こんは難しいから、まずは交こう換かん日記から……あぁ、でも、ドーラはコレと決めた相手としか交換日記はしないと決めているし……でもどうしてもと言うのなら、お試ためしで……でもでも、そんなことをしてドーラが軽い女だと思われたら……むむむ……」

　体を捩よじりながら戯たわ言ごとを漏もらし続けるドーラ。今のお前、ある意味お化けより怖こえぇよ。

　このままこいつに付き合っていたら、どこまで妄もう想そうが膨ふくらむか分からない。その上で、あることないこと吹ふい聴ちようされたりしたら堪たまったもんじゃない。……逃にげるか。

　俺は、一人で妄想世界を旅行中のドーラに気付かれないようにそっと後退し、物もの陰かげに身を潜ひそめた。いきなり走ると追いかけられそうなんでな。

「よし、決めたのダ！　まずは文通から始める……の…………ダ？」

　振ふり返ったドーラは、そこに俺がいないことにようやく気が付いたらしい。辺りをキョロキョロと見回している。

　俺とドーラの距きよ離りは、およそ十八メートル。ここからそっと離れれば見つかることはないだろう。適当なところで脇わき道みちに入れば、後は普ふ通つうに帰れるはずだ。

　そう思って移動しようとした時、

「ぴぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ドーラが泣き出した。

　なぜ泣く!?　いや、泣いちゃうか、普通……っていうか、なにその泣き方!?

「ぴぃぃぃぃぇぇぇぇぇえぇぇぇぇっ！」

　親とはぐれた小動物のような必死さだ。……これは、俺が悪いんだろうな、たぶん。

　えぇい、くそ！

「分かった！　俺が悪かった！　だからもう泣くな！」

　物陰から飛び出し、ドーラの前まで駆かけていく。

「ぴっ!?」

　俺を視し認にんするや、ドーラは物凄い勢いで駆け寄ってきて、腰にしがみ付いてきた。

　ギューッと、力の限りにしがみ付く。……どんだけ怖こわかったんだよ？

「悪かったよ……」

「ぐすん……ぐすん…………すん……」

　しかし、お化けが怖いシスターってどうなんだ？　まぁ、まだ子供だから仕方ないのかもな。……あれ、十四歳だっけ？　ということは、俺のふたつ下か……

　ふたつ下の女の子に、夜中、誰だれもいない路地裏で抱だき付かれているこの状じよう況きよう……もしかして、これって、実は物凄いドキドキする展開なんじゃ…………いや、ないな。

　こいつはどう見ても六歳女児だ。今だって、子こ守もりしているような気分にしかならない。

「もうどっか行ったりしないから、心配すんな。な？」

　俺の言葉を聞いても、グリグリと頭をこすり付けるように横に振る。

「もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「……すん」

　ヘソを曲げたせいか、ドーラはずっと俺の腹に額をグリグリ押し付けて「いやいや」と頭を振り続けた。

「……すん…………すんすん…………すんっ！　すんっ！　すんすんっ！　すんっ！」

「あっ、テメェ！　また匂におい嗅かいでんだろ!?」

　強ごう引いんにドーラの頭を引き剝はがすと、ギラギラした目で鼻をヒクヒクさせていた。

「ペロペロしたい！　ペロペロしたいのダ！」

「ヤメいっちゅうのに！」

　ドーラの鼻を力任せに摘つまむ。もうお前は匂いを嗅ぐな！

「ひ……ひたひ！　ひたひのラ！」

　鼻はな詰づまりな声で抗こう議ぎするドーラ。どうやら正気に戻ったようだ。

「いいか、もう匂いは嗅ぐな。鼻呼吸もなるべくするな」

　こくこくと頷うなずくドーラの鼻を解放してやると、ドーラは赤くなった鼻を両手でさする。

「は、鼻フェチのロリコンなのダ。鼻を摘むことで欲よく情じようするのダ」

　今ののどこが欲情しているように見えたのか……どっちかって言うとお前がだろうに。

「ほら、さっさと帰るぞ」

　そう言って俺が歩き出すも、ドーラはその場に立ってジッと俺を睨にらんでいる。

「どうした？　来ないのか？」

　半身だけ振り返ると、ドーラは黙だまって左手を差し出してきた。

「……なに、料金発生するの？」

「違ちがうのダ！　せ、折角だから手を繫つながせてやるのダ！」

　頰をりんごのように赤く染め、不ふ機き嫌げんを装ってそっぽを向く。なるほど、怖いのか。

「はいはい。ありがとうございます」

　お子様の機き嫌げんを損そこねないようにそう言っておく。……あぁ、面倒臭い。

　握り潰つぶしてしまいそうなほど小さい手を取る。ぷにぷにして温かい、子供の手だ。

「うん。素直でよろしいのダ」

　満足したのか、ドーラはご満まん悦えつな笑えみを浮うかべる。

　俺は来た道を引き返し、メインストリートを目指した。

　とぼとぼと、ドーラの歩ほ幅はばに合わせて夜道を歩く。

「こんな夜中に、一人で何してたんだ？　鍋なべはいいのか？」

「夕刻になって大聖堂の門が閉じられると、ドーラは自由時間になるのダ。夜の間は近衛このえ兵へいが百人態勢で鍋を守るのダ」

　凄すさまじい厳げん戒かい態勢だ。どうやら、祝福の料理というのがこの祭りにとって相当重要な役割を担になっていることは確からしい。町を挙げて作られているようだ。

「その時間を使って、ドーラは港まで行っていたのダ」

「そういえば、港で何かやってたのか？」

「明日あしたの武ぶ闘とう会に出る魔ま物ものを見てきたのダ！　凄すごい大きさだったのダ！」

　嬉き々きとして語るドーラ。その顔は、お祭りを楽しむ子供の顔だった。

「女騎き士しと魔物の対決は毎年の恒こう例れいなのダ。でも、毎年女騎士が瞬しゆん殺さつしてしまっていまいち盛り上がらないのダ」

　盛り上がらないか……ユリアンのヤツ、曲解して気にしてそうだな。

「だから回を追うごとに魔物が強くなっていくのダ。今年のヤツは凄いのダ」

　自じ慢まん話のように語るドーラ。それによると、港には大勢の人がいて、出店も出ていたらしい。魔物の輸送も恒例のイベントなんだろう。出店の食い物を摘つまみながら待つこと数時間。太陽が沈しずんだ頃ころ、魔物を乗せた船が港に戻ってきたのだという。

「魔物を捕とらえた勇ゆう敢かんな近衛兵たちに続き、魔物を入れた檻おりが降ろされたのダ！」

　ドーラの興奮が最高潮に達し、両りよう腕うでを精せい一いつ杯ぱい伸のばして大きさを強調する。

「こ────────んなに大きかったのダ！」

　まぁ、こいつがやると小さいんだけどな。

「その檻にはこ─────────んなに大きな革のシートが被かぶせてあったのダ！」

　動物は目め隠かくしをしておくと大人しくなるものらしい。魔物もそうなのだろうか。

「凄かったのダ！」

　これで話は終わったとばかりにドーラは前を向いて歩くことに専念する。

「…………だけか？」

「だけなのダ」

「魔物は？」

　どんな魔物だったのか、その肝かん心じんな部分が語られていない。

　俺が見つめていると、ドーラの顔が俺のいない方へと向いていく。

「…………見なくても分かるのダ」

　要するにビビったのだろう。檻のでかさに腰が引けて、結局魔物は見ていないのだ。

　俺の冷めた視線に気付いたドーラはムキになって声を荒あらげる。

「そんなに慌あわてて見なくても、明日の夜には武闘場で見られるのダ！」

「ビビって近付けなかったんだろ？」

「ビビってないのダ！　ドーラは、すっごい近くまで行ったのダ！　目と鼻の先まで接近したのダ！」

「じゃあなんで見なかったんだよ？」

　そこまで行ったなら、後は革のシートを捲まくれば拝めただろうに。

「……だって、シートを捲ろうとした時に…………『ぬぉ────ん！』って……」

　ぬぉーん？

「寝ね言ごと言ったのダ！」

「それで逃げ出したのか？」

「く、喰くわれるかと思ったのダ！」

　目に浮かぶようだ。慌てふためいて逃げ出し、行き先も分からず全力疾しつ走そうして、気が付いたら見ず知らずの路地裏で迷子になっていたドーラの一部始終が。

「次は大人と来ような」

「むぅ！　ドーラはもう大人なのダ！」

　お前が大人だったら俺は老人だよ。

　ふと見ると、前方にぼんやりと明かりが見えた。あれはメインストリートの篝かがり火びではないだろうか。

　妙みようにホッとする。なんだかんだと、暗くら闇やみは不安になるものだ。子供でなくともな。

「世の中にはお化け以外にも怖いものが沢たく山さんいるんだから、夜道の一人歩きは避さけろよ」

　ドーラを気き遣づかって、そんな忠告をしておいてやる。

　もっとも、こんなお子ちゃまを襲おそうようなヤツいないと思うが…………いないよな？

「そういえば、今日は変質者も出たらしいのダ。なんでも重度の耳フェチらしいのダ」

　俺の知り合いの噂うわさに変な尾おひれがついていた。あえて修正はしないけれど。

「それで、町の女衆はみんな、こうやって帽ぼう子しを被かぶることにしたのダ」

　言いながら、頭に被ったウィンプルをグッと引っ張る。

「みんなして耳を隠かくして、変質者に狙ねらわれないようにするのダ」

　ウィンプルによって、ドーラの尖とがった耳が完全に隠される。

　これは、まずいんじゃないだろうか？

　エルフかどうか分からなければ、涙なみだをもらう交こう渉しようもし辛づらい。そもそも、新しくエルフを探すのが困難になる。……余計なことをしてくれたな、リズ。

「けどまぁ、もう必要なくなったのダ」

「必要なくなったって、なんでだ？」

「その変質者は、もうこの世にいないのダ」

「えっ!?」

　神しん妙みような面おも持もちでドーラが語る。

「まさか、近衛兵団が切り札を出してくるとは思いもしなかったのダ……気の毒なことをしたのダ」

　神に祈いのりを捧ささげるように空いている右手で十字を切る。

「司祭様が見たらしいのダ。血まみれの女騎士を。あの変質者は、おそらくもう……」

　噂が随ずい分ぶんと広まっているようだ。

　これでますますユリアンは怖がられることになるのだろうな……

「そしておそらく、一いつ緒しよになって逃にげていたという、つまみ食いの賊ぞくたちも…………ん？」

　歩みを止めたドーラに釣つられ、俺も歩みを止める。

　機械仕じ掛かけのようなぎこちなさで、ゆ～っくりと俺の方を見上げるドーラ。顔面は蒼そう白はくで、脂あぶら汗あせが滝たきのように流れ落ちていた。

「は……っ、はふっ…………はふっ！」

　口をパクパクと動かすも、言葉にはならず、掠かすれた息だけが漏もれていく。

　そして、俺の手を握にぎっていた手がそ～～～っと離はなれていき、そのまま二歩、三歩とドーラが後ずさっていく。そして、ぷるぷる震ふるえる指が俺を指し示す。

「お、お…………おっ」

　あの時。噂の変質者と一緒に逃とう亡ぼうしていたつまみ食いの賊……という疑ぎ惑わくをかけられた人物。それはすなわち、フィオナと……俺だ。

「お化けなのダぁぁぁぁあぁぁぁぁぁあっ！」

　夜空を引き裂さくほどの大だい絶ぜつ叫きよう。

「待て！　落ち着け、ドーラ！」

　話を聞かせようと一歩近付く。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ────っ！」

　更さらに大きな悲鳴を上げられてしまった。

「お前はもう既すでに死んでいるのダ！　無念な最さい期ごだったけれど、さっさと成じよう仏ぶつするのダ！」

「勝手に殺すな！　俺は生きてるよ！」

「女め神がみ様の加護をっ！　どうかドーラを助けて欲しいのダ！」

　手を組み、祈りを捧げるドーラだが、すぐに何かに気付く。

「しまったのダ!?　ドーラが女神だったのダ!?　これじゃ助けてもらえないのダ！」

　……なんだか、色々こんがらがっているようだ。

「こうなったら、自分でなんとかするしかないのダ！」

　覚かく悟ごを決めたように、ドーラの眉まゆ毛げが角度を鋭するどくする。

　懐ふところに手を入れ、ネックレスのようになっている銀のロザリオを取り出す。

「この、聖なる魔ま鉱こう石せきのロザリオで浄じよう化かしてやるのダ！」

　ロザリオを握り、白い魔鉱石に指を添そえる。と、ロザリオが眩まばゆい光を放ち始める。

　魔ま法ほうだ。

　俺はお湯を沸わかす際の炎ほのおの魔鉱石の魔法しか見たことがないが、ドーラの放つ光も魔法に違いない。

　聖なる魔鉱石。その効果とは、一体…………

　…………………………じゅっ。

「………………ん？」

　手に違い和わ感かんを覚え、視線を向けると……

「なわぁぁぁああああぅわぁぁぃあぃあぃあぃやぁぁぁああっ!?」

　俺の腕うでが全体的に薄うすく透すけて、先の方から煙けむりのように消え始めていた。

「なんじゃこりゃあっ!?」

　浄化？

　まさか、ゾンビ化した俺は、聖なる力で浄化されてしまうのか!?

　浄化されると、この世から完全に消え去ってしまうのか!?

　──ゾクッ！

　半はん端ぱないほどの寒気が全身を駆かけ抜ぬけた。

　コレはヤバイ。

　死ぬんじゃなく、『消される』！

　この世からもあの世からも、存在ごと、全部。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　俺は堪たまらず走り出し、ドーラの持つロザリオを奪うばい取ろうとした。

「にゃはぁーっ！　襲ってきたのダ!?　怖こわいのダ！」

「違ちがう！　そういうんじゃなくて！」

「浄化！　浄化！　浄化！　浄化！　浄化ぁっ！」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　浄化の光が強くなる。俺の右みぎ腕うでがうっす～～～～～～～～～～くなっていた。

「やぁーめぇーろぉぉぉぉぉぁぁぁぁああああああああっ！」

　無我夢中だった。

　他ほかのことなど考える余地はなかった。

　具体的には、世せ間けん体ていとか倫りん理り観とかそういうのだが……

　とにかく俺は消えたくなくて………………

「……あ、あの、ドーラ…………さん？」

　……言葉は濁にごすけれど、非常に大人げないやり方で…………

「……もしも～し、ドーラさ～ん」

　ドーラを気絶させた。………………反省は、している。

　けど仕方なかったんだ！　マジで！　マッジッで！　超ちよう～～～～怖かったんだって！

　自分が消える。それも、徐じよ々じよに薄くなって、煙のようにだ。……想像しただけで恐おそろしい。なんなら、今でも体が震えているくらいだ。

　超回復により、元の濃こさ、温かさ、確かな存在感に戻もどった自分の腕を確かく認にんするように何度も何度もこすり合わせる。……俺、生きてるっ！

　そんな感動に打ち震える。…………で、だ。

「ど～すっかな、これ……」

　目の前には、気を失った幼女。時刻は深夜。

　……幼女趣しゆ味みの変質者がいないとは限らないし、このままドーラを置き去りにするのはいくらなんでも忍しのびない。

　…………大聖堂へ送り届ける？

　いいや、無理だ！

　俺が送り届けるとする。すると、『お前は今け朝さの賊！』となって、『ドーラに何をした!?』となり、『おのれ悪あく霊りようめ、浄化してくれる！』となって…………後は想像もしたくない。……無理だ、絶対無理だ！　ムリムリムリ！

「と、なると……残された選せん択たく肢しは…………」

　俺は、遠くに見える篝火を見つめ、腹をくくった。







　俺は走った。脇わき目めも振ふらず、全速力で。

　市門の近衛このえ兵へいたちに見つかったらなんて言い訳しようかとドキドキだったが、幸運にも近衛兵たちは全員酔よい潰つぶれて眠ねむっていた。……それでいいのか、門番？

　俺は大急ぎで研究所に戻り、自室のベッドにドーラを寝ねかせる。

　そう。連れてきてしまったのだ。ドーラを。

　ベッドに横たわるドーラはすやすやと気持ちの良さそうな寝ね息いきを立てている。時間も時間だから、このまま朝まで起きないとは思うが……

「目を覚ました時に、絶対暴れるだろうな……」

　浄化だけは絶対避けたい。ロザリオを取り上げればいいのだろうが、触さわるのが怖い。

　だから、これも仕方のないことなのだ。

　俺は物置から引っ張り出してきたロープを使ってドーラをグルグル巻きにした。頑がん丈じように、絶対解ほどけないように。

　これでよし。

「これだけ縛しばれば、目が覚めても動けないだろう。……一安心だ」

「…………何が一安心なのかしら？」

　ホッと一息吐ついた俺の背後で、冷たい声がした。背筋を一いつ瞬しゆんで凍こおらせる、絶対零れい度どの声。

　浄化されかけた時よりも、ある意味では恐ろしい。

　俺は、恐る恐る振り返る。

　予想どおり、そこにはフィオナが立っていた。

　氷の彫ちよう刻こくのように、美しく透き通る冷れい酷こくさを帯びた無表情で。魔ま神じんのようなオーラを放ちながら。そして……ゆっくりと語り始める。

「私が駆け付けたのは、丁度あなたが魔草から出てきた時だった」

　唇くちびるも動かさずに、平へい坦たんな口調でフィオナが音を発する。その場で生成された言葉は、心臓に鎖くさりを巻き付けるように、静かに、確実に、俺の体に送り込まれてくる。

「ぬるぬるのボッチ女と絡からみ合いながら、欲よく情じようしたような発言を繰くり返すあなたを見て、私はあなたに罰ばつを与あたえるべきだと思ったの。状じよう況きよう証しよう拠こから、あなたは完全に有罪だったから。けれど、あなたは私たちを助けるために囮おとりになってくれた。それも、今回で二度目よ……どんな状況であれ、私は真っ先にあなたのことを心配するべきだった」

　表情が変わらないせいで、紡つむがれていく言葉の辿たどり着く先が読めない。怒おこっているのか、感謝しているのか……行き先の見えない不安感が胸に広がっていく。

「あなたは血まみれだったし、とても正常とは思えない状態だった。けれどそれは、あなたの病が引き起こした二次的症しよう状じようによるものだった……流石さすがの私も反省したわ。あなたを疑ったことを……」

　目を伏ふせて、深く長い息を漏らす。静せい謐ひつな瞳ひとみが、こちらを向く。

「反省して、少しはゆっくりと休養してもらおうと思っていたのよ…………けれど……」

　……目が、合ってしまった。

　真っ暗な部屋の中。暗くら闇やみの空間にいながら、フィオナの瞳はより深い暗黒の色を湛たたえていた。そして、背後に立ち昇のぼるオーラさえも……
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「私が眠っている間に幼女を攫さらってくる元気があったとはね…………」

「とりあえず…………話を聞いてくれないか？」

「えぇ、聞いてあげるわよ」

　闇やみの中で「きゅぽん」と、ナニカシラの薬の蓋ふたを開ける音が聞こえた。

「…………来世でね」

　その日、日の出と同時に俺の断だん末まつ魔まの声が辺りに響ひびき渡わたった。




　追記しておくと、今回飲まされた薬も体に『は』いいものだった。
















「離はなすのダ！　このロリコン変態いい匂においお化け！」

　ドーラは目を覚ました直後から俺を罵ば倒とうし続けていた。必死に状況を説明するも、

「美少女誘ゆう拐かい犯の言うことなど何ひとつ聞こえないのダ！」と、取り付く島もない。

「さっさと解放してあげなさい」

　俺にいつもの薬を打ちながら、フィオナが呆あきれたように言う。

「けど、このまま帰したら、また酷ひどい悪評が広まりそうで……」

「もう手て遅おくれよ、誘拐犯」

　俺は、最大限に考こう慮りよしたつもりなのだが……

「ドーラは早く大聖堂へ戻らねばいけないのダ！　一秒でも早く解放するのダ！」

「分かったよ。けど、浄じよう化かだけは勘かん弁べんしてくれよ」

「たとえ今、ドーラが浄化の魔ま法ほうを使ったとしても無む駄だなのダ。体は浄化されても、その穢けがれきった心までは浄化されないのダ。司祭様百人は必要なのダ」

「相当穢れがこびり付いているようね、あなたの心は」

「やかましいわ」

　冷ややかなフィオナの言葉に突つっ込みつつ、ドーラの縄なわを解いてやる。

「どさくさに紛まぎれて変なとこ触るんじゃないのダ！」

「触ってねぇだろ！」

「あなたという人は……この期ごに及およんで」

「触ってねぇってのに！」

　フィオナの向けてくる視線の冷たさに、自分の信用のなさを痛感した。

「祭りの日でなかったら、お前をぼこぼこにしてやっているところなのダ！」

　牙きばを剝むいて威い嚇かくしながら、ドーラは足早に部屋の出口まで駆かけていく。

「バーカバーカ！　アホー！　オタンコナス！　お前の両親が見たらきっと泣くのダ！」

　両親を見ていつも泣いていたのは、むしろ俺の方なのだが。

「お前のかーちゃんでーべーそー！　お前のとーちゃん加か齢れい臭しゆうー！」

　思い付く限りの悪態を吐きながらドーラは俺の部屋を出ていく。そして、去り際ぎわに止とどめの一言を放った。

「ついでに、お前の雇やとい主もでべそなのダ！」

　乱暴に扉とびらが閉められる。

　俺は、イスを投げ付けようとしていたフィオナを取り押さえるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　ドーラと入れ替かわりに、リズが俺の部屋へと入ってくる。

「ナイトさん。朝から幼女に罵ば声せいを浴びせられる様をフィー様に見せ付けるなんて、なんて高度なプレイを……」

「入ってくるなり全開だな、お前は!?」

　が、そんな俺の突っ込みなど意に介かいする様子もなく、リズが明るい声で話を切り出す。

「実は、是ぜ非ひフィー様に見ていただきたいものがあり、お持ちしたんです！」

　そう言って、フィオナの袖そでを引っ張り、部屋を出ていく。俺もそれに続いた。

　リビングへ行くと、一辺が一メートル程度の大きな木箱が運び込まれていた。

「見たこともない植物が複数ありまして。フィー様の研究に役立てばとお持ちしました」

「見たことのない文字ね」

　木箱に書かれた記号のような文字を見て、フィオナがそんなことを呟つぶやいた。

「祭りのために、遠い国から運ばれてきたものなんでしょうか？」

「どこで手に入れたの？」

　フィオナは木箱の蓋を開け、中身を確かく認にんし始める。

「ウチの輸送隊が森の中で発見したそうです。持ち主が見当たらなかったので、隊の方で引き上げてきたんです」

　中世の行商人は、拾った物を自分の商品として販はん売ばいするのが当たり前だったというが、この異世界でも同様のようだ。落とし物を届ける交番みたいなところもないだろうしな。

「魔ま草そうの多く茂しげる森だったそうなので、この中身ももしかしたら魔草か、それに関するものなのではないかと」

「それで、私のところへ？」

「ウチの商人たちも見たことがないと言っていましたし、珍めずらしい物なのかと思いまして」

「いいのか、珍しい物を持ち出したりして」

　リズは笑っているが、稀き少しような物を簡単に手放していいのか？

「正体の分からない物を人様にお売りするわけにはいきませんから」

　なるほど納なつ得とくだ。口にする物や薬に使われる植物なんかならなおさらだろう。

　俺とリズが話している横で、フィオナは木箱から麻あさ袋ぶくろをひとつ取り出し、中身を確認している。麻袋には、箱に書かれていたのと同じような文字が記されていた。

「う～ん……見たことないわね。魔草じゃなくて普ふ通つうの植物に見えるけれど…………」

　魔草とそうじゃない植物って見分ける方法があるのか、などと思っていると、俺の鼻先に懐なつかしい匂いが漂ただよってきた。……この匂いは。

「悪い、ちょっと見せてくれないか」

　箱に駆け寄り、フィオナの持つ麻の袋を覗のぞき込む。そこには大変馴な染じみのある植物、普通の人間が最初に触れるであろう基本的な家庭料理に使用される、あの植物が入っていた。

「クミン……」

　懐かしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　木箱の中には他ほかにも複数の袋が入っていた。

　俺はそれらの袋を次々と開け、中身を確認していった。その結果……

「シャンバリーレ、唐とう辛がら子し、こっちの粉末はコリアンダーか……」

　ある種想像していたとおりのラインナップだった。

「ナイト、これが何か知っているの？」

「あぁ。俺の国ではポピュラーな香こう辛しん料りようだ」

　これだけあれば、深みのあるガラムマサラが作れる。

「俺の国の代表的料理。基本中の基本、カレーの材料だ」

　普通の男は料理くらい出来るだろうと、俺が最初に覚えたのがカレーだ。カレーくらいは作れて当然。そう思った俺は真っ先にカレー粉の命ともいえるガラムマサラの作り方を勉強した。今となっては、俺オリジナルのスペシャルブレンドカレーが作れるほどだ。

「香辛料なんですか」

「お祭りで異国料理を売るつもりだったのかしらね。珍しい物はよく売れるもの」

　感心したように木箱を覗き込むリズの横で、フィオナがそんな推論を立てる。

「それでなくても、香辛料は高値で売買されますからね。どこかの国の行商が落としたのでしょう。もしくは…………。なんにせよ、気の毒なことですね」

　魔ま物ものや、人を襲おそう魔草が沢たく山さんいる世界だ。行商は命懸けの職業なのだろう。それに、この木箱が発見されたのは魔草の生おい茂る森だと言っていたし……

　魔草…………それに、異国料理…………

　いくつかの情報が重なって、俺の中にもひとつの推論が持ち上がる。

「もしかして……。こいつは、異世界から運ばれてきたんじゃないか？」

「異世界？」

　リズが首を傾かしげる。

「ナイトは異世界から来たのだと主張しているのよ」

「まぁ…………そんなご病気が……」

「違ちがうから！　病気じゃないから！」

　俺は、組み上がった推論を披ひ露ろうする。

「以前にも言ったが、俺はここの庭に生えていた魔草によってこの世界へ引き摺ずり込まれたんだ。つまり、異世界間を行き来出来る魔草が存在しているんだよ！」

　どういうわけか、異世界と繫つながった後は姿を消してしまうようだが。

「この木箱も、そうやってこっちの世界に引き摺り込まれたものなんじゃないか？」

　これは明らかにカレーを作るためにまとめられた香辛料だ。それにこの文字、よく思い返してみれば中東の方の文字に似ている気がする。知識がないので断言は出来ないが……俺がこの世界へ来たのは、奇き跡せきというほど確率の低いものではないのかもしれない。

「だとすれば、異世界間を行き来するあの魔草は度たび々たび出現し、俺のいた世界とこの世界を結んでいるのかもしれない」

　これは希望的観測だ。しかし、ありえないとは言えないはずだ。

「よしっ！　希望が見えてきたぞ！」

　テンションが鰻うなぎ登のぼりだ。追い風が吹ふいている、そんな感じがする。

「俺、今からひとっ走り、町の中をグルッと見てくるぜ！」

「一人でエルフの涙なみだを探しに行くつもりなの？」

「あぁ！　なんだか、今ならノリでなんとかなりそうな気がするんだ！」

　俺の返答に、フィオナが呆れたように眉まゆを寄せる。

「まあ、いいわ。私は作っておきたい薬があるから、午前中は研究室へこもるわね」

「分かった。じゃあ、ちょっと行ってくる！」

　そう言って家を飛び出そうとしたところで、俺は「あっ！」と立ち止まる。

「リズ、ひとつ頼たのまれてくれないかな？」

　突とつ然ぜん名を呼ばれ、リズが小動物のようにこちらを向く。

「米を用意しておいてくれ。滅め茶ちや苦く茶ちや美う味まいカレーを御ご馳ち走そうしてやるからさ」

　折せつ角かく材料が揃そろっているのだから、こいつらにも是非食べさせてやりたい。日ひ頃ごろの感謝も込めて、俺の取って置きの料理をな。

「かしこまりました。お米の手配と、それから、期待もしておきます」

　リズの笑え顔がおをもらい、俺は再度気合いを入れる。

「じゃあ、今度こそ行ってくる」

　フィオナたちに言葉を投げ、俺は町に向かって走り出す。

　まだ太陽は低い位置にいた。さっさと片付けてやる。







「いねぇ……」

　エルフを探して町中を駆け回ること数時間。ノリではなんともならなかった。

　ドーラが言ったように、町にいる女性の多くは帽ぼう子しやフードで耳を隠かくしていた。どこかで噂うわさが広まっているのか、旅行者と思おぼしき女性までもがそれに倣ならっている。変質者が退治されたという情報も出回っていれば、難なく見つかると思ったのだが……

　これはやっぱり、ドーラを当てにする他ないのかもしれない。

　俺は、遠くに見える大聖堂の屋根を仰あおぎ見る。

　現在地は港に程ほど近い路地裏だ。メインストリートからは大分離れている。祭りの喧けん騒そうもどこか他人ひと事ごとのように遠くに聞こえるのみだ。

　腹を決めるべきかもしれない。浄化が怖こわいとか、言っていられない。

　──と、背後から女のすすり泣く声が聞こえてきた。

「…………なさい…………ごめん…………なさ…………い…………ごめ…………」

　昼間でも薄うす暗ぐらい路地裏。人通りもほとんどなく、人々に忘れ去られたような寂さびしい場所。湿しめった空気の満ちた陰いん湿しつな空間…………

　そこには、「ごめんなさい」とすすり泣く女の霊れい……ではなく、ユリアンがいた。

「何やってんだよ、こんなとこで？」

「うわぁあっ!?」

　俺の声に驚おどろいてユリアンが体を仰のけ反らせる。……いや、驚いたのはこっちの方だから。

「き、貴様は…………まさか、幽ゆう霊れい!?」

「お前の方がよっぽど幽霊っぽかったからな、今！」

　ユリアンは俺の体をじろじろと見つめ、恐おそる恐る胸や腰こしを突つっ付いてくる。

「か、体は……なんともないのか？　ほ、本当に……生きているの……だな？」

「当たり前だ」

　次いで、両手で俺の顔を挟はさみ、まじまじと至近距きよ離りで観察してくる。

「死なない、というのは、事実だったのか……」

「そ、そう言ったろ」

　ユリアンの顔が間近に迫せまって、ちょっとドキドキしてしまう。

　手を払はらいのけると、ユリアンは安あん堵どの表情を浮うかべ、その場にへたり込んでしまった。

「……よかったぁ」

　言い終わった後、眉まゆ毛げがきゅっと曲がり、泣きそうな表情を見せる。

「生きててよかったよぉ…………」

　無防備なその表情はどこか頼たよりなくて、……思わずキュンときてしまった。

「なんか、心配かけたみたいで悪かったな」

「い、いや、別にっ。あたしは貴様の心配をしていたわけではなく……その、少し……やり過ぎたかもと、反省を…………」

　しゅんとうな垂れる姿はなんともしおらしく、守ってあげたくなる。……まぁ、実力から見れば、確実に俺が守られる側だけどな。

「正直、あの時は本当に怖くて……父が、『男は怖い生き物だ』と言っていたが、初めてその意味が理解出来た。あと、『変質者は有う無むを言わさず斬きり捨ててよい』という教えにも納得した」

　腕うでを組んでうんうんと頷うなずく。納得しているところ悪いが、どんな教育方針だよと突っ込みたい。こいつの親父おやじさんは過保護を通り越こして危険人物のレベルだな。

「とにかく生きていてくれてよかった。あたしは人を殺あやめたことがないことだけが取り柄えの女だからな」

　ほっと安堵の表情を見せる。いや、もう少し何か取り柄を見つけろよ、人として……

「それで、今日は何をしているんだ？　こんな人ひと気けのない寂しい場所で？」

　それはこっちこそが聞きたい。

「こんなところに来ても何もないぞ。誰だれもいないし、誰も通らない。少々騒さわいだところで誰にも気付かれない…………こんな場所に…………」

　ユリアンがトーンダウンし、ゆっくりと、両りよう腕うでで自身の体を抱だき締しめる。

「こんな場所に連れてきて、あたしに何をするつもりだ!?」

「お前がこんな場所に来たのは自発的にだろうが！」

　どういうわけか俺は今、変態を見るような目で見られている。その目をやめろ！

「フィオナ・モナステリオなんぞと行動を共にしているから怪あやしいと思っていたが、貴様は普通ではないどこかぶっ飛んだ変な女に欲よく情じようする変態なんだな!?　それであたしにまで興味を抱いだいたというわけか!?　しかし残念だったな、いくらあたしが変な女だからといって貴様のいいようには……って、誰が変な女か!?」

「とんだ一人上手だな、お前は!?」

　これ以上は時間の無む駄だだと判断し、俺は話を切り上げる。今はエルフの涙が最優先だ。

「別にお前に用があったわけじゃないんだ。邪じや魔まして悪かったな。それじゃ」

「……あたしは用無しか…………そうだろうな、どうせ……ふん」

　きゅっと体を丸めていじけ始めてしまった。面めん倒どうくさいな、こいつは!?

「お前こそ、こんなとこにいていいのか？　夜から武ぶ闘とう会に出るんだろ？」

「別に……あたしなどいなくても……どうせ毎年あたしの時だけ盛り上がらないし……」

　完全にしょげて、さらに縮こまっていく……やっぱり気にしてたか。

「そんな顔すんなよ、俺も見に行くから」

　俺の言葉を聞いて、ユリアンがガバッとこちらを向く。目を限界まで見開いている。

「そ、それは………………あたしを、応おう援えんしに来るということか？」

「あ、あぁ。まぁ、そうだな。応援しに行くよ」

　すすすっと、音もなく距離を詰つめ、俺の顔を真下から覗のぞき込んでくる。

「じゃ、じゃあ、『ガンバレー』とか、言うのか？」

「そ、そうだな……言う、かもしれないな」

　バッと俺の手を取り、両手で握にぎり込む。口元がふやふやと緩ゆるんでいく。

「大きな声でか？」

「お前がヤバそうなら、つい声も大きくなるんじゃないか？」

「分かった。内臓くらいは出してみよう！」

「いや、出すなよ！」

　ユリアンは摑つかんでいた手を離はなし、体を反転させて俺に背を向ける。

「……そうか、応援に来るのか」

　呟つぶやいた後、ユリアンは両手で思いっ切り自分の頰ほおを叩たたいた。

「まぁ、貴様の応援などどうでもいいのだが……」

　ここで颯さつ爽そうと振ふり返り、俺に向かってビシッと指を突き付ける。

「貴様に見せてやろう。完かん璧ぺきな勝利というヤツを！」

　キリリと引き締まった決め顔を見せるも、口元だけは嬉うれしそうにニヤけていた。

「あたしは別に楽しみでもなんでもないが、絶対に来いよ！　来ないと斬るからな！」

　グイグイと詰め寄り、俺の瞳どう孔こういっぱいに輝かがやく笑顔を映し込んでくる。ランドセルをプレゼントされた直後の子供のような、弾はじける笑顔だった。

「そうだ。町の警備に戻もどらねば。賊ぞくでも現れて武闘会が中止になったら大変だ！」

　蹲うずくまって泣いていた顔はどこへやら、ユリアンはなんとも頼もしい騎き士しの顔になり、

「町の平和を守ってくる！　さらばだ！」

　と、颯爽と立ち去っていった。

　……あの性格はある種見習いたいものだ。なんにせよ、元気が出たようでよかった。

　俺はユリアンの背中を見送ってから、大聖堂を目指して歩き始めた。







「何しに来たのダ、ロリコン賊!?」

　大聖堂の前は昨日以上の賑にぎわいで、俺はその人込みに紛まぎれてこっそり中を窺うかがおうとしたのだが……すぐさま見つかってしまった。

「ロリコン賊ってのやめろ！　聞こえが悪い！」

「お前はドーラを誘ゆう拐かいして、荒あら縄なわで縛しばって、強ごう引いんに変なところを触さわりまくったのダ！」

「わぁ、声がでかい！　ってか、何もかもが誤解だ！」

　大聖堂の門の前に集まった大勢の人々の、俺を見る視線が一いつ瞬しゆんで冷たくなった。

「お前みたいな節操のない変態は見たことがないのダ！　いつでもどこでも発情して！」

　謂いわれのない非難を浴びせながら、ドーラが俺にしがみ付いてくる。

「こんなに、いい匂においが…………今日も……すんっすんっ！」

「いつでもどこでも発情してんのはどっちだ!?」

　またしても鼻を摘つまんでやろうとするも、ドーラは器用に俺の体をよじ登り、なんかの虫みたいに這はい回り始めた。

「ちょこまかすんな！」

　そんな『くんかくんか虫』に悪あく戦せん苦く闘とうしていると、人込みの中から突とつ如じよ大勢の男たちが現れ、大聖堂の庭へとなだれ込んでいった。

「今だ！　祝福の料理を奪うばえぇぇえええっ！」

　一ひと際きわデカイ体をした男が声を張り上げると、男たちはそれに呼応するように「オォーッ！」と叫さけび声を上げた。

　二十人ほどの大男が津つ波なみのように押し寄せ、大聖堂の庭は一瞬にしてパニックに陥おちいる。

「なんだよ、こいつらっ!?」

　思わず漏もらした俺の声に、背中に張り付いていたドーラが大声で答える。

「賊なのダぁーっ！」

　背中を蹴けり飛び降りたドーラは周りの人間に声を投げる。

「賊が出たのダ！　みんな、祝福の料理を、鍋なべを守るのダぁーっ！」

　鍋のそばに控ひかえていた近衛このえ兵へいが応戦するが、賊たちはそれを数で圧あつ倒とうする。そこへ教会の中から援えん軍ぐんが現れるが、最初の一声を上げた大おお柄がらな賊が巨きよ大だいな両りよう刃ば斧おのでその援軍を全員なぎ払ってしまった。

「軟なん弱じやくな近衛兵がこのボドービル様に挑いどむなんざ、百年早いわぁ！」

　威い勢せいよく声を上げた大柄な賊──ボドービルの言葉に、他ほかの賊たちが一層勢いを増す。賊たちの手にはそれぞれ武器が握られており、組織立った集団だと分かる。

「祝福の料理に手出しはさせないのダ！」

　ボドービルに向かって走り出そうとするドーラを背後から抱きかかえる。

「待て！　危ないぞ！」

「離すのダ！　鍋を守るのが鍋守の役目なのダ！」

「相手は武器を持っているんだぞ!?」

「関係ないのダ！」

「関係あるだろぉがっ！」

　暴れるドーラを力で押さえ付ける。

「オラァ！　鍋を寄よ越こしやがれ！」

　巨大な熊くまのように、ボドービルが鍋に向かって突とつ進しんしていく。立ち塞ふさがる近衛兵は次々に弾はじき飛ばされていく。桁けた違ちがいのパワーだ。

　腕の中のドーラが一層激しく暴れ出す。

「離すのダ！　祝福の料理がなければ、祭りが台無しになるのダぁ！」

「お前の命を懸かけるほどのことかよ!?」

「懸けるほどのことなのダっ！」

　ドーラ渾こん身しんの頭ず突つきが俺の顎に炸さく裂れつする。視界が暗転し、意識が飛びそうになった。

　俺の腕から抜ぬけ出たドーラは、ボドービルと鍋の間に体を割り込ませる。

「祝福の料理には、指一本触ふれさせないのダっ！」

「うるせぇぞ、ガキッ！」

　立ち塞がるドーラを、ボドービルは遠えん慮りよのない一いち撃げきで殴なぐり付ける。

　頰を殴られたドーラは糸の切れた人形のように吹ふき飛び、大聖堂の門へと激げき突とつした。

「ドーラッ!?」

　駆かけ寄ろうとした俺の目の前で、ボドービルが鍋へと手を伸のばす。

　瞬しゆん間かん、頭に血が上った。

　全速力でボドービルの横っ腹にタックルをかます。不意打ちにボドービルはよろけ、鍋の前から数歩離れる。そこへ、今度は俺が立ち塞がる。両手を広げ、鍋を守る。

「テメェ……ぶっ殺されてぇのかっ!?」

　巨大な斧おのが振り下ろされ、地面を穿うがつ。地じ響ひびきがして砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。

　だが、それがなんだ!?

「お前ら、バカじゃねぇのか!?　そんなにつまみ食いがしたいか？　そんな、しょうもないもんのために、人を傷付けて……ドーラを殴りやがって！」

　怒いかりが込み上げてくる。なんでもかんでも思いどおりにことが運ぶと思うなよ！

「女め神がみの料理が食いたきゃ女神にでもなるんだな！　まずはその汚きたない顔に化け粧しようでもしてみたらどうだ!?」

　俺の発言に、思わず誰かが吹き出した。そうして、くすくすという笑いが伝でん染せんしていく。

　それに合わせて、ボドービルの顔が真っ赤に染まっていく。赤黒く。どす黒く。

「……ぶっ殺す」

　ボドービルは額に青筋を浮うき上がらせ、両腕で巨大な斧を振り上げる。上段に掲かかげられた斧の刃はが鈍にぶく光を反射する。

　親父おやじが言っていた。『どんなに破は壊かい力を持った攻こう撃げきでも当たらなければ意味が無い』と。

　あんなデカイ斧では攻撃パターンは限られる。おまけに構えを晒さらすという愚ぐ行こうまで犯おかし、ボドービルの攻撃は上段からの振り下ろし一択たくに絞しぼられた。

　軌き道どうが読める攻撃など、当たるはずがない！……はずが、なかったのだが…………

　ボドービルが振り下ろした渾身の一撃は、恐おそろしく速かった。

　これは回かい避ひ出来ない……直ちよく撃げきする…………

　事故の瞬間のように、世界の流れがスローモーションになる。コマ送りの世界で、俺は瞼まぶたを閉じることも出来ず、迫せまり来る凶きよう器きをジッとただ見つめているしか出来なかった。軌道が分かっていても、それに反応出来るだけの機能を、俺の体は備え付けていないのだ。そんな当たり前のことに、今いま更さら気が付いた。

　と、その時。迫り来る絶望を映し出す俺の視界に、何者かが割って入ってきた。そいつだけがスローモーションの世界に反して、早送りのような速度で俺の目の前に出現する。

　次の瞬間には、ギィィィンッ……と、鋭するどい金属音が響ひびいていた。

「悪いが、彼には手を出さないでもらおうか」

　俺の目の前に割り込んできた後頭部が言う。

「彼には、今夜の武闘会であたしに声せい援えんを送るという大切な役割があるのでな！」

　思考回路が正常運転を再開し、目の前の状じよう況きようを理解する。

　あの一瞬のうちに、ユリアンが俺の前へ滑すべり込み、ボドービルの巨大な斧を剣けんで受け止めたのだ。五十センチ以上はあろうかという体格差をものともせずに。

「怪け我がはないか？」

　そして、首を回し視線を俺に向けてくる。なんだ、この男前!?

　ボドービルは突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に戸と惑まどっていたが、すぐさま怒りを再燃させ斧を振り上げる。

「邪じや魔ますんなら、テメェもぶっ殺してやらぁ！」

　ボドービルの斧が振り下ろされる。が、ユリアンはこちらを向いたままだ。鈍どん器きのような斧の刃がユリアンの頭を捉とらえる…………寸前で真っ二つに切れた。

　振り向むきもせず、後ろ手に振り抜いた刃が太陽の光を反射させ、きらりと輝く。

「オ、オメェ……まさか、ユリアン……か？」

　ボドービルの巨きよ体たいが小刻みに震ふるえ始める。どうやら今になって気が付いたようだ。ボドービルを始め、他の賊たちにも絶望的な空気が広がっていく。

「皆みなが楽しみにしている祭りだ…………台無しにするような行こう為いは慎つつしめ！」

　ユリアンの一声で大聖堂の庭へと近衛兵が大勢なだれ込んでくる。

「全員、ひっ捕とらえろぉー！」

　近衛兵の先頭を走る男が叫ぶと、他の者が「オォーッ！」と声を上げ、賊ぞくたちを次々に取り押さえていく。

「来てくれたんだな、ユリアン」

　この動乱を鎮しずめてくれたヒーローに、俺は笑えみを向ける。

「当然だ。町の平和を守るのが騎士の務めだからな」

「助かったよ。ありがとうな」

「えっ！　あ、ま、まぁ……当然だ…………友達、だからな」

　凛り々りしい騎士の顔が、真っ赤に染まった少女の顔へと変わる。照れるユリアンを見て、心を締しめ付けていた緊きん張ちようが解ほぐれていく。

　賊たちが次々に捕らえられ、大聖堂の庭は落ち着きを取り戻もどしつつあった。

　事態の終息を確信してか、ユリアンは剣を鞘さやへとしまった。

　そこへドーラが駆けてくる。頰ほおを真っ赤に腫はらしながらも、鍋の安否を真っ先に確かく認にんしている。

「よかったのダ……本当に、よかったのダ……」

　ドーラによかったなと言ってやろうと歩き出した時、ボドービルが吼ほえた。

「もぉーいいっ！」

　ぶちぶちと、野太い血管が切れる音が聞こえ、怒り狂くるったボドービルが近衛兵を振ふり払はらう。そして、固く握にぎった拳こぶしを鍋目め掛がけて打ち出す。

「あぁっ!?」

　いち早く反応したのはドーラだった。

　ボドービルの拳に突つき上げられ、宙に浮かんだ鍋を守ろうと腕うでを伸ばす。

　しかし、空中で傾かたむいた鍋からは、黄こ金がね色のスープが零こぼれ出していた。かなりの高温であることを、立ち上る湯気が知らせている。

　ドーラの身長ほどもある巨大な鍋がドーラに襲おそい掛かかる直前、ユリアンがドーラを突き飛ばした。その直後、高温のスープがぶちまけられ、熱せられた鍋がユリアンの上へ落下する。辛かろうじてそれを受け止めたユリアンだが……

「……っぁあ!?」

　ジュッという恐ろしい音を立てて、ユリアンの手のひらが焼かれる。

　手から滑り落ちた鍋はユリアンの肩かたにぶつかり、首を掠かすめて地面へと転げ落ちた。

　ユリアンがくずおれる音と、鍋が跳はねる金属音が辺りに響く。

「ざまぁーみろ！　素す直なおに寄越さないからこうなるんだ！　これで祭りはおしまいだ！」

　背後から聞こえたのは、その場を搔かき乱す下げ卑びたがなり声で、その次に聞こえたのは、ボドービルの手足に突き立てられた槍やりが発した刺し突とつ音だった。

　ボドービルの上げる醜みにくい悲鳴を無視して、俺はユリアンへ駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか、ユリアン!?」

　抱だき起こそうとして、思わず躊躇ためらった。

　腕が……首や頰も……真っ赤に染まっていた。火傷やけどだ。かなり重じゆう症しように見える。

「……すまない。料理を、守れなかった…………」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、酷ひどい水ぶくれを作る手を握り締める。

「おまけに、この腕じゃ…………武ぶ闘とう会にも出られそうにない……最悪だ」

　眉み間けんにシワを寄せ、瞼をきつく瞑つぶる。悔しさが滲にじみ出ていた。

「……そんなこと、ない」

　何も出来なかった自分の無力さを悔くやむ。けれど、それ以上に、こいつに、誰だれよりも頑がん張ばったユリアンに何かを言ってやりたくて、思い付くままに言葉を吐はき出す。

「武闘会で活かつ躍やくするより、強大な魔ま物ものを一撃で倒たおすよりも、もっと、ずっと……」

　まとまっていない不格好な言葉を、ありったけの思いを込めてユリアンに伝える。

「祭りを守ろうとしたさっきのお前は、滅め茶ちや苦く茶ちやカッコよかったぞ！」

「…………そうか。ありがとう」

　ユリアンは、とても優やさしい笑みでそう言ってくれた。

　その後、駆け付けた近衛このえ兵へいがユリアンを慎しん重ちように運んでいった。賊は既すでに連行されていったようだ。大聖堂の庭には数人の司祭と、台無しになった祝福の料理と、地面に手を突いて大泣きしているドーラが残った。

　門の外では、町の人々が沈ちん痛つうな面おも持もちで成り行きを見守っている。

　祝福の料理は失われた。

　周りの目も憚はばからず大泣きをするドーラに、恐る恐る声をかける。

「なぁ、ドーラ。もう一度作るわけにはいかないのか？」

「無理なのダ！　そんなこと、出来るはずがないのダ！」

　ヒステリックに叫さけぶドーラの声は、聞く者の心を引き裂さくように響く。

「時間も材料ももうないのダ！　祝福の料理はもう作れないのダ！」

「代わりの料理じゃダメなのか？　もっと簡単に作れるヤツで代用ってことで」

「無理なのダ！　代わりの料理なんて…………黄金色に、輝かがやいて…………美お味いしくて……幸せになれる……料理なんて…………」

　嗚お咽えつに邪魔されて言葉が出なくなる。喉のどをヒクつかせて、その度たびに肩を震わせる。そんなドーラを見下ろして、俺は懐ふところに入れたピスティスの布を握り締める。

　エルフの涙なみだ…………いや、ダメだ。

　蹲うずくまるドーラの前に膝ひざを突き、肩を抱だいて体を起こす。涙でぐしゃぐしゃになった顔を、袖そでで乱暴に拭ぬぐってやる。

「ちょっと待ってろ。俺に心当たりがある」

　ドーラの目を見て言う。

「諦あきらめるのはまだ早いだろ。諦めるのは、とことん悪あがきしてからにしようぜ」

　大きな目から、また涙が零れ落ちる。それを親指で強ごう引いんに拭う。

　この涙はダメだ。俺の勝手で利用していい涙じゃない。

　どうせなら、こいつが大喜びして流す嬉うれし涙をもらってやる。

「俺が戻るまでに鍋なべを洗って、料理が出来るようにしておけ」

　ドーラの頭をぐしゃぐしゃと撫なで、立ち上がる。

「女神がぶったまげるような美う味まい料理を食わせてやる！」

　それだけを言い残して、俺は大聖堂を後にした。メインストリートを走り抜ぬけ、一路研究所を目指した。







「フィオナ！　力を貸してくれ！」

　研究所のドアを開けるなり、俺は大声で叫んだ。が、そこにフィオナの姿はなかった。

　ならばと、俺はリビングを抜け廊ろう下かを進み、フィオナの部屋のドアを力任せに開いた。

「フィオナ！………………あ」

「…………なっ」

　フィオナがいた。衣服をはだけ、今まさに素すっ裸ぱだかになろうかというような状況で。

「ぅにゃあぁぁぁぁ───っ！」

「ごめんなさいっ！」

　部屋を飛び出し後ろ手にドアを閉める。と同時に、ドアに重たい何かが激げき突とつする音がした。……たぶんこれ、石いし臼うすだな。危なかった。

　しばらく部屋の中からドタバタという音がして、その後乱暴にドアが開かれる。

「いや、悪い。実はなフィオナ……」

　俺が言い終える前に、強きよう烈れつなビンタが頰に炸さく裂れつした。

「正気は、取り戻せたかしら？」

「……あぁ。おかげで頭が冴さえたよ」

　確かに、頭に血が上っていたかもしれない。少し落ち着こう。

　リビングに向かいながらも、フィオナは赤い顔でぶつぶつと文句を言っている。

「また……む、胸を…………またしても……」

「大丈夫だよ、見えなかったから」

「……小さ過ぎて見えなかったというの？」

「そうじゃねぇよ！　角度的に見えなかったんだよ！」

　こいつの被ひ害がい妄もう想そうも、結構根が深いな。

　リビングに着くなり、フィオナは椅い子すに腰こし掛かけて不ふ機き嫌げん顔で俺を睨にらむ。

「それで、何かあったのかしら？　随ずい分ぶんと慌あわてていたようだけど」

　ふてくされながらも、話を聞く気はあるようなので、俺はフィオナに大聖堂での出来事を説明した。ユリアンが大火傷を負ったことと、祝福の料理が台無しになったことを。

　話を聞き終えると、フィオナは呆あきれたようにため息を漏もらした。

「熱した鍋を持つとそうなることくらい予想出来なかったのかしら、あのボッチ女は」

「あのなぁ、仮にも俺を助けてくれたんだぞ。そんな言い方は……」

　と、俺の顔の前に一本の瓶びんが差し出される。口広で底の浅い瓶だ。中には薄うす桃もも色いろの薬が詰つまっている。

「ケンテ・ペーレを使って作った薬よ。火傷にはこれが一番効くわ」

　両手を揃そろえて手のひらを上に向けると、そこへ瓶がぽとりと落とされる。

「あのボッチ女に渡わたしてやりなさい。お代は……まぁ、あなたの命と引き換かえでいいわ」

　視線を逸そらし、どこか照れたように言う。そんなフィオナの言葉に、俺は固まる。

「……つまり、俺に死ねと？」

「どういう思考回路をしているのかしら？　命を救われたのでしょう？　だから、今回はそれでチャラということよ。言わせないでくれるかしら、恥はずかしい」

「あ、あぁ！　そういうことか！」

　俺はホッと胸を撫で下ろす。

「でも、どうしたんだこの薬？」

「今け朝さ作りたいと言っていた薬よ。灼しやく熱ねつの花を開花させる時の保険にね」

　灼熱の花は土が溶とけるほどの高温で開花する。確かに、火傷の薬はあった方が心強い。

　ケンテ・ペーレが火傷に効くとは思わなかったが、業ごう火かの中でも平気な花だったし、なんとなく納なつ得とくしてしまう。

「それで、祝福の料理の方はどうするつもりなの？」

『何か案はあるんでしょうね？』と、その目が問いかけてくる。

　もちろんだと、俺はリビングに置かれたままの木箱に平手を打ち付けて宣言する。

「カレーを作るぞ！　それも、とびっきり美味いヤツをだ！」

　カレーを知らないフィオナは小首を傾かしげているが、カレーの美味さを説明するのに言葉は要いらない。今のお前のその顔も、一口食えば納得の笑え顔がおに変わることだろう。

「ところでリズは？」

「お米を取りに行っているはずよ。そろそろ戻ってくるんじゃないかしら？」

　そう言うフィオナの言葉の直後、研究所の外に蹄ひづめと車輪の音が響ひびいてきた。馬車だ。

「ね？」

　恐おそろしいまでのナイスタイミングだ。流石さすがはリズ、と言うべきか？

「あら、ナイトさん。エルフの涙はもう手に入りましたか？」

　研究所へ入ってくるなり痛い質問を投げてくる。

「あぁ……いや、それはまだなんだが……」

　フィオナが、分かりやすく肩をすくめる。

「でも、お前らが協力してくれりゃ手に入るかもしれないんだ。力を貸してくれ！」

　俺の言葉に、リズも、そしてフィオナも瞳ひとみを輝かせる。

「はいです！」

「そうね……薬のために、一ひと肌はだ脱ぬぎましょう」

　いくつか必要な道具を持ち出し、次いで木箱をリズの馬車に積み込む。馬車に積まれていた米は既に精米が終わっていた。すぐにでも食べられそうだ。

「よし、じゃあ行くぞ！」

　横一列で馬車に乗り込み、俺たちは大聖堂へと向かって出発した。







　市門で近衛兵に事情を話しケンテ・ペーレの薬を渡すと、確かにユリアンに届けると約束してくれた。大荷物を積んだ馬車も、リズの顔パスで難なく乗り入れることが出来た。

　そうして舞まい戻もどってきた大聖堂の庭。

　俺が言ったとおり、辺りは清せい掃そうされ、調理の準備が整っていた。

「準備は出来ているのダ。好きに使えばいいのダ」

　ドーラがまだ赤い目で俺を見上げる。

「サンキュな」

　言って、頭をぽんぽんと叩たたく。と、俺の手をドーラの小さな両手がギュッと摑つかんだ。

「…………失敗したら、浄じよう化かしてやるのダ」

　……背筋が凍こおった。ふと辺りを見み渡わたすと、司祭やシスターが恐ろしい目で睨んでいた。

「………………最善を尽つくします」

　命いのち懸がけの料理になりそうだ。

　木箱から材料を取り出し、並べていく。見たことのない植物の数々に、見守る群衆からどよめきが上がる。「また薬やく剤ざい師し協会が変なことを始めたぞ」「魔ま草そうが暴れたりしないだろうな？」「本当に食えるのかよ？」そんな見当外れな声が聞こえる。

「気にする必要はないわ。あなたは、自分のやるべきことに集中しなさい」

　フィオナの冷静な声に、若じやつ干かんイライラしていた心が落ち着いていく。

「あぁ。分かったよ」

　腕うでを捲まくり、気合いを入れる。……よぉし。俺の本気を見せてやる！

「さぁ、いっちょ始めるか！」

　野菜の皮むきとカットをフィオナに、洗米をリズに頼たのみ、俺はベースとなるガラムマサラに取り掛かかる。フィオナの秤はかりを使い、香こう辛しん料りようの分量を量ってから大きな中ちゆう華か鍋なべのような作りのフライパンへ投入する。

　クミンシード、コリアンダー、シャンバリーレ、ベイリーフ、唐とう辛がら子し、フェンネル……

　これらの香辛料をまずは軽く乾から煎いりする。地味な作業だが、味を大きく左右する重要な工程だ。決して焦こがさないように、けど程ほどよくパリッとするように……

　最初のうちは不安げな顔をしていた観衆も、香辛料の香かおりが立ち上り始めると、関心を示すようになってくる。好こう奇き心しんが顔中に広がっていく。

　乾煎りを終え、香辛料の粗あら熱ねつをとっている間に、具とは別に用意したタマネギを飴あめ色いろになるまで炒いためる。観衆の「え、それ焦げてない？」みたいな視線は一いつ切さい無視だ。

　気が付けば俺は全身汗あせだくになっていた。凄すごく神経を使う。体で感じる熱も半はん端ぱない。しかし、日にち没ぼつが迫せまっている。手を休めるわけにはいかない。

　熱がとれた香辛料をフィオナの薬や研げんに入れる。これを細かい粉にすればカレーの素となるガラムマサラの完成なのだが、これが重労働なのだ。植物の種や葉っぱはなかなか粉になってくれない。特にカルダモンとクローブが曲くせ者ものだ。

　ミキサーなんて洒落しやれたものは無いので、ガリガリと薬研を押して、引く。

　俺の作業を覗のぞき込んでいたフィオナが俺の手からそっと薬研を取り上げる。

「貸しなさい。プロの技わざを見せてあげるわ」

　得意げな笑みを浮うかべ、慣れた手つきで薬研を動かし始める。

　ザッザッと、俺がやった時とはまるで違ちがう軽い音が響いてくる。動きも滑なめらかで、中の香辛料も見る見る粉へと変わっていく。それに合わせて、香こうばしい匂においが広がっていく。

　この頃ころになると、見守る群衆の目は『期待』の色に染まっていた。

　ここでリズに研といでおいてもらった米を火にかける。ここからの四十分が勝負だ。

「リズ、鍋を見張って泡あわが出てきたら教えてくれ。けど、絶対蓋ふたは開けるなよ」

「分かりました」

　リズに番を任せ、俺はカレーの仕上げにかかる。

　鍋なべに油を引き、生しよう姜がとにんにくを炒める。香りがついてきたところで肉を入れ、焦げ目と香りをしっかりつける。野菜を入れ火を通したら、そこへ飴色タマネギを投入する。その後、トマトの水みず煮にとこちらの世界の調味料を加え水を入れる。このまま煮に込こめば野菜と肉の旨うまみでしっかりとした出だ汁しになってくれるだろう。

「出来たわよ」

　予想以上に素す早ばやく、フィオナがガラムマサラを完成させてくれた。

　煮込んだ鍋にガラムマサラを加えると、辺り一帯にぶわっとカレーの香りが広がっていく。鼻び腔こうを通り胃い袋ぶくろに訴うつたえかける豊かな香りだ。

　いつの間にか三倍以上に膨ふくれ上がった観客たちの間からどよめきが起こる。

「ナイトさん、泡が出てきました！」

　リズの声に頷うなずき、カレーをフィオナに託たくす。カレーはこのまま煮込めば完成だ。

　ここから先はご飯の時間だ。俺は目を閉じ耳を澄すませる。鍋の中から聞こえる蒸気の音を余すことなく全身で感じる。火を弱め、溢あふれ出てくる湯気を睨み付ける。その頃ころには美お味いしそうな、白米の炊たける匂いが空へと立ち上っていく。

　湯気が真っ白からやや透とう明めい感かんを帯び、香りもより一層立ち込める。そこで火を止め、蒸むらすこと十分……

「…………よしっ！」

　蓋を開けると、むわっとした湯気と共に炊き立てのご飯の香りが顔を覆おおい尽くす。

　それを見ていた人々の間から歓かん声せいが上がる。

　俺は皿を手にし、炊き立てのご飯をよそう。

　真しん珠じゆのように艶つややかに、純白のご飯はん粒つぶたちは一粒一粒が輝かがやいて、まるで宝石のようだ。

　そこへ、オリジナルブレンドのカレーをかける。

　お玉から流れ落ちていくカレーは、沈しずみ行く太陽の光を浴びて黄こ金がね色に煌きらめいていた。

「これで、カレーの完成だっ！」

　皿を高々と掲かかげると、観衆の中から拍はく手しゆが沸わき起こった。そして、「まさか、あんな得体の知れない植物からあんな綺き麗れいな料理を作るなんて」「様々な香辛料が絡からみ合って、奇き跡せき的な変化を起こしたに違いない！」「これが薬剤師協会の底力か……」「まるで、かつての英えい雄ゆうガルシア・モナステリオの再来だ！」と、勝手に盛り上がり始める。

「いや、俺、カレー作っただけなんだけどな」

「謙けん遜そんすることはないわ」

　フィオナが俺の隣となりに立ち、素す直なおな賛辞をくれる。

「本当に、お父様を見ているようだったわ」

「えっと、お前のお父さんカレー屋もやってたの？」

　俺の言葉に、フィオナは思わず吹ふき出した。まぁ、満足そうなのでよしとするか。

　出来たばかりのカレーを片手に、俺はドーラのもとへと歩いていく。

「どうだ、黄金色のメッチャ美う味まい料理、作ってやったぜ」

「とっても綺麗なのダ」

　ドーラは満面の笑みを漏もらし、隣にいるやたら豪ごう奢しやな服を身に纏まとった爺じいさんに視線を向ける。

「大司教様、これが祝福の料理に相応ふさわしいか、確かめて欲しいのダ」

　大司教と呼ばれた爺さんは一度頷き、俺に向かって慇いん懃ぎんに礼をする。

「まずは、あなた方の努力に感謝いたします。では、失礼して……」

　大司教は俺の持つカレーを見つめ、次いで香りを嗅かぎ、そして深く頷いた。

「実に興味深く美しい。女め神がみ様も、きっとお喜びになるでしょう」

　どうやら合格らしい。「それじゃ……」と、俺はドーラの目の前にカレーを差し出す。

「ドーラ。食ってみろよ」

　俺の言葉に、その場にいた全員が固まった。空気が止まる。

「ちょ、ちょっとお待ちください！」

　慌あわてて口を開いたのは、大司教だった。

「祝福の料理は女神様が召めし上がる料理です。女神様以外の者が先に口にするなど……」

「やかましい！」

　俺はいい加減ムカついて声を荒あらげる。どいつもこいつも女神女神と……

「料理ってのはな、材料を生み出す大地が一番偉えらくて、それを料理したヤツが二番目に偉いんだ！　ただ食うだけの女神が偉そうにしてんな！」

「いや、しかし……」

「一個だけいいことを教えてやるからお前んとこの女神にも教えとけ！」

　まだ納なつ得とくしていない大司教の鼻先に指を突つき付け、俺は持論を展開する。

「このカレーって料理はな、みんなで一いつ緒しよに食うのが一番美味いんだ！　最高の料理を最高の食い方で食って何が悪い!?」

　戸と惑まどうドーラに視線を移し、会心の笑えみで言ってやる。

「女神に伝えろ。文句があるならテメェもさっさと出てきて一緒に食いやがれ。ってな」

　固まっていたドーラは、俺が頷いてみせると恐る恐る手を伸のばし皿を受け取った。

「食いたいヤツは自分でよそって勝手に食え！　セルフサービスはカレーの基本だ！」

　群衆に向かって俺が声を上げると、門の外から歓声が上がった。人の波が大聖堂へとなだれ込んでくる。

「危ないです！　順番！　順番ですよぉ！」

　そんな、リズの困ったような声が聞こえてきた。

　ギャーギャーと騒さわがしくなる大聖堂の庭の中、ドーラは俺に見守られながら、カレーを一口頰ほお張ばった。そして…………ぽろりと、涙なみだを一いつ滴てき落とす。

「美味しい……のダ」

　一言呟つぶやいて、慌てた様子で二口三口と搔かき込んでいく。

「これなら、女神様も絶対喜ぶのダ！」

　夢中になってカレーを頰張るドーラの頭を小こ突づく。

「落ち着いて食えよ」

　口にカレーを頰張ってしゃべれないのか、ドーラは無言でこくんと頷く。そして、俯うつむいたまま体をプルプルと震ふるわせ始める。

「………………お前……」と言ってから、首をぶんぶんと振ふり、きちんと言い直す。

「……ナイト」

「ん？」

「……どうも…………ありがとう、なの、ダ……」

　鼻をすすり、しゃくりあげて、なんとかかんとか言葉を絞しぼり出す。

　そして、カレーが詰つまった口を横に引っ張り、声を上げて泣き出してしまった。

「よかったのダ……お祭りが台無しにならなくて…………本当によかったのダぁ……！」

　泣きじゃくるドーラの手からカレー皿を取り上げ、代わりにピスティスの布を手て渡わたす。

「涙なみだ拭ふけ」

　ドーラは素直にそれを受け取り涙を拭ぬぐった。

　よし。これで、エルフの涙ゲットだ。とびきりの嬉うれし涙をな。

「…………ヂーンッ！」

「ちょっ!?　お前、ハナっ!?」

「ありがとなのダ」

　鼻をグズグズ言わせながら、ドーラがピスティスの布を返してくる。

　…………ちらりとフィオナを見ると、その衝しよう撃げきのシーンを目もく撃げきしていたようで、眉み間けんを押さえていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……だよ、な？」

「そうね。どうせ使うのはあなたなんだし……」

　わぁ～お…………マジか。……飲み薬じゃなきゃ、いいんだけどなぁ……

　肩かたを落とす俺の隣まで来て、フィオナは素知らぬ顔で皿によそったカレーを口に運ぶ。さっきの話題には触ふれたくなさそうな顔だ。

「お疲つかれ様さま。よく頑がん張ばったわね」

　食べながら、フィオナが投げかけてくれた言葉が嬉しかった。一気に報むくわれた。

「手伝ってくれてありがとうな。スゲェ助かったよ」

　それには何も答えず、フィオナは黙もく々もくとカレーを咀そ嚼しやくしている。そして……

「美味しいわね、これ」

　……思わず、フィオナの顔をまじまじと見つめてしまった。

「なに？　私が褒ほめると悪いの？」

「いや……」

　慌てて顔を背そむける。真意を誤ご魔ま化かす。

　フィオナが「美味しい」と言ったのは、初めてだった。

　それが、なんだかとても貴重なことのように思えて……。だから俺はこう答えておく。

「おかわり、沢たく山さんあるからな」

　太陽は完全に沈み、代わりに月が輝きを放っていた。

　いつの間にか祭りは始まっており、大聖堂にはカレーを求める人々の列が長く長く続いていたのだった。







　女神祭は、赤く揺ゆらめく炎ほのおの祭りだった。

　篝かがり火びは昨日にも増して煌こう々こうと焚たかれ、藁わらや茎くきや蔓つるといった農作物の余り物で作られた巨きよ大だいな人形に火がくべられると、広場はいよいよ赤く染まる。

「作物は女神からの贈おくり物なのダ！　だから農作物の灰を天へ返すのダ」

　すっかり機き嫌げんを直したドーラが、三杯ばい目のカレーを頰張っている。

　カレーのレシピを伝授し、追加はアデール教会の司祭たちに任せてある。物覚えの早い人たちで助かった。まぁ、俺の味にはちょっと劣るけどな。

「ナイト」

　炎が照らす道を、フィオナとリズが並んで歩いてくる。

　俺の前まで来るとリズが口を開く。

「近衛このえ兵へいの方から伝言を預かってきました。薬は無事届いたそうで、ユリアン様は『三日で治してみせる』と仰おつしやっていたそうです」

　無む茶ちやを言うヤツだ。努力でなんとかなるようなものではない。

　結局、ユリアンは火傷やけどのため欠場となり、俺は武ぶ闘とう会へは行かなかった。ユリアンが出たくても出られなくなった大会を見て、楽しめる気がしなかったからだ。

　薬がちゃんと届いたようで安心した。早く良くなればいいのだが。

　ユリアンのいない武闘会は、メインイベントを欠く事にはなったが、大変盛せい況きようだったと聞いている。先ほど、最後の試合が終わったらしい。そこかしこで、観戦を終えた人々が興奮冷めやらぬ様子で話に興じている。

　リズの話が終わると、今度は分厚い魔ま物ものの革で作られた袋ふくろを持ったフィオナが不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「こっちはダメだったわ」

　革の袋を開けると、灼しやく熱ねつの花の種が入っていた。

　フィオナは、巨大人形を燃やすあの炎で灼熱の花を咲さかせようと考えていたらしい。

「計画が狂くるったわ。これでは、材料が揃そろわない……」

　轟ごう々ごうと唸うなりをあげる炎を見上げ、フィオナは顔をしかめる。フィオナの計算では、この時点で薬に必要な材料が全すべて揃うはずだったのだ。

　高温に反応し開花するという灼熱の花。轟々と燃え盛るあの炎でもダメとなると、少し考える必要がありそうだ。本当に火山にでも行かなければいけないかもしれない。

　灼熱の花の種は小こ憎にくたらしいほどに変化なしだ。ヒビが入ったり変色したりはもちろん、焦こげてすらいない。まるで開花する気配がない。

「どっかにちょっとでも変化ないのかよ？」

　袋から取り出して隅すみ々ずみまで見てやろうと、俺は手を伸ばす。

「ちょ……っ!?」

　俺が袋に手を突っ込むのと、フィオナが驚きよう愕がくの表情を浮うかべるのと、ついでに俺がけたたましい悲鳴を上げるのはほぼ同時だった。

「熱あっっっっっっっっちぃぃぃっっ！」

　灼熱の花の種に触れた瞬しゆん間かん、触れた部分の皮ひ膚ふが一いつ瞬しゆんで溶とけた。

　熱いのか痛いのか分からないくらいに鈍にぶい苦痛が腕うでの中の神経を逆流してくる。

　灼熱の花の種は、物もの凄すごく高温だった。

「今さっき火にくべてきたところなんだから、熱いに決まっているじゃない」

　呆あきれたようにフィオナが嘆たん息そくする。それでそんな分厚い革の袋に入れていたのか。

「先に言えよ…………」

「言う暇ひまなんてなかったわよ」

　灼熱の花の種から引き剝はがした右手は、皮膚がズルズルに剝むけて痛ましい有様だった。

「今け朝さ作ったケンテ・ペーレの薬はボッチ女に全部与あたえてしまったし……」

　傷を見ると放ってはおけない薬やく剤ざい師しの性さがか。フィオナは俺の手のひらを見つめて対処法を模も索さくしている。

「ま、放っておいてもそのうち治るでしょ」

　放っておかれた!?　いや、フィオナの言うとおりなんだけどさ。

「なんて薄はく情じような女なのダ!?」

　しかし、そんなフィオナに異議を唱えたのは、三杯目のカレーを綺き麗れいに完食したドーラだった。握にぎり締しめたスプーンをぶんぶん振り回しフィオナに抗こう議ぎする。

「こいつは祭りを守った功労者なのダ！　そんなぞんざいな扱あつかいはダメなのダ！」

「いいのよ、ナイトは。特別製だから」

　分かりやすくぷりぷりと怒おこるドーラと、それを涼すずしい顔で受け流すフィオナ。そのフィオナの弁をフォローするようにリズが口を開く。

「わたしたちも、心配はしているのですよ」

　ドーラを説得するように、力のこもった目で訴うつたえかける。

「ナイトさんは特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主で、『熱いのって後々までジンジンと鈍い痛みが尾おを引いて長く緩ゆるく責め続けられているような感覚なんだろうな』とか、『寝ねても覚さめても四六時中もだえるような痛みを味わうってどんな気持ちだろうな』とか、そんなことに興味を抱いだいてしまった結果、思わず行動に移してしまわれたんです」

「見けん当とう違ちがいも甚はなはだしいわ！」

　リズの妄もう想そうに、俺の理解が追い付かない。

「なんなのダ！　どいつもこいつも！　ナイトが可哀かわい想そうなのダ！」

　こっちの世界に来て初めて言われた気がする、「可哀想」って。ちょっと感涙しそうだ。

「もういいのダ！　ドーラが手当てをしてやるのダ！」

　そう言うなり、ドーラは持っていた皿とスプーンをフィオナに押し付け、開いた両手で俺の右手をむんずと摑つかんだ。

「とりあえず、消毒するのダ！」

　言うが早いか、ドーラは俺の手のひらに顔を近付けて、「ぺろり」と、舐なめた。

「ふぉぉぉぉぅっ!?」

　その瞬間、全身に電気が走った。

　ビックリしたのももちろんあるが、そんなものでは言い表せない、抗あらがいがたい衝撃が背筋を逆さか撫なでしていった。…………この感覚は、恐きよう怖ふに近い。

「幼女のペロペロに大興奮……」

「違ちがぁーうっ！」

　ドン引きするフィオナに反論しながら、俺は暴れ始めた心臓を左手で押さえ付ける。

　この感覚を、俺は知っている。ついこの前味わったばかりだ。

　そう、奇くしくもその感覚を俺に与えたのは目の前の幼女、ドーラだった。

　浄じよう化か。

　あの時の恐怖に、非常によく似ている。

　ドーラはさっきなんと言った？

『消毒するのダ』

　消毒……雑ざつ菌きんやバイ菌を排はい除じよし、患かん部ぶを清める行こう為いだ。

　ドーラは聖職者でもあり、穢けがれを知らない少女……いや、何も知らない幼女だ。

　そんなドーラが『消毒』に使用した唾だ液えきは、これはもはや『聖水』に他ほかならない！
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　ゾンビ化した俺が聖水を前に恐怖を覚えたところで、なんら不思議はないということだ！

「いいかお前ら、よく聞けよ！」

　全員の注目を集め、そうして俺は、俺が辿たどり着いた結論を披ひ露ろうする。

「幼女の唾液は聖水と同じなんだよ！」

「「『幼女の唾液は聖水と同じ』？」」

「っだぁ！　確かにそう言ったけど、そういう意味じゃない！」

　声を揃えて聞き返したフィオナとリズは、揃って犯罪者を見るような目を向けてくる。

　行き場の無い鬱うつ憤ぷんを発散させるように髪かみの毛をガシガシと搔かき毟り、そして気付く。手のひらの火傷は、もうすっかり完治していた。

「なぬっ!?　ちょ、ちょっと見せてみるのダ！」

　ドーラがそれに気付き、俺の手のひらを食い入るように見つめる。

「……治っているのダ…………」

「だから言ったでしょ」

　フィオナの言葉を聞いているのかいないのか、ドーラは目を真ん丸く見開いて、ついでに口もぽかんと開けている。

「やっぱり、そうなのダ…………やっぱり、ドーラは女め神がみの生まれ変わりだったのダ！　あの酷ひどい火傷が一瞬で完治したのがその証しよう拠こなのダ！」

　なんだか、凄すごい勘かん違ちがいをし始めた。

「ひれ伏ふすのダ、愚ぐ民みんども！」

「調子に乗んな！」

　ドーラの後頭部に軽くチョップを落とす。別にお前の唾液で治ったわけじゃねぇ、と。

「………………」

「……どした？」

　急に静かになったドーラに違い和わ感かんを覚える。……手加減したつもりだが、痛かったか？

「ふふふっ……人間よ、お主の言うように出てきてやったぞ。喜ぶがいい」

「なんだよ、喜べって？」

「お主が言ったのではないか。『さっさと出てきて一いつ緒しよに食え』とな」

　……なんだ？　なんだか、雰ふん囲い気きが違ちがう。

　ドーラはゆっくりとこちらを振ふり返り、薄うすい笑えみを浮かべたまま俺を見上げてきた。

「わらわは、女神じゃ」

「だから、それはもういいから……」

　突つっ込んでみるも、胸の奥のざわめきが収まらない。

　同じ顔をした別人を見ているような違和感。先ほどまでのドーラと今のドーラの纏まとう空気が違い過ぎて、記き憶おくが混乱する。

「再度言う。わらわは女神じゃ」

　同じ調子で言い、表情も変わらない。なのに、今度は何も言い返せなかった。

「人間よ……たしか、ナイト、といったか？」

　薄い笑みを浮かべたドーラがすっと目を細め、ゆっくりと俺を指差す。

「今年はお主に決めた」

　それでようやく俺は理解した。フィオナやリズも同じだったはずだ。

　こいつは、本物の女神だ。

「女神は人間に扮ふんして祭りに参加する……こういうことだったの」

　フィオナの呟つぶやきにドーラ、いや、太陽の女神アデールは頷うなずく。

「うむ。体を用意してもよいのじゃが、人間の体を拝借するのが手っ取り早いものでな。もっとも、入り心ごこ地ちのいい人間というのはなかなかおらんのじゃがな」

　楽しそうに笑うアデール。屈くつ託たくなく笑う顔にも、どこか神聖さが感じられる。

「カレー……」

　アデールが人差し指でそっと唇くちびるを押さえながら呟く。

「……と、申したかの？　わらわも直接味わってみたい。どれ、貰もろぅてくるかの」

　フィオナに押し付けた皿とスプーンを受け取り大聖堂へと足を向ける。

「まだ食べるつもりなの？」

　皿を渡わたしたフィオナが呆れた顔で言うと、アデールは意地悪そうな顔で言い返す。

「分からぬのか？　さっきまでのは本体が食っておったのじゃ。これからのは、別腹じゃ」

　スプーンを咥くわえ、にししと歯を見せて笑う。

　フィオナは眉み間けんを押さえ「理解出来ないわ」という風に首を振る。

「しばしここで待っておれ」

　言ってから歩き出し、そして、背中越ごしに俺を見てもう一度薄い笑みを浮かべた。

「食事が済んだら、お主の願いをひとつだけ叶かなえてやろう」

　息が詰つまった。奇き妙みような緊きん張ちようが走はしる。

　おそらく、俺もフィオナも、その瞬間は呼吸を忘れていた。

「何を願うか、考えておくのじゃぞ」

　ひらひらと手を振りながら、アデールは歩き去っていった。

　それから、割と長い時間俺たちは黙だまったままだった。

　広場を埋うめる人々の喧けん騒そうも、どこか遠くに聞こえる。

「日本に……帰れるのか……？」

　ぽつりと落ちた自分の言葉に、俺は顔を上げる。そこでフィオナと視線が合った。

　得体の知れない焦あせりに胸が詰まる。

　日本に帰れるのは喜ばしいことだ。けれど、それを口に出してしまったことが酷く悔くやまれる。まるで…………

「ナイト。よかったわね」

　フィオナの声に、胸が締め付けられる。これじゃ、まるで……この世界を、こいつらを否定しているみたいじゃないか。

「あ、いや。でもその前に病気を治さないとな！　そっか、ひとつか。難しいなぁ」

　言い訳がましい言葉が次々に口を突いて出てくる。喉のどが渇かわく。

「心配は要いらないわ。あなたの病を治す薬は私が作るから」

　俺の思いを見み透すかしたようにフィオナの毅き然ぜんとした声が届く。

「だから、ナイトは願えばいいのよ。『病気が治ったら元の世界へ帰りたい』と」

　いつもの、フィオナだ。変わらない。何も変わらない。

　それが、なぜこんなに胸を搔き立てるのか……分からない。

「……もう祭りも終わりね」

　燃えて、崩くずれ落ちた巨きよ大だい人形の残ざん骸がいを見やって、フィオナはぽつりと呟いた。

　そして、またいつもの声で、いつもの調子で話し始める。

「ボッチ女の様子を見てくるわ。薬を提供してあげたんだから、データくらいは取らせてもらわないとね。ナイトは女神に願いを伝えたら、先に帰っていなさい」

　ゆっくりと足を踏ふみ出したフィオナは、視線も合わさずに、俺の隣となりを通り過ぎていく。

　……遠い。なんだかとても距きよ離りを感じた。

　胸の奥がざわざわする。喜ぶべきことなのに。

　何もかもが、元通りになるというのに…………

「ナイトさん」

　気が付くと、リズが俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「いいんですか？」

　短い。たったそれだけの言葉で、俺は計り知れない力をもらえた気がした。

「……よくないよな、やっぱ」

　異世界から帰るのは、ハッピーエンドの後でなければダメだ。こんなもやもやを抱かかえたままでいいわけがない。

「ありがとうな、リズ」

「お役に立てたなら、なによりです」

　こいつにも、世話になってばかりだ。

「今度、お礼するな」

　感謝の気持ちを込めてそう言うと、リズは期待に満ちた瞳ひとみをこちらへ向けてきた。

「ど、どんな責め方でですか？」

「なんで責め限定なんだよ!?」

　こいつへのお礼は……少し保留した方がよさそうだ。

　とはいえ、こいつらしいそんな物言いに、どこかホッとしてしまっていた。

　俺は、心持ち軽くなった足取りで、フィオナの後を追いかけた。







　大聖堂からメインストリートを抜ぬけ、東へ行けば港があり、西に行けば武ぶ闘とう場がある。その武闘場のそばに近衛このえ兵へい団の拠きよ点てんが設けられている。

　整然と並べられたレンガ造りの道の上に、頑がん丈じようそうな柱がいくつも建ち、巨大な建物を支えている。高さが六メートル、幅はばが十メートルほどの巨大な門を構える武闘場からは、激戦の余よ韻いんが漂ただよってきていた。静かでいて激しさを内包する、迫はく力りよくのある建物だ。

　フィオナに追い付いたのは、そんな武闘場の前でだった。

「フィオナ！」

　振り返り、俺たちが目の前まで来るのを待って、フィオナは口を開く。

「あなたたちも来たの？　別に一人でも問題なかったのだけど」

　拒きよ否ひするでも歓かん迎げいするでもなく、フィオナはそっけない反応を見せる。

「女め神がみに願いは伝えたの？」

「いや、まだだけど……」

「ナイト」

　優やさしく名を呼ばれる。それだけで、俺は何も言えなくなった。

「中ちゆう途と半はん端ぱはダメよ」

　諭さとすでもなく、叱しかるでもなく、フィオナは俺の目を見つめて言葉を投げてくる。

「願いは待っていても叶わない。自分で摑つかみ取るものなの」

　明確な夢を持つフィオナだからこそ、言葉に重みがある。

「大切なものを見失ってはダメよ。迷っていられるほど、私たちの一生は長くないのだから。全すべてが手て遅おくれにならないように」

　親父おやじも言っていた。『決める時はガツンと決めろ』と。『ここぞって時は魂たましいが教えてくれるからよ』と。……今が、ここぞという時なのか？

　俺は迷っているんだ。短い時間とはいえ、共に過ごしてきたこいつらとの縁えんが切れてしまうのを。それを惜おしいと、そう思っているのだ。

「ナイトにはナイトの居場所があるでしょう」

　見透かしたように、そんなことを言う。

「居場所があるなら大切にしなさい。それがなければ、人は生きていけないのだから」

　フィオナは、自分の居場所である薬やく剤ざい師し協会を一人で守り続けている。

　俺には、そんな居場所があるのか……

「それに、そんな深刻な顔はまだ時じ期き尚しよう早そうよ」

　からかうように言い、革の袋ふくろを持ち上げてみせる。

「まだ、灼しやく熱ねつの花を開花させなきゃいけないんだからね」

「……そ、そうだな。まずは、それをどうにかしなきゃだよな」

　もう少し、ここにいる理由が出来た。そのことに、心底ホッとしていた。

「おーい、道を開けろー！」

　遠くから声をかけられそちらを向くと、近衛兵の一団が武闘場の門から出てくるところだった。やたらと目を引く巨大な荷物を荷馬車に載のせてこちらへ向かってくる。一いつ片ぺんが五メートルほどあるその荷物には、巨大な布がかけられていた。

「魔ま物ものの運うん搬ぱん中だ。怪け我がをしたくなければ道を開けろ！」

　あそこに魔物が入っているのか。ということは、布の下は檻おりだろうか。……ユリアン、どんなデカイ魔物と戦う予定だったんだよ。

　俺たちは端はしへと寄り、道を譲ゆずる。

　ゆっくりと、魔物を入れた檻が近付いてくる。

「どうする気なんだろうな、あの魔物？」

「殺処分……は、あの面子メンツでは無理そうね」

　運搬の任に就つく近衛兵の一団は全員、どこか怯おびえたような目をしていた。檻に入れられているとはいえ、これだけ大きな魔物のそばにいるのはやはり怖こわいのだろう。

「暴れたり、しませんよね？」

　たまたま目の前に来た近衛兵に声をかけてみる。冗じよう談だん半分、不安半分だ。

「それは心配ない」

　声をかけた近衛兵は、気さくな感じで返事をしてくれた。

「見つけた時からずっと眠ねむりっぱなしなんだ。何か魔ま法ほうにかかっているのかもしれんな」

　ガハハと笑う声も、どこか声量は抑おさえ気味だ。

　そういえば、ドーラが港で見た時も寝ね息いきを立てていたと言っていた。

「なんなら、少し見てみるか？」

　意地の悪い笑えみを浮うかべ、近衛兵が檻にかかった布を少しだけ持ち上げてみせる。

「いや、遠えん慮りよしときます」

　腰こしの引ける俺を見て気を良くしたのか、近衛兵は更さらに布を持ち上げる。

「恐おそれることはない。いくら見たって襲おそってはこないさ」

　豪ごう気きに笑って、更に布を捲まくり上げる。

　その向こうに、真っ赤な眼めがあった。こちらを見つめる、獰どう猛もうな魔物の眼が。

　叫さけび声を上げそうになったまさにその時、けたたましい金属音が鳴り響ひびいた。

　魔物が頭を檻にぶつけたのだ。

　近衛兵が音に驚おどろき布から手を離はなしたことで、檻の中は再び見えなくなった。

『ゴァァァァァァァァアアアアアアッ！』

　爆ばく発はつするような怒ど号ごうが響き、突とつ然ぜん檻を覆おおっていた布が激しく燃え上がる。

「噓うそだろう!?　対魔法用の特とく殊しゆな布だぞ!?」

　驚きよう愕がくする近衛兵の隣となりで、俺はそれ以上の驚愕に見み舞まわれていた。

『ガァァアッ！』

　燃え盛る炎ほのおに、大きな布が焼き切られていく。布が燃え尽つき、檻の全ぜん貌ぼうが明らかになっていく。その中にいたのは……

「…………サラマンダー」

　炎の島で遭そう遇ぐうした、あの巨きよ大だいな赤い爬は虫ちゆう類るい。サラマンダーだった。

『グルルル……』

　サラマンダーが俺を見つめ、牙きばを剝むき出す。

　間ま違ちがいない……こいつは間違いなくあのサラマンダーだ。炎の島で出会い、俺が喰くわれかけ、フィオナが薬で眠らせた、あのサラマンダーに違ちがいない。

　あ……それで眠っていたのか、こいつは。

　サラマンダーは鼻をピクピクとヒクつかせ、俺を凝ぎよう視ししている。

　一度取り逃にがしたエサに執しゆう着ちやくでもしているというのか……エサ。つまり、俺に。

『ガァッ！』

　サラマンダーが檻に頭を打ち付ける。長い首を鞭むちのようにしならせ、何度も何度も金属の檻にぶつけている。異様なほどの執着を見せる。

　檻を構成する金属の棒が徐じよ々じよに拉ひしげていく。あと数十秒もしないうちに、この檻は限界を超こえ破は壊かいされるだろう。

「もう一度、眠らせるわ」

　唐とう突とつに、フィオナが檻へと歩み寄る。懐ふところに手を入れ注射器を取り出す。

「バカッ！　やめろ！」

　叫びながら、既すでに体が動いていたことに気が付く。

　俺がフィオナに飛び付くのと、檻が粉ふん砕さいされる音が響いたのはほぼ同時だった。

「ナイトさんっ！」

　絹を裂さくようなリズの悲鳴が耳に届く。

　フィオナを突つき飛ばし、その体勢のまま無理やり首だけで振ふり返る。

　そこにサラマンダーの顔があった。鋭するどい牙が眼前に迫せまる……ダメだ、避よけられない。

　ザクリと、サラマンダーの牙が俺の体へと食い込み、肉を貫つらぬく鈍にぶい音が骨を伝って鼓こ膜まくの裏側から聞こえた。

「────っ!?」

　顎あごを上下に二度振ふり、サラマンダーは俺の体にしっかりと牙を刺さし込む。もう二度と逃がさないと、そう宣言するように。

　周りには大勢の人がいて、おそらく大変な騒さわぎになっているはずだ。だが、俺の耳には何も聞こえない。ただ、どくどくと、体内を駆かけ巡めぐる血流の音が響いていた。

　突とつ風ぷうが巻き起こり、軽い無重力感に襲われる。バサバサと騒がしい羽の音が聞こえ、地面が遠ざかる。サラマンダーが飛び上がったのだと理解したのは、遥はるか上空に達してからだった。

「ナイトぉーっ！」

　遠くなる地面から、フィオナの声だけがはっきりと聞こえた。

「フィオナ……っ」

　視線を巡らせその姿を捉とらえる。が、すぐにサラマンダーは方向転てん換かんをして空を翔かける。

『グルグル』と、上じよう機き嫌げんに喉のどを鳴らすサラマンダー。不快な振しん動どうが体に伝わる。

　こいつ、まさか炎の島まで飛んでいくつもりなのか……そう思ったのだが、予想に反して飛行時間はほんのわずかだった。

　想像よりも遥かに短い移動距きよ離りで、サラマンダーが降り立ったのは、なんと薬剤師協会の研究所だった。研究所の庭に足を突き、尻しつ尾ぽで土を払はらう。砂すな埃ぼこりが舞まい上がり、研究所の一部が破壊され木片が飛び散る。

　フィオナの言葉を思い出す。サラマンダーは炎の魔力を帯マジアびた土テーラの多い土ど壌じように巣を作る習性があると。そして、研究所の庭には炎の魔ま鉱こう石せきを精製する土壌が広がっている。

　感覚的に、住みやすい場所を察知したってことか……

　サラマンダーは尻尾で作った平らなスペースに腰を降ろすと、首をゆっくりと曲げ、顔を地面へと近付けていく。……エサを並べてディナーでも気取るつもりか？

　が、一いつ瞬しゆんサラマンダーの体が硬こう直ちよくし、再び首を持ち上げる。当然、俺の体も再び上空へと持ち上げられる。

　ジッと、町の方へと視線を向けているようだ。向こうから何かが来るのか……

　血を流し過ぎて、意識が朦もう朧ろうとしてくる。今の状じよう況きようで快楽が湧わき上がってこないのは、フィオナの薬のおかげだろう。

「突とつ撃げきぃー！」

　遠くから、そんな声が聞こえた。

　俺の眼下に、複数の近衛このえ兵へいが駆け寄ってきてサラマンダーの腹に槍やりを突き立てる。

「──ぉうっ!?」

　その直後、サラマンダーが激しく首を振り、咥えられた俺は急加速に目を回す。

　近衛兵たちは吹ふき飛ばされ、研究所の損そん壊かいはより酷ひどいものとなっていた。

　こら、やめろ……研究所を壊こわすな…………そう言いたいが、声が出ない。

「怯ひるむなっ！　かかれぇー！」

　近衛兵団が再び突撃してくる。が、今度は強きよう靭じんな尻尾が彼らをなぎ払う。

　軋きしみを上げて研究所が崩くずれていく。

「……や……め…………」

　壊すな……ここは、大切な…………フィオナにとって、の……居……場所…………

「魔物を撃げき退たいしろぉー！」

　サラマンダーを包囲するように陣じん取どった近衛兵が一いつ斉せいに突撃してくる。槍が届く間ま際ぎわ、サラマンダーは翼つばさをはためかせ上空へと退たい避ひする。

　突風が、朽くちかけた研究所の壁かべを剝はぎ取ってしまう。

　フィオナのベッドが、シーツが、紙の束が、風に煽あおられて宙を舞う。

　フィオナの居場所が…………壊された……

　頭に血が上る。激しい感情が腹の底から湧き上がってくる。

　……俺の中で、何かが切れる音がした。

　神経を食い千切られたのか……それとも、脳の血管でもやられたか……

　何も分からない。ただ、ムカついて……薄うすれかけていた意識がはっきりとしてくる。

「ナイト君っ！」

　だから、そいつの声もはっきりと聞き取れた。

　サラマンダーの牙に拘こう束そくされながらも、俺は全身を捻ひねってそいつの顔を確かく認にんする。赤く巨大なサラマンダーの背後に、ユリアンの姿が見えた。

　首と腕うでに包帯を巻き、頰ほおには大きなガーゼが貼はられている。そんなボロボロな姿にも拘かかわらず、上空へ跳とび上がり、その手に握にぎった輝かがやく刀身を上段から一気に振り下ろす。

『ギガァァァァァァァアアアッ!?』

　切り裂かれたサラマンダーの翼がくるくると回りながら空を舞う。

　痛みにもだえたサラマンダーは大口を開け首を激しく振った。そのおかげで、俺の体はようやく牙の牢ろう獄ごくから解放される。

　腹の底に響く重低音を立ててサラマンダーが墜つい落らくし、そのわずか後に俺の体も地面へと激げき突とつする。

「ナイト！」

　駆け寄ってきたのはフィオナだった。

「摑つかまって！」

　巨大なサラマンダーに臆おくすることなく、血まみれの俺の体を抱だき起こす。血に汚よごれることなど気にもしないで、俺の肩かたを担かついで強ごう引いんに立ち上がらせる。

「歩きなさい！　逃げるわよ！」

　足が、重い……動かない。そこへ、リズが駆け寄ってきて反対の肩を担いでくれる。

「しばしのご辛しん抱ぼうを！」

　言って、相当強引に俺の体を引き摺ずっていく。傷口が広がり燃えるような痛みに声を漏もらしてしまう。

「ナイト!?」

「……平気だっ」

　無理やりに足を前に出す。早く、サラマンダーから離れなければ。

「ユリアン様も、お早く！」

　リズが後方へ声を投げる。

　振り向むくことは出来ないが、音で分かる。

　翼を切られたサラマンダーが怒いかり狂って大暴れをしているのだ。木材の折れる音、地面が裂ける音、そして獣けものの咆ほう哮こう。

　身み震ぶるいするような音が怒ど涛とうのごとく轟とどろく。

『ガァァァァァッァァアァアアアアァァァアァッ！』

　そして、一ひと際きわ大きな咆哮の後、激しい爆発が起こり、夜空が真っ赤に染まった。

　爆ばく風ふうに吹き飛ばされた俺たちは地面へと投げ出され、ごろごろとその上を転がる。

　顔を上げると、研究所が燃えていた。

　踊おどるように燃え盛る炎の中で、サラマンダーが直立して轟ごう々ごうと炎を吐はき続けていた。

　研究所が燃えている。

　魔草畑も炎に包まれている。

　そこにあったものが、全すべて赤く染まっている。

　フィオナの大切なものが、全部……

「…………あ」

　微かすかなその音を、俺の耳はしっかりと聞いていた。

　フィオナが漏らした、言葉にすらなっていない心の声を。

　フィオナは音もなく立ち上がり、燃えて崩れ落ちる研究所を見つめる。

　言葉もなく、無表情で。

「ナイト君、無事か!?」

　近衛兵に抱かかえられ、ユリアンが避ひ難なんしてくる。剣けんはもう持てないようで、近衛兵に持たせている。ユリアンの両手は赤黒く変色していた。

「すまない……これ以上は、あたしには…………」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむユリアン。口角が震ふるえ、今にも泣き出しそうな勢いだ。

「君たちに、迷めい惑わくをかけた…………っ」
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　片かた膝ひざを突き、拳こぶしを地面に突き立て、俺と、そしてフィオナに向かって頭を下げる。

「申し訳ない！　もはや、ヤツを止める術すべがない…………」

　騎き士しとして堂々と。己おのれの弱さを認め、晒さらす。その言葉は真実なのだろう。

　近衛兵たちの誰だれもが、俺たちの方を見ようとしない。視線を上げようとしない。

「だから、すぐにここから退避を……」

「薬はちゃんと塗ぬったの？」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめるユリアンに、無表情のフィオナが問いかける。

「適切な処置をしなさい。そうすれば、必ずよくなるから」

　そっと、地面に突つき立てられた拳に指を向ける。

　いつもの……初めて見た時のような、美しい……作り物のような笑え顔がおで。

　こいつは、こんな顔をしていたんだ。

　幻げん想そう的だと思ったあの笑顔は…………心が伴ともなわない虚きよ構こうの笑顔だったのか。

　こいつが人を助けるのは、そのために生まれたからだ。苦しむ人がいれば助ける。そこに深い意味など無い。理由など求めない。

　なぜなら、フィオナ・モナステリオは薬やく剤ざい師しだから。

　けど、それじゃ…………

　と、フィオナが突とつ然ぜんこちらを向いた。……胸が詰つまるような無表情で。

「アレだけの熱量があれば、うまくいくと思わない？」

　そう言って、燃え盛る炎ほのおを指差す。

「炎に囲まれてご満まん悦えつなのかしらね。少しだけ大人しくなっているわ」

　視界の端はしにはサラマンダーの影かげが映っている。

　けれど俺はフィオナから目を離はなさずに、ずっとフィオナの目を見つめ続けた。

「開花させるわよ、これを」

　そう言ってフィオナが取り出したのは、灼しやく熱ねつの花の種だった。

「これで、あなたの病気を治せるわ」

「お前、こんな時に……」

「『こんな時』を逃のがせば、もうチャンスはないかもしれないのよ？」

　淡たん々たんと正論を述べる。やるべきことは何か。何が正しい選せん択たくか。そんなことを淡々と。

「言ったはずよ。願いは、自分で摑み取るものだって」

　言葉に詰まる。その一瞬のうちに、フィオナは次の言葉を口にし、俺の反論を封ふうずる。

「これが最後だから……」

　そんな言葉すらも、無表情で。

「これが、フィオナ・モナステリオの…………薬剤師協会の、最後の薬になるわ」

　ゆらりと持ち上げられたフィオナの指が差したのは燃え盛る研究所だった。

「お父様の手記は、あの中なのよ」

　全てが燃もえ尽つき、灰になり、それでもまだ炎を巻き上げている。

　あの中に、手記が……ガルシア・モナステリオが遺のこした手記が……

「でも安心して。この薬だけは必ず完成させる。あなたの病気は、絶対に治してみせるわ」

　表情を失っていたフィオナの顔に、笑みが浮うかぶ。

　俺がずっと見てきた、自然体の、誰かに向けた本当の笑顔が。

「約束、したものね」

　初めて交かわした約束。そんなものをいつまでも覚えていて、愚ぐ直ちよくに守ろうとする。

　蹲うずくまる俺の目の前にしゃがみ、フィオナはそっと俺の頰に触ふれる。

「あなたは、生しよう涯がいで初めて、私の薬を必要だと言ってくれた人だから」

　命を落としかけた俺は、目の前に現れたフィオナに願ったのだ。「助けてくれ」と。

「お願い、ナイト。私に約束を、守らせて」

　灼熱の花の種を握り、荒あれ狂う炎へと視線を向け、フィオナが立ち上がる。

　熱風に煽られて、なびく髪かみの毛から、フィオナの香かおりがした。

「私の願いは、あなたとの約束を守ること。あなたの病気を、治すこと」

　俺に背を向け、ゆっくりと足を踏ふみ出す。

　あの炎の中へ赴おもむくつもりか。そして灼熱の花を開花させ、俺との約束を……

　約束を…………約束……

「待て、フィオナ」

　炎に照らされ影を作る背中に声をかける。振ふり返ったフィオナの表情も、影のせいでよく見えない。

「お前は間ま違ちがってるよ」

　それでも構わず、俺はフィオナに言ってやる。こいつが勘かん違ちがいしていることを、教えてやる。

「俺との約束は、『俺の病気を治すこと』じゃない……」

　出血は完全に止まっていた。膝ひざに力を入れ、ゆっくりと立ち上がる。

　大地を踏み締しめ、しっかりとした足取りで一歩を踏み出す。

　フィオナの目の前に立ち、その目を見つめて思い出させてやる。

「お前が俺とした約束は、『俺の病気を治す薬を作ること』だ」

　フィオナが両手で握り締めている灼熱の花の種をそっと奪うばい取る。

「お前にもしものことがあったら、誰が調合するんだよ？　約束はどうなる？」

　大きく開かれたフィオナの瞳ひとみが小刻みに揺ゆれる。

「ここは俺に任せろ」

　薄く開いていた唇を真一文字に結び、大きく吸い込んだ息を吐くと同時にまた開く。

「…………分かったわ。ただし」

　音もなく、フィオナの右手が俺の胸へと触れる。

「……無む茶ちやはしないで」

「あぁ……善処する」

　大きく一歩を踏み出し、フィオナの隣となりを通り過ぎる。拳大の種を握にぎり締める。

　夜空を焦こがすように踊り狂う業ごう火かを睨にらみ、徐じよ々じよに加速していく。

　炎の中に立つサラマンダーの瞳がこちらを向く。そして、ニヤリと笑った、気がした。

　業火は土まで燃やし、ぼこぼこと沸ふつ騰とうしたような音を立てている。

　一歩一歩と、地じ獄ごくのような景色が近付いてくる。

「ナイト君！　それ以上は危険だ！」

「ナイトさん！　種を投げて、炎にくべてください！　それでいけるはずです！」

　ユリアンとリズの声が聞こえる。

　それでも、俺は速度を緩ゆるめず、真っ直ぐ前に進む。

『ガァァァァアァァァアッ！』

　威い嚇かくのつもりか、それともエサが自らやってきて歓かん喜きしているのか……サラマンダーの咆哮が全身に浴びせられる。

　それでも、俺は歩みを止めない。

「ナイト！　戻もどりなさい！」

　フィオナの声が聞こえて、俺は奥歯を嚙み締める。

　ぼこぼこと土の沸騰する音が聞こえる。

　土を蹴ける俺の足音が加速する。

　全身に浴びせられる熱風が更さらに温度を上げる。

　呼吸をするたびに喉のどが焼かれる気がする。肺が熱を帯びる。

　俺の上で、巨きよ大だいな影が躍おどる。

「ナイトッ！」

　フィオナの叫さけびが聞こえ視線を上げると、サラマンダーが大口を開けていた。喉の奥から赤黒い炎が覗のぞいている。

　それを吐き出して俺をウェルダンにでもしようってのか？

「……ざけんなよっ！」

　地面を蹴り、サラマンダーとの距きよ離りを一気に縮める。

　親父おやじが言っていた。『強大な敵に立ち向かう時、人は真の力を発揮出来るのだ』と。

　お袋ふくろが言っていた。『譲ゆずれないものを守る時に、真価を発揮出来るのが本物だ』と。

　そういえば、こんなことも言っていたな、『あなたの中には暗黒魔龍が封ふう印いんされているのよ』って……

　だったら目覚めろ！　今こそその力を解き放て！

　どんな代だい償しようを払はらってもいい、目の前の敵をぶっ飛ばす力を俺に与あたえやがれ！

　灼熱の花の種を握った右手に力を込める。上半身を仰のけ反らせ、大きく振りかぶる。

『ガァァァァァッ！』

　爆ばく発はつのような衝しよう撃げき波はと共に、渦うずを巻く炎が吐はき出される。

　しかし、それよりもわずかに速く俺の拳がサラマンダーの喉にまで達する。右手に握り締めた灼熱の花の種と一いつ緒しよに。

　拳大の種に喉を塞ふさがれ、行き場を失った炎はわずかな隙すき間まから勢いを増して吹ふき出してくる。見る見るうちに燃え広がる炎は、俺とサラマンダーを区別なく焼いていく。

　圧縮された高温の空気が破は裂れつして、俺の体は大きく弾はじき飛ばされる。同時に、サラマンダーの体も弾け、地面へと叩たたき付けられた。

　右みぎ腕うでが燃えている。拳も腕うでも、肩かたまでが凶きよう悪あくなまでに赤い炎に吞み込まれている。

　みんなのもとへ戻りすぐに炎を消してもらわなければ、右腕はボロボロになるだろう。

　けれど、俺はムカついていた。

　熱さも痛みも、全部忘れてしまうくらいにムカついていた。

　右腕？　構わねぇよ、どうなっても！

　とにかく俺はムカついてんだ！

　仕方ないって……そんな諦あきらめたような顔すんなよ。

　いつも澄すました顔をして、なんでもないような態度を取って……

　全然平気だなんて顔しやがって…………

　お前が不器用なのは、一緒にいた時間で十分分かってんだよ！

　研究所が燃えて、居場所がなくなって、『……あ』って漏もらしたあの一言がお前の本音だって、こっちは全部お見通しなんだよ！

　涙なみだなんか流れてなくても、お前が心ん中で泣いてんのが、分かっちまうんだよ！

「……よくも、フィオナを泣かせやがって」

　むくりと起き上がるサラマンダーを睨み付ける。「逃にげられると思うなよ」と、ありったけの怒ど気きを込めて。

　一いつ瞬しゆん、サラマンダーの体が跳はねた。そして、首をすくめ、体を後方へ退ひく。警けい戒かい？　いや、恐きよう怖ふか？　ざけんなよ……

　俺は大きく足を踏み出して、サラマンダーとの距離を詰める。

「ウチの両親は、非常に残念な大人でな……テメェの一人息むす子こに『騎士ナイト』なんて名前を付けやがったんだ。将来騎士になれるようにって……」

　燃え盛る炎の中で拳こぶしを握る。

「騎士ってのは、忠誠を誓ちかった主君のために、この身を捧ささげ守護する者だ」

　近付くたびに速度を上げる。

「騎士が守るのは主君の命と、幸せだ」

　頭の中で何かが外れていく音がする。感覚が研とぎ澄まされ、世界の音が遠くなる。

「俺はナイトだ！　フィオナを守る騎士ナイトだっ！」

　声の限りに叫ぶ。俺にとっての『ここぞって時』は、まさに今だ。

　騎士としての訓練を受けたわけじゃない。暗黒魔龍の封印の解き方も知らない。

　けどな！　やらなきゃいけない時があるんだよ。退いちゃいけない時が今なんだよ！

　痛い両親を反面教師にして、俺は普ふ通つうの人間になった。誰だれよりも普通の人間に。

　けど、いつだって頭あたまに浮かぶのは両親の言葉で、この体に染しみ付いたそれはいくつになっても薄うすれることはなくて……どんな時でも『大だい丈じよう夫ぶ』って、『頑がん張ばれ』って、『逃げるな』って、『戦え』って、『お前なら出来る』って、背中をぐいぐい押しやがるんだ。

　だからさ、こんな馬ば鹿かげた相手にだって立ち向かってしまうんだ。

　普通に考えたら勝てるわけがないだろ。ただの人間が、炎ほのおを操あやつる巨大な魔ま物もの相手になんて……でも、だから、なんだ？　逃げ出す口実にしかならない常識なんかクソ喰らえだ！

　理り屈くつじゃなく、本気になれば、人は全力を出せるんだ！　限界を超こえて！

「右腕だけで十分だ…………」

　サラマンダーの懐ふところに入り込み、左足を大きく踏み込む。

　業火に包まれた右腕を大きく振りかぶり、拳を固く握り締め……

「テメェの悪行、反省させてやるぜっ！」

　全身の腱けんを限界まで張り詰つめ、バネを生かして筋肉を収縮させる。腰こしを捻ひねり、肩を入れ、拳に回転を利きかせてサラマンダーの下した顎あごを目め掛がけて突つき出す。

「俺の全すべてを、この一いち撃げきにかけるっ！　火龍サラマン爆ドラバ炎ーンナ衝拳ツクルっ！」

　サラマンダーの強きよう靭じんな下顎に燃える拳が激げき突とつする。全身を使ったエネルギーがその一点に集中する。筋の切れる音と、腱の弾ける音、骨の軋きしみに続いて砕くだける音が、ひとつひとつ鮮せん明めいに脳のう裏りに響ひびく。

　激痛が全身を走る。体と共に意識までもをズタズタに切り裂さいていく。

　それでも、更に力を込めて拳を突き出す。

　ここで退くわけにはいかない。負けるわけにはいかない。

　ここぞって時に怒おこれなきゃ、これこそはってものを守れなきゃ、俺はなんのために生まれてきたってんだ!?

　こいつだけは、絶対、何があっても、ぶっ飛ばす！

「だぁぁぁぁらぁぁぁあああっ！」

　ありったけの力を込めて燃え盛る拳を振り抜ぬく。

　そしてついに、鈍にぶい破は砕さい音を響かせサラマンダーの下顎が砕ける。燃える拳が強靭なサラマンダーの顔面を撃うち抜いた。真っ赤な巨きよ体たいが回転しながら宙を舞まう。

『グゴァァァァァ…………』

　サラマンダーが悲鳴を上げる。天に向かって高々と。

　瞬しゆん間かん、その口から、鮮せん烈れつに赤い美しい花が一輪吐き出された。

　灼しやく熱ねつの花が、開花したのだ。

　炎の中に落ちても灼熱の花は枯かれることなく、むしろその美しさを示すように咲さき誇ほこる。どこまでも赤く、どこまでも気高く。圧あつ倒とう的な存在感を見せ付ける。

　そして、その向こうにサラマンダーが落下する。首から落ち、地面を揺るがし、重低音を響かせて……そのまま動かなくなった。

「……ざまぁ、みや、が……れ…………」

　無意識にかかるリミッターを解除してフル稼か働どうさせた体は、もはや制せい御ぎよ不能で、重力に任せて地面へ沈しずむしかなかった。少しばかり無茶が過ぎたか……

　大勢の人間が駆かけ寄ってくるのが分かった。近衛このえ兵へいたちが俺の腕の消火を始める。そんな慌あわただしい様子をどこか遠くに感じながら、俺は空を見ていた。それしか出来なかった。

「…………ナイト」

　俺の視界に、フィオナの顔が入り込んでくる。寝ね転ころがる俺を覗き込むように。

「あ、あの……あのね…………」

　炎に照らされているせいか、フィオナの顔は真っ赤に染まっていた。

「さっきの…………あの、さっきのだけど…………」

　忙せわしなく視線がさまよい、言葉も要領を得ない。

「あ、あのね！　その……ナイトは、ナイトは………………ナイトだったわよ！」

　…………なんじゃそりゃ。当たり前だろう。

　………………名前に対するクレームか？

　……………………なら、それは両親……に……言って…………く………………

　そこで、俺の意識は途と絶だえた。







　夢を見ているという感覚がはっきりとあった。ふわふわと体が浮ういている。

　見上げると、無限に広がるような満天の星。

　眠ねむりに落ちる直前に見たあの夜空だろうか……

　星空を見上げる時、人は孤こ独どくを感じることがある。

　もしかしたら、人は孤独だからこそ星空を見上げるのかもしれない。

　俺が星空を見上げたあの日。夜空を駆ける流れ星を目もく撃げきしたあの日。フィオナも同じように夜空を見上げ、目撃したのではないだろうか。俺と同じ流れ星を。

　そして、思わず願ったのではないだろうか。

　誰もいない研究所。音のない世界でたった一人。見上げる星空はいつも同じで、時間さえ止まったかのような錯さつ覚かく。

　いつもそこにいるのに、とても遠く、決して届かない。

　孤独だったフィオナはきっと願ったんだ。

『誰かに、そばにいて欲しい』

　だから…………

　俺のくだらない願いと、フィオナの切なる願いは、諸もろ々もろの事情を一いつ切さい無視すれば……利害が一いつ致ちする。

　そう、だから……




　だから、俺はこの世界へ来たんだ。




　……なんて思うのは、痛い勘かん違ちがいなのだろうか。

　瞼まぶたを閉じると暗くら闇やみに包まれる。何も見えない。何も聞こえない。

　心ここ地ちのいい浮ふ遊ゆう感かんに身を任せていると、脳の中に聞き覚えのある声が響いた。

「わらわの声が聞こえるか、人間よ」

　ドーラ……いや、女め神がみアデールの声は、囁ささやくようでありながら鮮明に脳へと刻まれる。

「願いは決まったか？」

　心なしか楽しそうに、アデールの声は弾はずんで聞こえる。

「お主の願いなど、わらわにはとうにお見通しじゃが……、一応決まりなのでな」

　その面めん倒どう臭くさい手順を楽しんでいるようにしか聞こえない声で、アデールは言う。

「さぁ、願いを言え」

　俺は、一度深く息を吸い込んで、そうして願いを口にする。

　非常にベタではあるが、それ以外は考えられないという、分かりきった願いを。
















「ついに完成したわ」

　フィオナの手には、小こ瓶びんに入った薬が握にぎられていた。それは半はん透とう明めいの薄うす桃もも色いろでキラキラと光を反射するクリーム状の薬だった。

「これが、『奇き跡せきの調合』か……」

　思わず、感かん嘆たんの声が漏もれる。あまりに美しく、そして、神秘的な薬だった。

「飲み薬か、注射するヤツかと思ってたよ」

　小瓶を持ち上げ、少し揺ゆする。半透明の薬は、波立つこともなく滑なめらかに震ふるえる。

「どうやら、皮ひ膚ふに直接塗と布ふするもののようね。頑がん張ばれば飲めなくもないでしょうけど」

「そこで頑張る意味が分かんねぇよ！」

　勢いよく突っ込んで、視線が合ったところで吹ふき出す。

「ついに、完成したんだな」

　苦労をさせられた。炎ほのおの島へ行き、賊ぞくと渡わたり合い、サラマンダーをぶっ飛ばし……

「あなたのおかげよ、ナイト」

　静かな声がして、俺はきちんと向かい合う。目の前に、微笑ほほえむフィオナがいる。

　ここ最近、フィオナはずっと大人しい。……やはり、気にしているのだろうか？

「本当によかったの？」

　何度目かのその質問に、俺は何度目かの同じ答えを返す。

「当然だろ」

　俺はフィオナから小瓶を受け取り、蓋ふたを開ける。

「それより、早く試ためしてみようぜ」

　蓋の開いた瓶びんを前に、俺はフィオナの許可を待つ。治験者は、薬やく剤ざい師しの許可なく新薬を使用してはいけないのだ。

「じゃあ、使ってみなさい」

「了りよう解かいだ」

　フィオナの認にん可かを受け、俺は半透明のクリームを指で掬すくい、手の甲こうへと塗ぬる。ベタつきもなく、延のびもいい。匂においもない。これなら、なんのストレスもなく使えそうだ。

「それじゃあ、手を貸してくれる？」

　差し出されたフィオナの左手に、俺は右手を乗せる。細い指に手首をそっと握られる。

「少し痛いわよ」

　そう言って、フィオナは俺の手の甲にスッとメスを横切らせた。

　わずかな痛みが走り、メスの通った箇か所しよに切り込みが入る。その後を追うように血が滲にじみ、徐じよ々じよに溢あふれ出してくる。

　その様子を、俺とフィオナは息を吞のんで見守った。

　やがて、流れる血の勢いは弱まり、そして止まる。開いた傷口は跡あと形かたもなく消える。

「……ダメ、みたいね……」

「あぁ……だな」

　俺の超ちよう回復能力は健在だった。衰おとろえた気配さえまったくない。

　フィオナが目め頭がしらを押さえ、首を横に振ふる。

「なんてこと……確かに確証はなかったけれど…………」

　フィオナは分かりやすく落らく胆たんし、何度もため息を漏らした。そして、薬の瓶を手にする。

「ならどうして……これが『奇跡の調合』でないのなら、なぜ私の名前がこの薬のレシピに書かれていたの……？」

　納なつ得とくのいかない顔で、ぼやくようにフィオナが零こぼす。

　そう。確かに、この薬を作ったガルシアは、そのページに娘むすめの名前を書き込んだのだ。慈いつくしむような、とても優やさしい文字で…………

　ふと、自分の手を見てみる。……押してみる……撫なでてみる…………もしかして……

「フィオナ」

　俺はフィオナの持つ瓶を取り上げ、中の薬を掬い取る。

「ちょっと、手、貸してみ」

　言われるがままに差し出されたフィオナの手をそっと摑つかむ。

　魔ま草そうを扱あつかうことで酷ひどく荒あれた手。冷たい指先。

　俺はそこに、この薬を塗ってやった。

　すると、薬はキラキラと輝かがやきながら、フィオナの手に浸しん透とうしていく。そして……ものの数秒でフィオナの手は瑞みず々みずしさを取り戻もどした。

「……これは」

　目を丸くして、フィオナが自分の手を見つめる。

　やはり、俺の睨にらんだとおりだ。

「この薬は、ガルシアからお前に宛あてたプレゼントだったんだよ」

「私宛ての……プレゼント？」

　これは俺の推測でしかないが、大きく外れていることはないだろう。

「いつかお前が必要とすると、そう思って残したレシピなんじゃないのか？」

　フィオナにとって、薬剤師の仕事は人生そのものだ。こいつが自分と同じように薬の調合にのめり込むことを、ガルシアはずっと前から予期していたのだろう。

　そして、魔草を扱うことで荒れてしまうであろう手を癒いやせるようにと。

「愛されていたんだな、お前は」

「……そう。後こう継けい者しやとして、認めてくれていた。と、いうところかしらね」

　亡なき父からの思いを受け止め、フィオナが柔やわらかく微笑む。

　そんなフィオナを見て……俺も、嬉うれしくなってしまった。

「それにしても素す晴ばらしい効き目だわ。凄すごくぷにぷになの。触さわってみて」

　差し出される手を、そっと撫でてみる。

「おぉっ！　すげぇさらさら！」

　撫でてさらさら、押してぷにぷに。

「左もよ」

「こっちもさらぷにだな！」

「ね？　すごいわよね」

　と、場所も考えずにそんなことをしていたのが間ま違ちがいだった。

「おはようございます！　フィー様とナイトさん…………が、手と手を取って見つめ合って…………失礼しました」

　またこのパターンか!?

　小走りで立ち去ろうとするリズの後ろ姿に慌あわてて声をかける。

「勘違いだから待て！　朝飯作ってあるから、食っていけ！」

　くるりと踵きびすを返し、リズがとててと、こちらへ戻ってくる。……まったく。

　よく晴れた朝。リビングの窓からはいつものように眩まぶしいほどの光が差し込んでいる。

　窓の向こうには魔草畑が見える。相変わらず怪あやしい魔草がびっしりと群生している。

　研究所は、元通りの姿を取り戻していた。

　あの時、女神に問われて、俺は「研究所を元通りにしてくれ」と願った。

　そうして、俺が目覚めたのは自室だった。祭りの日から三日が経過していた。

　女神アデールの仕事は実に細かく、柱の傷やベッドの軋きしみ、積もった埃ほこりまで完全に復元されていた。

　今回、『奇跡の調合』を完成させることは出来なかったが、この研究所さえあれば、いつか必ず…………とはいえ。

「ホントにその中にあるんだろうな、『奇跡の調合』？」

　俺は、フィオナが大切そうに抱かかえる手記に疑ぎ惑わくの視線を向ける。

　灰となって消えたガルシアの手記も、完全復刻していた。あれ以来、フィオナは手記を肌はだ身み離さず持ち歩くようになった。

「試していない調合がまだまだあるもの。きっとあるわ」

「まだまだあんのか、未み確かく認にんの調合……」

　その数だけ、今回みたいな苦労をさせられるというのだろうか……

「そんなわけで。早さつ速そく試したい薬があるから食事の後にお願いね、治験者さん」

「……はいはい」

　そうして、いつもの朝食の時間と相成った。

　並んで座る二人の向かいに俺が腰こし掛かける。

　リズは美お味いしそうに、フィオナは黙もく々もくと、俺特性のクロワッサンを頰ほお張ばる。

「いつもありがとうございます、ナイトさん。何かお礼をしなければいけませんね」

　楽しそうにリズが言う。

「例えばですね……」

「それ以上言わなくていい！」

　大体想像はつく。ご飯の席では禁止だ。

「私もあなたにお礼をしたいわね」

　リズに触しよく発はつされてか、フィオナがそんなことを口にする。

「いいよ。こっちの方が世話になりっぱなしなんだから」

「そんなことはないわ。私は日ひ頃ごろから感謝しているのよ。しっぱなしよ？」

「そ、そうは見えないけどな、日頃の態度を見ていると」

　いきなり感謝しているなどと言われ、照れくさかった。だから、そんな天あまの邪じや鬼くな返事をしてしまった。……のが、いけなかったんだろうな。

　フィオナの赤い瞳ひとみがきらりと輝いた。……妖あやしく。

「なら、お礼代わりにいいことを教えてあげるわ」

　笑え顔がおを浮うかべて、フィオナが言う。

「『火龍サラマン爆ドラバ炎ーンナ衝拳ックル』という名前は、いささかダサ過ぎるわよ」

「その話をするなぁ！」

「それから、さも自分の能力で炎を操あやつったような顔をしていたけれど、あくまでアレはサラマンダーに燃やされていただけで、あなたはただの被ひ害がい者しやだったのよ？　あの炎は相手の力で、ダメージを受けていたのはあなたの方なの、理解出来るかしら？」

　そんなことは分かっている！　でもな、燃える腕うでとか、超燃えるじゃん!?　ふたつの意味で燃えるじゃん！

「あなたの右みぎ腕うでには炎を操る火か炎えん龍りゆうも魔人も宿っていないの。あるとすれば、せいぜい乳酸くらいのものよ」

　筋肉痛を引き起こす有機酸だ。疲ひ労ろうしたら溜たまっていくヤツだな、それは。

「ナイトのおかげで、あなたの国のことが少し分かったわ。言葉もひとつ覚えたのよ」

　そしてフィオナは、この日一番の極ごく上じようスマイルを俺に向ける。

「ナイトのような人のことを『中二病』って言うのよね？」

「中二病言うなぁ！」

　極上の、ドＳスマイルを。

　そしてその隣となりでは、リズがフィオナの見事なドＳっぷりに賞賛の拍はく手しゆを贈おくっている。

　……くそ。異世界に来てまで中二病をバカにされるとか……ってか、俺は中二病じゃない！　普ふ通つうだ！　ごく普通の平均的な人間だ！　ちょっとテンションが上がるとおかしなことを口走っちゃうことがあるだけで……きっとそれすらも普通だ！　誰だれだってその立場になったら同じことを言うに決まってる！

　俺の中に流れる血が怖こわい。あの両親の強きよう烈れつな中二病遺伝子が……っ！

「心配いらないわ。必要とあらば、その中二病の特効薬だって作ってあげるわよ」

「……本気にするぞ？」

「任せなさい。奇き跡せきの調合に治せない病はないのだから」

　自信たっぷりに言い放つフィオナ。

　ファンタジーかぶれの痛い思想を、ファンタジー全開の薬で治ち療りようする…………どうなんだ、それ？
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「私の薬を信じなさい」

　あの日。死の間ま際ぎわに出会ったこいつが言った、最初の言葉。

『私の薬を、信じてみる？』

　その問いに俺は頷うなずいた。だから答えは最初から決まっているのだ。

　信じてやるよ、お前の薬を。

　俺は絶対、フィオナの作る『奇跡の調合』でこの病を完治させる。




　日本に帰るのは、まぁ、それからでもいいかな。


〈了りよう〉









　あとがき







　薬局のポスターに採用されないかなとか、密ひそかに狙ねらっています。宮みや地じ拓たく海みです。

　新シリーズの主人公は『治験者』です！…………地味っ!?

　しかし、ヒロインは美少女天才薬剤師です！　白衣最高っ！

　薬剤師と治験者。そんな二人が出会い、どんな物語が調合されるのか……是ぜ非ひ、本編をご確かく認にんくださいませ。楽しんでいただければ幸いです。

　主人公についてもう少し触ふれておきますと、彼は『騎士ナイト』という名前以外はごく普ふ通つうな高校生です。クロワッサンとか普通に焼けちゃう普通の男子高校生です。お店で出されたパンを食べて「これは本物のパンじゃない。小麦が悪いんだ」とか言っちゃう普通の男の子です。そして、「一週間後、もう一度ここへ集まってください。俺が本物のパンを食べさせてあげますよ」とか、普通に言います。最近の高校生って、きっとそんな感じです。

　ちなみに、私は高校生の頃ころ、化学の時間に先生が持参した謎なぞの粉を、香かおりと味だけで「イースト菌きん」と当て、「お前はアノ美食家か!?」と、クラスメイトに一目置かれたことがあります。確か、何かを醱はつ酵こうさせる実験だったと思います。私もまた、普通の高校生でした。

　さて、今回のタイトル──

『薬剤師協会の治リ験者ク募ル集案ー内ト　未経モルモ験者ツト歓迎』

　全部言うのはちょっと長いなと思われる方は、「薬剤師」でも、「治験者」でも、「リクルート」でも、「薬やくルト」でも、お好きなように略して呼んでください。そして、身近に感じていただければ、こんなに嬉うれしいことはありません。




　最後になりますが、企き画かく段階から完成に至るまで様々なアドバイスやご意見をくださいました編集様方。こちらの想像をはるかに超こえる素す晴ばらしく可愛かわいいイラストを多数描えがいてくださったみじんこうか様。長いタイトルを素敵に彩いろどってくださったデザイナー様や、本作に携たずさわってくださった関係者様方。そして、この本を手に取ってくださった皆みな様に。

　全すべての方に心から感謝いたします。ありがとうございました。




　また、お会い出来ます日を心待ちにしつつ──。


二〇一四年　三月　宮地　拓海　　


















電子書籍１巻購入大感謝特典『フィオナの風邪』









　フィオナが風邪を引いた。

「薬を飲んだから、じきに良くなるわよ」

　そうは言うものの、フィオナはリビングのテーブルに突っ伏したきり動こうとしない。熱があるのか顔が真っ赤だ。気休め程度に、濡れたタオルを額に当てている。

　夕飯におじやを作ってやったのだが、食欲がないと全然口を付けなかった。

　時折、喉の奥から掠れたような息が漏れる。そして、その後は決まって咳き込むのだ。

「喉、痛むか？　ネギでも巻くか？」

「……なんで、ネギなのよ？」

「ネギをガーゼに包んで喉に巻き付けておくと、喉の痛みが取れるんだぞ」

「……ウソ臭いわね」

「ウソじゃねぇよ！　俺の国ではメジャーな方法だぞ。民間療法ってヤツだ」

　フィオナは長ネギを手に取り、胡う散さん臭くさそうに観察する。

「喉より熱が厄介なのよね。その民間療法とやらに、熱を下げる方法はないのかしら？」

　俺は知識の引き出しを開き、熱に効く民間療法を引っ張り出してくる。ちょうど、ネギを使ったものがあった。

「焼いたネギを尻の穴に差し込むと熱に効くっていうな」

　長ネギが飛んできた。ビッタン！──と、俺の顔面にクリーンヒットする。

「ばっ、バカなのかしら!?」

「落ち着け……別にやれと言ってるわけじゃなくて、あくまでそういうのがあると……」

　顔がネギ臭い。目をしぱしぱさせながら、俺は代替案を告げる。

「あとは、濡れたタオルで脇の下を冷やすのもいいぞ」

　濡れたタオルが飛んできた。

「あ、あなたの国には、おかしなフェティシズムに取り付かれた変態しかいないの!?」

　酷い誤解だ。脇の下には太い動脈が通っている。そこを冷やすことで体の熱を効率よく下げることが出来るのだ。が、顔が痛くて反論出来ない。

「あ、あなたに脇を見せるなんて……御免だわ」

　両脇をきゅっと締めて、フィオナが赤い顔で俺を睨む。……変な意味で言ったわけじゃないのだが、そういう態度を取られるとさすがに照れてしまう。

「じゃあ、せめてこれを飲んでくれ」

「……これも変態の国の民間療法かしら？」

「変態じゃねぇ！　たまご酒だよ。体も温まるし、ぐっすり眠れるぞ」

　少し冷めたたまご酒をフィオナに渡す。フィオナは一度たまご酒の匂いを嗅いでから、こくりと静かに飲み込んだ。

「あ、美味しい……」

　口に合ったのか、コップ一杯をこくこくと飲み干してしまった。

「一気吞みなんかすると、悪酔いするぞ」

　たまご酒とはいえ、お酒だ。俺は冗談交じりにそんな忠告をしてやった。

「心外ね。私がこの程度のお酒で酔っぱらうわけないれしょう、まっらく！　れ～んれんらいじょうぶらよぉ～！」

「全然大丈夫じゃねぇじゃん!?」

　絵に描いたようなへべれけ振りだ。ここまで分かりやすく酔っ払うヤツも珍しい。

「とにかく、ベッドに行こうな」

「や～ら、ナイトのエロ助～！」

「そういう意味じゃねぇ！」

　俺が近寄ると、フィオナは手近にあった長ネギを握り締めぺしぺしと叩いてきた。熱と酔いで顔は真っ赤に染まっていた。

「とにかく、部屋に移動するぞ。あの……ちょっと抱きかかえるけど、暴れるなよ」

　この流れの後にフィオナを抱きかかえるのには、若干の抵抗はあるが……今はそんなことを言っている場合ではない。なるべく意識しないように、フィオナの体に腕を回す。

　抱え上げたフィオナは、驚くほどに軽かった。そして、やはり体が熱い。俺の腕の中で、フィオナはぐったりとしていた。

「ナイトぉ……熱、しんどい……」

　寝室へ移動しフィオナをベッドへ寝かせると、フィオナは不安げな表情で俺を見上げてきた。両手を伸ばし空を摑むように彷徨わせる。

「ゆっくり寝てろ。明日には、きっと熱も下がるから」

　布団を肩までかけてやり、目にかかりそうな前髪をのけてやる。

「…………もっと、撫でて」

　お酒のせいか、素直に甘えてくるフィオナはなんだか子供みたいで可愛かった。

　だが、普段とのギャップがあり過ぎてこっちの心臓がヤバイ。これまでの人生において、ここまで鼓動が激しいビートを刻んだことがあっただろうか、いや無い。

「ねぇ……ナイトぉ……」

　布団の中から、フィオナが手を出そうとする。握って欲しいのか、と、少しドキッとしたのだが……フィオナの手には、リビングから持ってきた長ネギが握り締められていた。

「……ネギ、差す？」

「差さないよ！」

　大慌てで長ネギを強奪する。恥ずかしげに俺を見上げるフィオナの視線に、心臓が激しく暴れ狂う。ネギは危険だから、遠くへと放り投げておく。

　すると、今度は布団の中でもぞもぞと身じろぎを始めた。かと思うと、寝巻きがぽいっと布団から放り出された。

「何してんの!?」

　戸惑う俺をよそに、フィオナが上半身を起こす。

　掛け布団で前を隠してはいるが、細い肩が露あらわになっている。白く滑らかな背中が目に眩しい。

「熱……冷まして……」

　言いながら、フィオナは肘を高く上げ、髪をかき上げる様な蠱こ惑わく的なポーズをとる。それと同時に、フィオナの脇の下がフルオープンになった。特別脇の下に思い入れがあるわけでもない俺なのだが……普段は晒されていない部分を目の当たりにし、血流が顔面に集中する。今にも鼻血を噴き出しそうだ。

　なぜ俺はフィオナに余計な知識を与えてしまったのか!?

「と、とにかく服を着ろ！　温かくして寝てれば、明日にはよくなってるから！」

　もう見ていられず、背を向けて視線を外す。投げ出された寝巻きをフィオナの方へと突き出し着るようにと求める。

　が、フィオナの手は服をとらず、そっと俺の腹部へと伸びてきた。背中に寄りかかり、背後から両腕を回して俺に抱き付いてくる。背中に柔らかいものが…………当たっている感触こそないが、きっと当たっているに違いない。

「……小さくて、ごめんね」

「ば、バカ、お前！　小さいなら小さいなりの楽しみが……いや、違う、そうじゃない！」

　俺は振り返り、フィオナへと向き直る。服を着せて寝かさなければ。早くそうしなければ、きっととんでもないことになる！　その前に心臓が破裂する。

　振り返ると、フィオナは俺の胸へと飛び込んできた。腕に力を込め顔を押し付けてくる。

　露になっている背中に、寝巻きをかけてやる。と、フィオナが鼻を鳴らした。

「……私、死んじゃうのかな？…………お父様みたいに……」

　胸に冷たいものを感じた。胸が締め付けられるような切なさが込み上げてくる。

　フィオナが、自分の弱さを吐露するなんて……堪らなくなる。

「大丈夫だよ。薬を飲んだんだろ？　フィオナの薬はよく効くからな」

　なんとかしてやりたい。フィオナの不安を取り除いてやりたい。俺は必死に言葉をかける。けれど、フィオナは肩を小刻みに震わせて見えない恐怖に怯えていた。俺はなるべく肌を見ないようにして、フィオナを寝かし、布団をかけてやった。

　と、俺を見上げるフィオナの瞳から、涙が零れ落ちた。

「……ひとりは、いやなの…………」

　もう無理だった。こいつをこのままにしておくなんて、俺には出来なかった。

　なんとしてでもフィオナの風邪を治してやりたい。それも、今すぐに。

　俺は持てる知識を総動員して最善の方法を探す。そして、ひとつの方法に思い至る。

　古来より、『風邪は伝染うつすと治る』と言われている。風邪を伝染うつすには…………

「フィオナ……すぐ、楽にしてやるからな」

　フィオナの頰に手を添える。と、フィオナは安心したように目を細め、ゆっくりと瞼を閉じた。

　ごくりと、喉が鳴る。

　俺はゆっくりと体を屈め、フィオナの顔へと自分の顔を近付けていく。

　風邪を伝染うつすには、口移しが一番だ……これで、フィオナが楽になるのなら……

　もう少しで唇と唇が触れ合う……と、そこで正気に戻った。

「うぉうっ！　ヤベェ！」

　背骨を無理やり反り返らせ、その勢いのまま入り口まで飛び退いた。無理な体勢を取ったせいで変な部分の筋が痛んだが、それ以上に心臓がヤバイ。いまにも破裂してしまいそうな速度で脈打っている。──俺は今、何をしようとしていた？

　度重なる心臓への負荷に、思考がオーバーヒートしたようだ。顔もずっと熱い。

　そっとフィオナを窺い見ると……

「……すぅ、すぅ」

　フィオナは静かに寝息を立てていた。

「……ね、…………寝た、のか……？」

　俺は盛大なため息を漏らす。心労から脱力し、その場にしゃがみこんでしまった。もう、一歩も動きたくない。

　そうして、俺の長い夜は終わった。







　明けて朝。

「あぁぁぁああぁぁあぁああああああぁぁぁ～～～～～ぁぁああ……っ！」

　ニワトリが鳴くよりも早く奇妙な声を上げていたのは、フィオナだった。

　寝室を覗くと、ベッドの上でフィオナが一人、身悶えていた。

　まだ熱があるのか、顔が真っ赤だ。むしろ悪化しているようにすら見える。

「おい、フィオナ。大丈夫か？」

　俺が声をかけると、フィオナの顔が一層赤く染まる。湯気が出そうな勢いだ。

「なっ、なな、ナイト!?　な、なな、何か、よ、ＹＯ、よう、用かしら!?」

「おい、なんかちょっとラップっぽくなってるけど、平気か？」

「へ、ヘイ、ＨＥＹ、へい、平気よ、平気！　薬が効いたのね、きっと！」

　明らかに様子がおかしい。額から汗が滝のように噴き出しているし、動きが面白いほどぎこちない。……まさか。

「なぁ、フィオナ。お前、昨日のこと……」

「覚えてないわ！」

　食い気味に否定された。

「たまご酒を飲んだ後の記憶が一切ないのよ。それはもう、綺麗さっぱりと。なにひとつ覚えていないの。どんな些細なことも完全無欠に忘却の彼方に葬り去られているの！」

　説明過多な言い訳が始まった。

　……俺の背中にも、嫌な汗が浮かぶ。

「こ、こっちを見ないでくれるかしら？　覚えていないと言っているでしょう！」

　手近にあったものを摑んで投げようとしたフィオナだが、握ったものが長ネギだと気が付くと「きゃあ！」と、可愛らしい悲鳴を上げて投げ捨てた。見る見るうちに顔が真紅へと染まっていく。

「ねっ、ネギなんて卑猥な物を私の部屋に持ち込まないで！」

　叫ぶように言って、フィオナは布団にもぐってしまった。ベッドの上で丸くなり、頭からすっぽりと布団を被っている。

「覚えてないの…………私はなにひとつ覚えていないのよぉ…………」

　布団の中からくぐもった声が聞こえてくる。

　そう。フィオナは何も覚えていない。フィオナがそう言うのだからきっとそうなのだ。

　俺は、そう思うことにしてフィオナの部屋を出た。

　ドアを閉めると、途端に膝が震え、その場にうずくまってしまった。ドアノブに摑まり、頭をドアに押し付けた状態で盛大に息を吐く。

「…………あぁ。俺も、何も覚えていない」

　そう呟いた俺の心臓は、破裂しそうなほど激しく脈打っていた。
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